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序文

愛媛大学は、松山市および愛媛県内各所に大小のキャンパスをもち、敷地総面積は464ヘクタ

ールにおよぶ。その中で、本部事務局と４つの学部が所在する城北地区には文京遺跡、農学部と

附属高等学校がある樽味地区には樽味遺跡、国際交流会館がある鱈子団地では鱈子遺跡など、数

多くの遺跡をかかえている。愛媛大学では、埋蔵文化財調査室を設置し、こうした埋蔵文化財が

諸工事で影響を受ける場合、影響度に応じて、本格的な全面調査、試掘調査、立会調査の方法で

発掘調査を実施し保護処置を講じている。また、1992年度からは、大学構内における埋蔵文化財

の有無や精度の高い分布状況を把握するために確認調査を実施している。

こうした調査成果は、客観的な資料化を進め、調査報告書にまとめて公開する必要がある。こ

の報告書の刊行によって、遺跡の評価が行われる。ところが、本格的な全面調査については、調

査報告書刊行には発掘作業と同等の時間を記録類や出土品の整理作業に要する。愛媛大学の場

合、出土品の多さと、1995年から続く頻繁な発掘調査によって、速やかな報告書刊行を容易に行

えない状況にある。そこで、大学事務局と協議を行い、全面調査の報告書刊行に向けて埋蔵文化

財調査室の体制を再整備し整理作業を前進きせることとなった。これと同時に、2000年度からは、

全面調査の概要報告と試掘・立会・確認調査の小規模調査の報告をあわせた年報を刊行してい

る。本年報は、その1999.2000年度分である。

本書をまとめるにあたり、多くの機関・部局・個人の方々から協力を得た。その労に深く感謝

するとともに、本書が大学内外の多くの方々に利用・活用されることを祈念します。

平成15年３月１日

愛媛大学埋蔵文化財調査室

室長下候信行



例 一

口

１．本書は、愛媛大学埋蔵文化財調査室が1999年度と2000年度に愛媛大学構内で実施した大規模全面調査の概要

と、試掘・立会・確認形式で行った小規模調査の成果を報告する愛媛大学埋蔵文化財調査室年報であり、愛媛

大学埋蔵文化財調査報告Ｘにあたる。

２．埋蔵文化財調査室では、1975年から始まった大学構内の発掘調査まで遡って調査番号を与えている。調査番

号は、西暦の下３桁の後に各年度ごとの調査順にｌからの２桁の通し番号を加えた５桁の番号で表示してい

る。また、複数の地点（トレンチ）を調査した場合、以下のように，調査番号の後に－をつけ地点番号を付し

ている。

９９５０１－４

調査年度（西暦の下３桁）

年度ごとの調査順に付した番号

複数の地点を調査した場合の地点（トレンチ）番号

国士基本図における平面直角座標系第Ⅳ系Ｘ＝93900,Ｙ＝-66800を基点として、3．城北団地では、1998年、国士基本図における平面直角座標系第Ⅳ系Ｘ＝93900,Ｙ＝-66800を基点として、

東から西へ向かって、５ｍおきにＡＡ・ＡＢ・ＡＣ・ＡＤ……ＢＡ・ＢＢ・ＢＣ・ＢＤ……ＥＭ・ＥＮ・ＥＯ・ＥＰ、南か

ら北へ向かって１．２．３．４．５．６……１１５．１１６．１１７．１１８．１１９．１２０に区割りし、両者を組み合わせた

５ｍ方眼の調査区画によって調査を進めている。さらに、必要に応じて、この区画内を１ｍ方眼に分け、南東

隅から西に１～５、そして北側列を６～１０と、北西隅の25区画に細分している。

４．調査データが蓄積された城北団地と樽味団地については、団地全域にわたる基本層序を設定している。個々

の調査では、大区分を基本層序に準拠し、それを構成する細かな士層ごとに枝番号を付けて特徴や構成を観察

し記録化している。

［城北団地］基本層序を上位からＩ～Ｖ層に区分している。

Ｉ層：表土層にあたる瓦喋を含む造成土部分。

Ⅱ層：造成以前の灰色系の近世～近代の水田層。

Ⅲ層：弥生時代～古墳時代の遺構・遺物を包含する黒色～暗褐色系の土層。

Ⅳ層：黄褐色系のシルトー砂質土居で、下部には篠が混じる。縄文時代の遺構・遺物が確認されている。

Ｖ層：Ⅳ層下の花尚岩を主体とする砂喋ないし喋層である。

［樽味団地］基本層序を上位からＩ～Ｖ層に区分する。北吉井団地においても同様の層序を用いている。

Ｉ層：表土層にあたる瓦喋を含む造成土部分。

Ⅱ層：造成以前の灰色系の近世～近代の水田層。

Ⅲ層：遺物を包含する黒色～黒褐色系の土居。

Ⅳ層：黄褐色系のシルトー砂質土層で、下部には喋が混じる。

Ｖ層：Ⅳ層下の花商岩を主体とする砂喋ないし篠層。

５．本書では、遺構番号に冠して、掘立柱建物：ＳＢ，竪穴式住居跡：ＳＣ、溝：ＳＤ、炉跡・篭：ＳＦ、柵列：ＳＡ、

水田：ＳＳ，土壌：ＳＫ、柱穴・小穴：ＳＰ，自然流路：ＳＲ、その他の遺構：ＳＸの記号で遺構の種別を表してい

る。

６．本書で表示した方位・標高数値は､全面調査においては平面直角座標系第Ⅳ系にしたがった。ただし､試掘・

立会調査・確認調査で座標系が利用できなかった場合は、調査地点周囲の平板測量成果を掲載し、磁北を表示

した。

７．土色・遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』（1967）に準拠している

が、本文中ではマンセル記号は省略した。

８．本書に使用した遺構図は、田崎博之・吉田広・三吉秀充・宮崎直栄が作成し浄写を行った。

９．本書に使用した遺物図は、田崎・吉田・三吉・宮崎に加えて、山村芳貴・上山喜也が作成し浄写を行った。

１０．本書で使用した写真は、田崎・吉田・三吉が撮影した。

１１．本書は田崎・吉田・三吉・山村が執筆し、編集を下候信行の指導のもとに田崎が行った。

１２．本書に報告した調査に係わる記録類・出士遺物は、愛媛大学埋蔵文化財調査室において保管されている。



９

本文目次

1999.2000年度の埋蔵文化財調査室の事業
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Ⅱ1999年度の調査

99901工学部等総合研究実験棟新営電気設備工事に伴う調査（１期）

（文京遺跡１９次調査Ｉ区）

99902工学部等総合研究実験棟新営電気設備工事に伴う調査（２期）

（文京遺跡１９次調査Ⅱ区）

99903農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機械設備工事に伴う立会調査（１期）

99904農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機械設備工事に伴う立会調査（２期）

99905農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機械設備工事に伴う立会調査（３期）

99906農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機械設備工事に伴う立会調査（４期）

99907「大正天皇お手植えの松」移植に伴う立会調査

99908理工学部等総合実験棟新営電気設備工事（その２）に伴う立会調査

99909総合情報処理センター新営電気設備工事に伴う立会調査

999１０愛媛大学サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー（S､ＢＢＬ.）新営工事に伴う調査

（文京遺跡20次調査）

99911大学会館改修工事に伴う試掘調査

99912城北団地外灯移設に伴う立会調査

99913農学部生態観察実験のための水田設置に伴う調査

99914埋蔵文化財調査室情報通信設備工事に伴う立会調査

99915法文学部講義棟空調電源工事に伴う立会調査

99916農学部附属農業高等学校校舎新営工事に伴う立会調査
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Ⅲ2000年度の調査

00001大学会館改修工事に伴う立会調査

00002教育学部クレイテニスコート改修工事に伴う試掘調査

00003基礎科学総合研究棟新営工事（Ｉ期）に伴う調査（文京遺跡21次調査）

00004山越運動場上水管改修工事に伴う立会調査

000052000年度遺跡範囲確認調査（文京遺跡22次調査）

00006教育学部クレイテニスコート改修工事に伴う立会調査

00007法文学部掲示板設置工事に伴う立会調査

00008御幸寮外灯設備改修その他工事に伴う立会調査

３
６
８
８
９
２
４
４

６
６
６
７
７
８
８
８

４，



図2３

挿図目次

９．１０トレンチ位置図、土層断面図

（縮尺ｌ/500,1/40）…………………………26

99902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）出土遺物

実測図３（縮尺ｌ/４，１/2）･･･………………27

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）

１１．１２トレンチ位置図、土層断面図

（縮尺ｌ/500,1/40）…･………………･……･29

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）

１３．１４トレンチ位置図、土層断面図

（縮尺ｌ/500,1/40）………･………･……･…30

99902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

15～１７トレンチ位置図、土居断面図

（縮尺ｌ/500,1/40）…………………………31

99903調査位置図および土層柱状図

（縮尺ｌ/400,1/40）…………………………33

99904調査ｌ～５トレンチ位置図、遺構検出

平面図、士層柱状図（縮尺ｌ/400,1/40）…35

99904調査６～８トレンチ位置図、遺構検出

平面図、土層柱状図（縮尺ｌ/400,1/40）…37

99904調査出土遺物実測図（縮尺ｌ/2）……38

99904調査９．１０トレンチ位置図、士層柱状図

（縮尺１/400,1/40）…･…………･……･……38

99905調査ｌ～５トレンチ位置図、土層柱状図、

士層断面図（縮尺ｌ/400,1/40）……………40

99905調査３～５トレンチ平面図、土層断面図

（縮尺ｌ/lOO、ｌ/40）…………………………41

99905調査３トレンチ平面図、土居断面図

（縮尺ｌ/40）・…………･……………………･41

99905調査４トレンチ平面図、土層断面図

（縮尺ｌ/40）…………………………………43

99905調査出土遺物実測図１（縮尺ｌ/4）…43

99905調査出土遺物実測図２（縮尺１/2）…44

99906調査地点位置図、土層柱状図

（縮尺ｌ/400、ｌ/40）・……………．．…………44

99907調査土層柱状図（縮尺１/40）…………46

99907調査出土遺物実測図（縮尺１/4）……46

99908調査遺構配置図、土層断面図

（縮尺ｌ/40）……………．｡………………･…47

99908調査出土遺物実測図（縮尺ｌ/4）……48

99910調査（文京遺跡20次）中世～近世の遺構

図１１９９９．２０００年度城北団地調査地点位置図

（縮尺ｌ/3500）……．．…･……………………３

図２１９９９．２０００年度樽味団地調査地点位置図

（縮尺ｌ/2500）………………………………４

図３１９９９．２０００年度山越団地調査地点位置図

（縮尺ｌ/3500）………………………………５

図４１９９９．２０００年度御幸団地調査地点位置図

（縮尺ｌ/2500）………………………………５

図599901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）

ｌ～４トレンチ位置図、土層柱状図

（縮尺ｌ/400,1/40）…･………………･……･１０

図699901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）

５．６トレンチ位置図、士層断面図

（縮尺ｌ/400、ｌ/40）…………………………１２

図799901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）

７～１０トレンチ位置図、土層断面・柱状図

（縮尺ｌ/400,1/100,1/40）………………１３

図899901調査（文京遺跡19次Ｉ区）出土遺物

実測図１（縮尺１/4）…………………………１６

図999901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）出土遺物

実測図２（縮尺ｌ/4）……･………………．．…１６

図1099901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）出土遺物

実測図３（縮尺１/2）……･………･……･……１６

図1199902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）

ｌ～３トレンチ位置図、士層断面図

（縮尺ｌ/500,1/40）…………………………１８

図1299902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）出士遺物

実測図１（縮尺ｌ/4）……………･…･…･……２０

図1399902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）

１－２－３問トレンチ平面図、土層断面図

（縮尺ｌ/１００，１/40）…………………………２１

図1499902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）出土遺物

実測図２（縮尺ｌ/4）……･…･…･……………２２

図1599902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

４．５トレンチ位置図、土居断面図

（縮尺ｌ/500,1/40）…………………………２３

図1699902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）

６～８トレンチ位置図、士層断面図

（縮尺１/500,1/40）…………………………２５

図1799902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）

図１８

図１９

図2０

図2１

図2２

１１

図2４

図２５

図2６

図2７

図2８

図2９

図3０

図３１

図３２

図3３

４
５
６

３
３
３

図
図
図

図３７

図3８



図4６

配置図（縮尺ｌ/200）・………………………･･52

99910調査（文京遺跡20次）弥生時代～

古墳時代の遺構配置図（縮尺ｌ/200）………53

99911調査ｌ～４トレンチ士層断面図

（縮尺１/40）………………･……･………･…57

99912調査士層柱状図（縮尺ｌ/40）…．．…･…58

99913調査地点位置図、士層柱状図

（縮尺ｌ/500,1/40）………･…･………･……59

99914調査位置図（縮尺ｌ/500）……………60

99916調査士層柱状図（縮尺ｌ/40）…………62

00001調査１．２．３トレンチ土層断面図、

土層柱状図（縮尺ｌ/40）……………………６３

城北団地大学会館周辺の調査地点、地形断面図

（縮尺ｌ/750,1/75）．．……………………･…65

00002調査ｌ～５トレンチ土層柱状図

（縮尺ｌ/40）…………．．……………………･66

00003調査（文京遺跡21次）調査区配置図

（縮尺ｌ/2000）…．．……………………･……69

00003調査（文京遺跡21次）Ⅲ層～Ⅳ層上面の

弥生時代～中世遺構配置図

（縮尺ｌ/250）……………70-71（折り込み）

00003調査（文京遺跡21次）土層断面図

（縮尺ｌ/200,1/20）……70-71（折り込み）

図5100003調査（文京遺跡21次）Ⅳ層上半部（縄文

時代後期？）およびSX-400（縄文時代晩期終

末～弥生時代前期初頭）遺構配置図

（縮尺１/250）…………………………………７６

図5200003調査（文京遺跡21次）SX-417（縄文時代

前期)、Ｖ層上面測量図（縮尺ｌ/150）……７７

図5300004調査ｌトレンチ位置図、士層柱状図

（縮尺ｌ/400,1/40）…………………………７８

図5400004調査２トレンチ位置図、土層柱状図

（縮尺ｌ/400,1/40）…………………………７８

図5500005調査（文京遺跡22次）平面図および

土層断面図(縮尺ｌ/200,1/20)80-81(折り込み）

図5600005調査（文京遺跡22次）出土遺物実測図

（縮尺１/4）…･………･……………………･…８１

図5700006調査１．４トレンチ平面図、土層柱状図

（縮尺ｌ/40）…･……………………･……･…８２

図5800007調査１～３トレンチ位置図、土層柱状図

（縮尺ｌ/400,1/40）…………………………８３

図5900008調査ｌ～４トレンチ位置図、土層柱状図

（縮尺ｌ/500,1/40）…………………………８５

図6000008調査出土遺物実測図（縮尺ｌ/4）……8６

図3９

図4０

図４１

図4２

３
４
５

４
４
４

図
図
図

jII

図4７

図4８

図4９

図5０

写 真目次

写真１文京遺跡20次調査現地説明会・文京遺跡解

説表示板．．…………･………………………７

写真299901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）ｌトレンチ

（南から）……………………･･………･……１１

写真399901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）２トレンチ

（西から）………･……………………･･……１１

写真499901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）３トレンチ

（南から）……･………………………．．……１１

写真599901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）４トレンチ

（南から）……･…･………………･…………１１

写真699901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）５トレンチ

（西から）………………･…･………･………１１

写真799901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）６トレンチ

（南から）……．．……………………………･'１

写真899901調査（文京遺跡19次Ｉ区）７トレンチ

（西から）…………．．………･………………1４

写真999901調査（文京遺跡19次Ｉ区）８トレンチ

（南西から）…………･…･………………･…１４

写真1099901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）９トレンチ

Ａ区（西から）・…･……………………･…１４

写真1199901調査（文京遺跡１９次Ｉ区）９トレンチ

Ｂ区（北東から）…………………………１４

写真1299901調査（文京遺跡19次Ｉ区）１０トレンチ

Ａ区北半部（南から）……………………１４

写真1399901調査（文京遺跡19次Ｉ区）１０トレンチ

Ｄ区（南西から）…･……．．………………１４

写真1499902調査(文京遺跡１９次Ⅱ区）１－２－３間

トレンチ全景（西から）…………………１９

写真1599902調査(文京遺跡１９次Ⅱ区）１－２－３問

トレンチ遺物出土状況（北西から）……１９

写真1699902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）ｌトレンチ

南壁土層断面……･………･…･……………１９



７
８
９

５
５
５

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）２トレンチ

南壁土層断面………………………………19

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）３トレンチ

南壁土層断面………………………………19

99902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）４．５

トレンチ全景（南から）……．．……･……24

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）６．７

トレンチ位置（北東から）…･………．．…24

99902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）４トレンチ

北壁土層断面・……………………･……･…24

99902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）５トレンチ

南壁土層断面………………………………24

99902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）６トレンチ

西壁土層断面………………………………24

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）７トレンチ

北壁土層断面…………･……………･…･…24

99902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）８トレンチ

北壁士層断面………．．……･…．．………･…24

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）９トレンチ

ＳＰ－１・ＳＫ－２（北西から）……………28

99902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）９トレンチ

東壁土層断面………………………………28

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）１０トレンチ

SＫ－ｌ（北から）……………･……．．……28

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）ｌＯトレンチ

南壁土層断面………………………………28

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）１１トレンチ

北壁土層断面…………………･…．．………28

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）１２トレンチ

土層断面……………………………………28

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）１３トレンチ

西壁土層断面………………………………28

99902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）１４トレンチ

北壁土層断面・………………………･…･…28

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）１５トレンチ

北壁土層断面………………………………32

99902調査（文京遺跡１９次Ⅱ区）１６トレンチ

北壁土層断面……………………･…．．……32

99902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）１７トレンチ

北壁土層断面………………………………32

99903調査地点（南から）…………………33

99904調査ｌトレンチ（北から）…………36

99904調査２トレンチ（北から）…………3６

写真１７ 99904調査３．４トレンチ（北西から）…36

99904調査３トレンチ中世遺構検出面

(北東から）……………･…･…･……………36

99904調査５トレンチ（西から）…………36

99904調査６トレンチ（南西から）………36

99904調査７トレンチ（西から）…………39

99904調査８トレンチ（北東から）………39

99904調査９トレンチ（南から）…………39

99904調査１０トレンチ（東から）…………39

99905調査１トレンチ（西から）…………42

99905調査２トレンチ（北から）…………42

99905調査３トレンチ（東から）…………42

99905調査４トレンチ西半部の中世遺構の

完掘状況（西から）……･……………･…･42

99905調査４トレンチ西半部の完掘状況

(東から）………･………．．…………………42

99905調査５トレンチ（西から）…………42

99906調査土層断面（東から）……………45

99908調査状況（西から）・…･………･……48

99908調査北半部の遺構検出状況

(北から）…･…………．…………………･…48

99909調査３トレンチ………………………49

99909調査４トレンチ…･………･…･………49

99910調査（文京遺跡20次）中世～

近世遺構の完掘状況（南東から）………51

99910調査（文京遺跡20次）弥生時代～

古墳時代遺構の完掘状況（南東から）…51

99910調査（文京遺跡20次）SX-l3

(北から）・…………･……･………………54

99910調査（文京遺跡20次）ＳＤ－ｌ～４

検出状況（北西から）……………………54

99910調査（文京遺跡20次）ＳＤ－２下層獣骨

出土状況（西から）………………………54

99910調査（文京遺跡20次）ＳＤ－ｌ～４

完掘状況（西から）．．…………………･…54

99910調査（文京遺跡20次）輔羽口

出土状況（南から）・…………･………･…55

99910調査（文京遺跡20次）ＳＸ－２２

(北西から）…………………………………55

99910調査（文京遺跡20次）弥生時代～

古墳時代遣構の検出状況（南東から）…55

99910調査（文京遺跡20次）ＳC－２７．２８

(西から）・・………………･…………………5５

写真４０

写真４１

写真１８

写真４２

写真４３

写真４４

写真４５

写真４６

写真４７

写真４８

写真４９

写真５０

写真５１

写真１９

写真２０

写真２１

写真２２

写真２３

写真２４ 写真５２

写真２５ 写真５３

写真５４

写真５５

写真５６

写真２６

写真２７

真
真
真

写
写
写

1Ｖ

写真２８

写真２９

写真６０

写真３０

写真６１

写真３１

写真６２

写真３２

写真６３

写真３３

写真６４

写真３４

写真６５

写真３５

写真６６

写真３６

写真６７

写真３７

写真３８

写真３９

写真６８



写真６９

写真７０

写真７１

写真７２

写真７３

写真７４

写真７５

写真７６

写真７７

写真７８

写真７９

写真８０

写真８１

写真８２

写真８３

写真８４

写真８５

写真８６

写真８７

写真８８

写真８９

写真９０

写真９１

写真９２

99910調査（文京遺跡20次）SC-35

(北から）…………………………………55

99910調査（文京遺跡20次）SC-35焼土・

炭化物出土状況（東から）………………55

99911調査１トレンチ土層断面……………56

99911調査４トレンチ土層断面……………56

99912調査地点（東から）……．．………･…58

99913調査地点（北東から）…･……．．……59

99913調査地点西側溝部分の士層断面……59

99915調査地点士層断面………．．………･…61

00001調査全景（北西から）………………64

00001調査ｌトレンチ（南東から）………64

00001調査２トレンチ西壁土層断面………64

00001調査３トレンチ西壁土層断面………64

00002調査２トレンチ北壁土層断面………67

00002調査３トレンチ北壁土層断面………67

00002調査４トレンチ北壁土層断面………67

00002調査５トレンチ東壁土層断面………67

00003調査（文京遺跡21次）Ｉ区弥生時代～

中世の遺構完掘状況（北西から）………72

00003調査（文京遺跡21次）

ＳＤ－ｌ～４検出状況（西から）…………72

00003調査（文京遺跡21次）ＳＤ－ｌ・２およ

び、合流地点士層断面（西から）………72

00003調査（文京遺跡21次）

SD－５．６完掘状況（西から）…………73

00003調査（文京遺跡21次）

SD-ll完掘状況（西から）………………73

00003調査（文京遺跡21次）

SD-11士層断面…･……･………･…………73

00003調査（文京遺跡21次）

SC-28完掘状況（北から）………………73

00003調査（文京遺跡21次）ＳC－３０．３４、ＳＫ

－３１完掘状況（西から）…………………７３

写真9300003調査（文京遺跡21次）Ⅳ層上半部

および下半部の完掘状況（北西から）…７４

写真9400003調査（文京遺跡21次）Ｉ区南西部Ⅳ層

完掘状況、土層断面（西から）…………７４

写真9500003調査（文京遺跡21次）

ＳK-401.402検出状況（西から）………７４

写真9600003調査（文京遺跡21次）SK-401

（西から）……………………･……･……･…７４

写真9700003調査（文京遺跡21次）SK-407、

ＳＰ-408.409、SX-412検出状況

（南から）……･……･………･………………７４

写真9800003調査（文京遺跡21次）

SX-414検出状況（東から）………………７４

写真9900003調査（文京遺跡21次）

SX-415検出状況（東から）………………７４

写真lOOOOOO5調査（文京遺跡22次）全景

（南から）…………･･………………･………８０

写真lOlOOOO5調査（文京遺跡22次）土層断面

（南から）……………………………………８０

写真１０２００００５調査（文京遺跡22次）西壁土層断面

（南から）･･･…………………………………８１

写真１０３００００５調査（文京遺跡22次）

東壁遺物出土状況（北西から）…･…･･…８１

写真１０４００００６調査ｌトレンチ（南から）…………８３

写真10500006調査４トレンチ（南から）…………８３

写真１０６００００７調査区全景（西から）………………８３

写真１０７００００７調査ｌトレンチ（南から）…………８３

写真１０８００００８調査ｌトレンチ（西から）…………８６

写真１０９００００８調査２トレンチ（西から）・…･…･…８６

写真llOOOOO8調査３トレンチ（北から）…………８６

写真11100008調査４トレンチ（西から）…………8６

表目次

表１埋蔵文化財調査委員会の体制（1999.2000年度）・…………･………………･…………･…･……･………………１

表２１９９９．２０００年度資料利用一覧…………･…………………………･…………………………･………………………８

表300003調査（文京遺跡21次）における埋土の類型と遺構一覧………………………･………･………･…………７１

表４愛媛大学構内における調査一覧（2003年３月現在まで）…………………………………………･…･…･…87-90

Ｖ



１１９９９．２０００年度の埋蔵文化財調査室の事業

ｌ埋蔵文化財調査委員会と発掘調査・整理作業

1999.2000年度には、1998年度後半から総合情報処

理センター新営工事に伴う文京遺跡１８次調査、遺伝子

実験施設新営工事に伴う樽味遺跡５次調査が継続さ

れ、これに加えて、1999年度にはサテライト・ベン

チャー・ビジネス・ラボラトリー建物新営工事に伴う

文京遺跡20次調査、2000年度には理学部構内における

総合研究棟新営Ｉ期工事に伴う文京遺跡21次調査が実

施された。これらは補正予算による建物建設に対応す

る発掘調査で、年度当初の運営計画を大きく変更せざ

るを得なくなっている。そうした1999.2000年度に愛

媛大学埋蔵文化財調査室が実施した事業を報告する。

なお、2001年３月24日に発生した芸予地震では、出

土品を仮収納している統合車庫のシャッターが閉まら

なくなるなどの被害が生じたが、幸なことに出土品や

記録類には被害はなかった。

（１）埋蔵文化財調査委員会

愛媛大学では、埋蔵文化財調査委員会を毎年度開催

し、埋蔵文化財調査室の運営に関わる事項等を審議し

ている。1999.2000年度の埋蔵文化財調査委員会の体

制は、表ｌの通りである。

1999年度には、４月１日付けの規程改正によって、

渡部晴行副学長が埋蔵文化財調査委員長にあたること

となった。埋蔵文化財調査委員会は、７月１４日に開か

れた。前年度の事業報告と新年度の事業報告が説明さ

れ了承されるとともに、前年度に決定された城北団地

内の文京遺跡保存（グリーンゾーン化）の経緯説明が

行われた。渡部委員長からは、グリーンゾーンでは建

物を建てずに、学生・市民の憩いの場とすることが決

まっていることの確認があった。

また、下僚信行埋蔵文化財調査室長からは、文京遺

跡の現段階における評価を周知化するため、手始めと

して法文学部本館北西側の古い遺跡案内板を新たなも

のに設置し直すことへの提案があり、埋蔵文化財調査

室と施設部で協議することとなった。

さらに、建物建設に伴う大規模調査が連年続いてお

り、報告書作成のための整理作業や刊行準備を中断せ

ざるを得ず、その結果として1994年度以降の調査分は

未刊行となっていることが報告された。これに対し

て、渡部委員長から、埋蔵文化財調査室の業務には、

発掘調査だけでなく報告書作成も含まれており、前向

表１埋蔵文化財調査委員会の体制（1999.2000年度）

１１９９９．２０００年度の埋蔵文化財調査室の事業Ｉ

1999年度 2000年度

委員氏名 所属部局 備考 委員氏名 所属部局 備考

長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

員委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

渡部晴行

藤川研策

下僚信行

松原弘宣

向井康雄

川岡勉

小 松 正 幸

前田信治

有井清益

白石雅也

久保庭伊佐男

久保芳庚

野 添 文 男

鋳 物 良 雄

副学長

法文学部長

法文学部教授

(埋蔵文化財調査室長）

法文学部教授

教育学部長

教育学教授

理学部長

医学部長

工学部長

農学部長

事務局長

総務部長

経理部長

施設部長

任
任
任
任
任
任
任
任
任

新
新
再
再
再
新
新
新
新

1999.4.1

1999.4.1

1999．４．１

１９９９．４．１

１９９９．４．１

１９９９．３．１

１９９９．６．１

１９９９．４．１

１９９９．５．１

長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

員委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

小松正幸

藤川研策

下僚信行

松原弘宣

金藤泰伸

川岡勉

真鍋敬

前田信治

清水願

白石雅也

久保庭伊佐男

久保芳麿

野添文男

土居昌弘

副学長

法文学部長

法文学部教授

(埋蔵文化財調査室長）

法文学部教授

教育学部長

教育学教授

理学部長

医学部長

工学部長

農学部長

事務局長

総務部長

経理部長

施設部長

2000.4.1新任

2000.4.1新任

2000.4.1新任

2000.4.1新任

2000.4.1新任
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きに善処することが求められた。

2000年度からは小松正幸副学長が埋蔵文化財調査委

員会委員長にあたることとなった。その2000年度の埋

蔵文化財調査委員会は、７月５日に開催され、1999年

度事業報告と2000年度事業計画の説明が行われ了承さ

れた。

その他、下候埋蔵文化財調査室長から、出土品・発

掘記録類の保管状況について説明があり、現在保管場

所が満杯で資料の置き場所がないことが報告され、収

納場所を確保してもらいたい旨の要望が出された。ま

たず文化財保護法の精神や1997（平成９）年９月に松

山市文化財専門委員会から提出された文京遺跡の保存

の要望書には、発掘調査成果や出土品の公開・活用が

求められており、埋蔵文化財調査室保管の資料を活用

してメディアセンターで展示などを考えるべき旨の提

案が出された。これに対して、小松委員長からは、す

ぐに解決できるものではないが、別途学長とも相談し

ていきたいとされた。

（２）発掘調査（図ｌ～４，表４）

埋蔵文化財調査室が1999年度に実施した発掘調査の

中で、本格全面調査は、

①総合情報処理センター新営工事に伴う文京遺跡１８

次調査

調査期間：1998年１２月１０日～1999年８月２日

調査面積：1,192㎡

②遺伝子実験施設新営工事に伴う樽味遺跡５次調査

調査期間：1999年３月16日～７月21日

調査面積：979㎡

③城北団地外灯改修工事に伴う文京遺跡１９次調査

調査期間：1999年９月７日～９月１３日、１２月１

日～１７日

調査面積：９４㎡

④サテライト・ベンチャー．ビジネス．ラボラトリ

ー建物新営工事に伴う文京遺跡20次調査

調査期間：2000年２月14日～６月20日

調査面積：590㎡

で、①・②は前年度からの継続調査である。また、営

繕工事等に伴う事前試掘・立会調査などの小規模調査

は、計１３件（城北団地７件、樽味団地６件、延調査面

積：130㎡）である。

このように､多くの発掘調査が重なり、これまで行っ

てきた大学構内の遺跡範囲や内容の確認を目指した確

認調査は、1999年度には実施できなかった。

2000年度には、

①サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリ

ー建物新営工事に伴う文京遣跡20次調査

調査期間：2000年２月１４日～６月20日

調査面積：590㎡

②理学部構内における総合研究棟新営Ｉ期工事に伴

う文京遺跡21次調査

調査期間：2001年１月１５日～９月９日

調査面積：1,644㎡

の２件の本格全面調査を実施している。①は1999年度

からの継続調査で、②も調査面積が大きいことから

2001年度までの継続調査となった。この他、営繕工事

等に伴う事前試掘・立会調査の小規模調査としては、

計６件(城北団地４件、山越団地１件､御幸団地１件、

延調査面積：２７㎡）を実施した。また、文京遺跡22次

（調査期間：2001年１月２３．２４日、調査面積：３３㎡）

として確認調査を行った。

（３）整理作業

埋蔵文化財調査室では、埋蔵文化財調査委員会でも

報告された未刊の報告書問題を一歩でも解消するため

に、出土遺物・調査記録の整理作業の中で、出土遺物

の洗浄・分類・選別・復元作業をパート職員を雇用し

て進めている。

1999年度には、工学部校舎新営Ⅲ期工事に伴う文京

遺跡１６次調査の出土遺物の分類・復元作業、水洗土壌

からの微細遺物（炭化米・ガラス玉等）の選別作業を

行った。

2000年度には、工学部校舎新営Ｉ期工事に伴う文京

遺跡'２次調査と、地域共同研究センター新営工事に伴

う文京遺跡13次調査の水洗土壌からの微細遺物の選別

作業を進め、1997年度構内遺跡範囲確認調査である文

京遺跡１７次調査、総合情報処理センター新営工事に伴

う文京遺跡18次調査、附属農業高等学校校舎新営工事

に伴う樽味遺跡４次調査、工学部等総合研究実験棟新

営電気設備工事に伴う文京遺跡１９次調査の出土遺物の

洗浄・注記・分類・復元作業を行った。

（４）発掘調査報告書等の刊行

2000年度に、『愛媛大学埋蔵文化財調査室年報－

１９９５．１９９６年度一』を刊行している｡

（田崎）
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図１１９９９．２０００年度城北団地調査地点位置図（縮尺１/3500）
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図４１９９９．２０００年度御幸団地調査地点位置図（縮尺１/2500）
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２整理体制の強化

2000年１１月５日に判明した旧石器提造事件は、学会

だけではなく、文化財行政の各方面に大きな衝撃を与

えた。この事件に対応して、文化庁からは、愛媛県教

育委員会を通じて、「埋蔵文化財の発掘調査に関する

事務の改善について」（庁保記第236号、2000年１１月１７

日）が通知された。その中では、調査の目的、調査主

体や調査担当者の責任、検証の必要'性などを含めて、

適切な発掘調査を実施するとともに、速やかな正式調

査報告書の刊行が求められている。

ところが、愛媛大学では、建物建設に伴う大規模調

査が連年続き、1994年度以降に実施した調査報告書は

未刊行の状態である。この問題については､すでに１９９９

年度の埋蔵文化財調査委員会でも報告され、パート職

員を雇用して出土遺物の洗浄・分類・選別・復元作業

を可能な限り進め､小規模調査成果の報告書である｢愛

媛大学構内遺跡調査集報』（1997年度に第１集を刊

行）で、正式調査報告書刊行までの繋ぎとして全面調

査の概要報告を行うこととしてきた。

しかし、調査報告書を刊行するための遺物実測や写

真撮影・原稿執筆・割付作業は、調査員が連年続く発

掘調査に対応せざるをえず、大幅に遅れている。これ

をどのように解決していくかについて、埋蔵文化財調

査室は2001年ｌ～２月中旬に施設部との協議を重ね、

２月１９日に埋蔵文化財調査委員会委員長の小松副学長

に以下の提案を行った。

①これまで刊行した『集報』に替えて、『愛媛大学

埋蔵文化財調査室年報』を年度ごとに刊行し､大規

模調査の概要報告と小規模調査の正式報告を行う。

②累積した実測・製図作業を進行させるため、パー

ト職員を採用し、発掘調査担当の調査員とともに

実測作業を進め、速やかな報告書刊行を目指す。

③調査順序にとらわれず、遺物量の少ない調査から

実測作業を進め、正式報告書を順次刊行する。

以上の提案は了承され､その実施を進めることで､2002

年度に附属農業高等学校校舎建設に伴う樽味遺跡４次

調査、遺伝子実験施設新設に伴う樽味遺跡５次調査、

2003年度に地域共同研究センター新設工事に伴う文京

遺跡13次調査の正式報告書を刊行する見通しが得られ

ることとなった。（田崎）

３出土品・調査記録類の活用状況

埋蔵文化財調査室では、発掘調査とともに、出土品

や調査記録類の利活用を積極的に進めている。1999.

2000年度の利活用状況は以下の通りである。

（１）普及活動

普及活動としては、毎年４月に埋蔵文化財広報パン

フレットの新入学生への配布、『愛媛大学報』への記

事掲載、発掘調査に際しての現地説明会の開催などを

行っている。

『愛媛大学報』では、2000年３～７月発行のNQ438.

440～442に、文京遺跡20次調査の速報を「埋蔵文化財

調査室だより」として掲載した。

1999年５月１５日には、文京遺跡１８次調査の現地説明

会を開催し、150名もの見学者が訪れた。また、２０００

年６月１０日には文京遺跡20次調査の現地説明会を実施

した。当日はあいにくの雨天で、見学者は50名ほどと

少なかったが、見学者からは文京遺跡に関して多くの

質問・意見がよせられた（写真ｌ左)。

さらに、2001年１月に着手した文京遺跡21次調査で

は、現地説明会に加えて、小学生対象の遺跡見学と体

験発掘を実施した｡さらに､参加した児童の感想文や、

遺跡調査に対する質問への回答などをとりまとめて、

『文京遺跡体験発掘の思い出』の感想文集を作成

し、児童と学内に配布した。こうした試みは、埋蔵文

化財調査室では初めてで、いろいろ反省点もあるが、

小学生児童に地域の文化や歴史に興味をもってもらう

ためにはよい機会であったと考える。

（２）文京遣跡解説表示板の設置

1999年度の埋蔵文化財調査委員会で提案された新た

な文京遺跡解説表示板については、法文学部・施設部

などの関係部局と協議し、法文学部本館西側に遺跡解

説表示板を設置することとなった。

文京遺跡に対しては、シンポジウム等、一連の広報



活動を通じて、周知度はかなり高まってきている。文

京遺跡現地の見学希望などの声も多い。しかし、現状

では、遺跡周知の役割を果たしているのは、工学部２

号館北側に文京遺跡１次調査を記念して建てられた標

柱と、法文学部本館建物北西側に設置された出土遺構

に関する解説板にすぎない。

１次調査の標柱は記念碑的なものとしても、法文学

部南側の解説板は、設置から15年以上を経過し、解説

文の読み取りすら困難な状況にある。しかも、文京遺

跡自体の調査が大幅に進み、解説板の内容自体が既に

時代遅れとなってしまっている。たとえば、発掘当時

は方形周溝墓と理解された周溝遺構は、埋葬主体がな

いことや、集落内での位置、そして他の遺跡での類例

から、現在では墓とは考えられない。こうした解説内

容では、学内外に誤解を生じさせることにもなりかね

ない。加えて、現在設置されている場所は、決して目

立つ場所とは言えない。

そこで、今後のグリーンゾーン地区の整備も見据え

て、法文学部本館西側に陶板焼き付けの遺跡解説表示

板を設置し、文京遺跡の全体像および評価を解説・紹

介することとした。2000年５月29日、この遺跡解説表

示板は完成し、鮎川学長ほか多くの参加者を得て、除

幕式が開かれた（写真ｌ右)。

１１９９９．２０００年度の埋蔵文化財調査室の事業

（３）発掘調査記録。出土品の利活用

埋蔵文化財調査室に蓄積されてきた発掘記録・出土

品の利活用は、これまで以上に幅広いものとなってき

ている。学内における授業での活用、学内外の学部生

や大学院生の卒業論文や修士論文を作成するための資

料調査だけではなく、大学主催のシンポジウム、学部

開催の国際交流に際した遺物展示会、大学生協活動で

の利用が進められている。また、学外の考古学研究者

や考古学愛好家の資料収集、カルチャースクールから

の遺跡見学の要望などもある（表２)。とくに、１９９９

年９月28日～１１月１２日には松山市考古館、2000年４月

１０日～６月１９日には滋賀県立安土城考古博物館の特別

展開催のため、文京遺跡で出土した弥生土器・石器・

鉄器・分銅形土製品・中国鏡・ガラス津や発掘時の写

真などの貸出を行った。

このような資料調査・借用の依頼には、その都度、

記録類収納棚から記録類を検索し、収納施設から出土

品を搬出して対応している。しかし、今後、さらに資

料調査依頼が増えると思われる。幅広い要望や依頼に

十分対応するためには、記録類については整理がほぼ

でき、ある程度の検索が可能な状態にあるが、出土遺

物については収納施設の確保が是非とも必要である。

（吉田・田崎）

写真１文京遺跡20次調査現地説明会。文京遺跡解説表示板

７



表２１９９９．２０００年度資料利用一覧

８

月日 利 用 者 目的 利用資料 内容

１
９
９
９
年

４月27日

６月21日

８月２日

９月１３日

８月28日

10月２１．２２日

１０月23日

１０月23日

１０月23日

１０月23日

10月23日

１０月23日

10月23日

１０月23日

㈱愛媛県埋蔵文化財調査センタ

－職員（１名）

奈良女子大学学生（１名）

大阪大学文学部大学院生（１名）

愛媛大学総務課研究協力係

松山市考古館学芸員（１名）

大阪大学文学部大学院生（１名）

香川県埋蔵文化財調査センター

職員（３名）

茨木市教育委員会職員（１名）

寝屋川市教育委員会職員（１名）

堺市立博物館学芸員（１名）

八尾市遺跡調査会職員（１名）

大阪府教育委員会職員（１名）

島根県教育委員会職員（１名）

京都大学文学部大学院生（１名）

道後地区遺跡発掘調査のための

関連資料調査

個人研究の資料調査

修士論文作成のための資料調査

ポスター作成

特別展開催のための資料調査

個人研究の資料調査

個人研究の資料調査

個人研究の資料調査

個人研究の資料調査

個人研究の資料調査

個人研究の資料調査

個人研究の資料調査

個人研究の資料調査

修士論文作成のための資料調査

文京遺跡出土の中世遺物

文京遺跡出土の石器

文京遺跡16次調査フイルム

文京遺跡出土の弥生土器

文京遺跡出土の石器・弥生

土器

文京遺跡出土の石器・弥生

土器

文京遺跡出土の弥生土器

文京遺跡出土の弥生土器

文京遺跡出土の弥生土器

文京遺跡出土の石器

文京遺跡出土の弥生土器

文京遺跡出土の弥生土器

資料検索

熟覧

熟覧

借用

資料検索

熟覧・写真撮影

熟覧

熟覧

覧
覧
覧
覧
覧
覧

熟
熟
熟
熟
熟
熟

２
０
０
０
年

１月１３日

２月２日

２月５日

３月１８日

３月28日

３月30日

６月13日

６月22日

６月22日

７月６日

７月１４日

８月７日

８月１８日

９月１９日

１０月３日

１０月１１日

１０月１３日

10月20日

１１月１５日

11月24日

11月26日

11月27日

12月１日

１２月13日

１２月１４～22日

滋賀県立安土城考古博物館学芸

員（２名）

滋賀県立安土城考古博物館

愛媛大学法文学部教官（１名）

奈良大学文化財学科教官・学生

(19名）

大阪大学文学部大学院生（１名）

愛媛大学総合情報処理センター

愛媛大学法文学部教官（１名）

愛媛大学教育学部学生（２名）

松山市在住個人（１名）

愛媛大学法文学部学生（１名）

愛媛大学法文学部学生（１名）

愛媛大学法文学部学生（１名）

㈱ジャパン通信情報センター

愛媛大学生協学生委員会(２名）

愛媛大学法文学部学生（１名）

愛媛大学法文学部学生（１名）

明治大学工学部教官（１名）

愛知県在住個人（１名）

愛媛大学法文学部学生（１名）

愛媛大学法文学部学生（１名）

愛媛大学法文学部教官（１名）

愛媛大学法文学部大学院生(１名）

愛媛大学法文学部学生（１名）

愛媛大学法文学部学生（１名）

愛媛大学法文学部教官（１名）

特別展開催のための資料調査

特別展図録作成

研究会発表資料作成

研修会

修士論文作成のための資料調査

資料作成

出版物への掲載

授業発表のための資料調査

ホームページ作成

卒業論文作成のための資料調査

卒業論文作成のための資料調査

卒業論文作成のための資料調査

出版物への掲載

出版物掲載のための資料調査

卒業論文作成のための資料調査

卒業論文作成のための資料調査

研究のための資料調査

個人研究のための資料調査

卒業論文作成のための資料調査

卒業論文作成のための資料調査

講演資料作成

修士論文作成のための資料調査

卒業論文作成のための資料調査

卒業論文作成のための資料調査

法文学部での遺物展示のため

文京遺跡１２～16次調査フイ

ルム

文京遺跡１２～16次調査ブイ

ルム

文京遺跡出土の石器・弥生

土器・鏡・石製指輪ほか

文京遺跡出土の片刃石斧

文京遺跡１８次調査写真

文京遺跡調査写真フイルム

文京遺跡写真フイルム

文京遺跡出土弥生土器

文京遺跡出土石斧

文京遺跡出土石斧

文京遺跡１７次調査現地説明

会資料・写真

文京遺跡出土弥生土器

文京遺跡３次調査出土弥生

土器

文京遺跡出土ヤリガンナ

文京遺跡１４．１６次調査弥生

土器

文京遺跡１１次調査出土縄文

土器

文京遺跡写真フイルム

文京遺跡14次調査出土鉄器

文京遺跡出土石鎌

文京遺跡出土石器

文京遺跡出土の弥生土器．

石器・鉄器

資料検索

借用

借用

見学

実測・写真撮影

借用

借用

資料検索

借用

実測

実測・写真撮影

実測・写真撮影

資料提供

資料検索

実測

実測

熟覧・写真撮影

資料検索

実測

実測

借用

実測

実測

実測・写真撮影

借用

２
０
０
１
年

１月９日

１月24日

２月１日

２月２～６日

３月30日

愛媛大学法文学部学生（１名）

(助愛媛県埋蔵文化財調査センタ

一職員（１名）

愛媛大学法文学部学生（１名）

愛媛大学法文学部教官（１名）

大阪大学文学部大学院生（１名）

卒業論文作成のための資料調査

道後地区遺跡発掘調査のための

関連資料調査

学期末レポート作成の資料調査

法文学部での遺物展示のため

個人研究のための資料調査

文京遺跡出土鉄雛

文京遺跡10次調査出土弥生

土偶

文京遺跡出土中世土器

文京遺跡出土の弥生土器．

石器等

文京遺跡出土の弥生土器

実測・借用

熟覧

実測

借用

熟覧・写真撮影
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99901工学部等総合研究実験棟新営電気設備工事に伴う調査（１期）
（文京遺跡１９次調査Ｉ区）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依 頼文書

松山市文京町３番

城北団地（図ｌ）

31㎡

1999年９月７日～９月１３日

全面調査

吉田広

宮崎直栄

施設部長発事務連絡

(平成１１年８月５日付）

１調査にいたる経緯

工学部等総合研究実験棟新営に伴って、電気設備工

事が行われることになった。具体的には、老朽化した

城北キャンパス内の電灯設備の更新である。既往の調

査成果から、基礎が深く設置される電灯部分と、一部

地表下浅くで遺跡に達する管路部分について、事前に

調査を実施することとした。なお、工程の都合上、工

期を２期に分かち、これに対応して埋蔵文化財調査も

２期に分けて行い、１期工事に伴う調査分をＩ区、２

期分をⅡ区とした。ここでは、Ｉ区について調査概要

を報告する。また、調査時には、Ｉ区の調査を１９Ａ次

としていたが、今回の報告以降、１９次調査Ｉ区する。

２調査の概要

１期工事においては、当初８基の電灯基礎部分を調

査対象としていた。しかし、これらの調査結果から、

一部管路についても、埋蔵文化財に影響があると判断

されたので、急遼これらを調査対象に加えることとし

た。都合１０ヶ所の調査を行い、南側からトレンチ番号

を付した。

（１）層位と遺構

［１トレンチ］（図５，写真２）

城北キャンパス正門南側の電灯設置のため、東側囲

障と守衛室の間に設定されたトレンチである。地表下

35cmで近世･近代の耕作士であるⅡ層があらわれ､70cｍ

まで続く。その下に厚さ１５cmほどの黒褐色粘質土が堆

積する。遺物包含層のⅢ層であるが、この地点では、

粘性がやや強く、色調も濃い。遺物はほとんど含まな

い。以下は、にぶい黄褐色粘質土のⅣ層となる。

［２トレンチ］（図５、写真３）

正門北側の電灯設置のため、自動二輪車駐車場の囲

障内壁に沿って設定されたトレンチである。アスファ

ルト舗装された地表から30cmほどが表土で、以下、小

石を多く含む灰黄褐色砂質士（①層）と、灰黄褐色砂

質土とにぶい黄褐色砂質土とが混じりあう士層（②

層）が地表下80cmまで続く。この堆積物は、１５次調査

ｌトレンチで確認したSR-01の埋土と共通する。自然

流路が今次調査の２トレンチ付近までのびていること

になる。なお、下層は、Ⅲ層の２次的堆積とみられる

暗褐色ないし黒褐色の粘質士（③～⑤層）を挟んで、

地表下約100cm以下はきめ細かな灰黄褐色砂層(⑥層）

となる。

［３トレンチ］（図５、写真４）

記念講堂南西角付近に設定したトレンチである。地

表下35cmほどでⅡ層となり、厚さ40cmほど堆積する。

以下、Ⅲ層が30cmほど堆積して、地表下１１０cmでⅣ層

となる。Ⅲ層は、小石を含まず粘性は強いが、パサパ

サ感がある。遺物はほとんど出士していない。

［４トレンチ］（図５、写真５）

記念講堂北西角付近のトレンチである。地表下30ｃｍ

でⅡ層があらわれ、７０cmでⅢ層となる。Ⅲ層は薄い黒

褐色粘質土で、遺物はそれほど多く出土していない。

地表下約80cm以下はⅣ層となる。

［５トレンチ］（図６、写真６）

記念講堂北・課外活動第２共用施設南の、自動二輪

車駐車場やや北東よりで、既往の電灯を撤去した地点

のトレンチである。地表下58cmでⅡ層があらわれ、１１５

cmまで続く。以下は、径ｌ～５cmの角のとれた篠をご

く少量含む灰黄褐色砂層（①層）が掘削深度の140ｃｍ

まで続く。この堆積物は、１５次調査の２トレンチのSＲ
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Ｉ：表土

Ⅱ－１：灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。径１～

５ｍの砂喋が多く混じる。

Ⅱ－２：灰黄褐色（10YR4/2）砂質土。

Ⅱ－３：にぶい黄褐色（lOYR5/3）砂質土。Ⅱ

－２層よりやや黄色みを帯びるⅡ－２層

の床土層。

Ⅲ：黒褐色（lOYR3/2）粘質士。

Ｉ

99901調査

４ ト レ ン

図５

１０

ヒョー一

９２

”
Ⅱ
川
川
川
Ｊ

レンチ ､００ｍ

２トレンチ

●>‘

Ⅱ一

Ⅳ

Ｉ：表土

Ⅱ－１：灰黄褐色（lOYR4/2）砂質士。灰色み

が強い。

Ⅱ－２：にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質士。上

下層が混じりあう。

Ⅱ－３：にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。径

２～５ｍの砂喋が多く混じる。茶色み

が強い。

Ⅱ－４：にぶい黄褐色（lOYR4/3）粘質土。径

３～５mmの砂喋が多く混じる。上下層

が混じり合い、粘‘性がややある。

Ⅲ：黒褐色(lOYR3/2)粘質土。粘性は強いが、

シルト質で、砂粒は含まない。パサパサ

感がある。

[３トレンチ］

ロ

大学正門

[．

29.00ｍ

Ⅳ

Ｉ：表土

自然流路埋土

①：灰黄褐色（lOYR4/2）砂質士。径５mmの

角ばった際が多く混じる。土器片出土。

②：灰黄褐色（l0YR4/2）砂質土とにぶい黄

褐色（lOYR4/3）砂質土が混じりあう。

径２～４ｍの砂喋が多く混じる。

③：暗褐色（lOYR3/3）粘質士。径１～２ｍｍ

の砂喋が多く混じる。

④：黒褐色（10YR3/2）粘質土。径ｌ～３ｍｍ

の砂牒が多く混じる。

⑤：黒褐色(lOYR3/2)粘質土。きめ細かく、

砂粒をあまり含まない。

⑥：灰黄褐色（lOYR4/2）砂層。きめ細かい

砂層。

３卜

Ｉ [２トレンチ］

Ｌ

(文京遺跡19次Ｉ区）１～４トレンチ位置図、±層柱状図（縮尺１／400,1／40）

1０

③
④手

一
一
一
⑤

29.

Ｉ

Ｉ

Ⅱ一

ﾆｼ゙ﾉ
Ｉ：表土

Ⅱ－１：灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。３～５

ｍ大の砂粒を多く含む。パサパサ感が

ある。

Ⅱ－２：暗褐色（7.5YR3/4）砂質土。砂っぽ

く、鉄・マンガンが沈着。

Ⅱ－３：にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土。や

や粘性がある。

Ⅱ－４：暗褐色（lOYR3/3）粘質土。ｌ～３ｍ

大の砂粒を少量含む。粘性がやや強

い。

Ⅲ：黒褐色（lOYR3/2）粘質土。砂粒をほとん

ど含まず、粘性が強い。

Ⅳ：にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質士。砂粒を

含まず、シルト質が強く、粘性ややあり。

[１トレンチ］

０

□

：

００ｍ

ﾄ辛妄

●､
１トレンチ

１１

/１－」

ハ守衛室
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写真299901調査（文京遺跡19次Ｉ区）１トレンチ写真399901調査（文京遺跡19次Ｉ区）２トレンチ
（南から）（西から）

写真499901調査（文京遺跡19次Ｉ区）３トレンチ写真599901調査（文京遺跡19次Ｉ区）４トレンチ
（南から） （南から）

零 '拳溝｡輪・蔦識蕊

蕊

写真699901調査（文京遺跡19次Ｉ区）５トレンチ写真799901調査（文京遺跡19次Ｉ区）６トレンチ
（西から）（ 南から）



1２

[６トレンチ北壁］ [５トレンチ東壁］

０ １ ｍ
一一

Ｉ：表土

Ⅱ－１：灰黄褐色（10YR6/2）砂質士。径２～

５ｍの砂喋が多く混じり、２cm大の小

円篠を少量含む。

Ⅱ－２：にぶい黄燈色（lOYR6/4）砂質土。径

２～５ｍの角ばった小喋が多く混じ

る。

Ⅱ－３：にぶい黄褐色(l0YR5/4)砂質士。鉄・

マンガンの沈着。Ⅱ－２層の床土層。

Ⅱ－４：にぶい黄褐色（lOYR5/3）砂質士。径

２～５ｍの砂喋を多く含む。

Ⅱ－５：にぶい黄褐色（10YR5/3）砂質士。灰

色みを帯びたⅡ－４層に対し、やや茶

色みを帯びる。

Ⅱ－６：灰黄褐色（l0YR6/2）砂質土。径２～

６ｍの砂喋が多く混じる。

Ⅱ－７：にぶい黄褐色（lOYR5/4）砂質土と赤

褐色（5YR4/8）シルトが混じりあう。

Ⅳ－１：にぶい黄褐色（lOYR5/4）シルト。

Ⅳ－２：にぶい黄褐色（lOYR5/4）砂層。

Ｉ：表土

Ⅱ－１：灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。径２～５ｍの砂喋を多く含む。

Ⅱ－２：灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土とにぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土が

混じり、Ⅱ－１層より黄色みが強い｡鉄･マンガン沈着。

Ⅱ－３：灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。径２～３ｍの砂喋を多く含む。

Ⅱ－４：褐色（lOYR4/4）砂質土。Ⅱ－３層の鉄・マンガンの沈着層。

Ⅱ－５：灰黄褐色(lOYR4/2)砂質土。径２～５ｍの砂喋をかなり多く含む。

Ⅱ－６：褐色（l0YR4/4）砂質土。Ⅱ－５層の鉄・マンガンの沈着層。

①：灰黄褐色（lOYR5/2）砂層。径１～５cmの角のとれた篠をごく少量含

む。

②：黒褐色（lOYR3/2）粘質土。径２～３ｍの砂喋を多く含む。

③：暗褐色（lOYR3/3）粘質土。ＳＲ－ｌ－２層より砂喋は少ない。

（

29.00 ００

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

②

③

混じる褐色砂質シルトのⅣ層が掘削深度の120cmまで

続く。なお、このトレンチの撹乱土層から、弥生時代

後期中葉の複合口縁壷の破片が出土している（図９－

７)。

［８トレンチ］（図７、写真９）

学生部前東側に設置される電灯基礎に伴うトレンチ

である。７トレンチの状況とは異なり、Ⅲ層はみられ

ず、道路舗装面から35cm以下は、砂層・砂喋層からな

る流路内堆積があらわれた（①～⑥層)。

［９トレンチ］（図７，写真１０．１１）

７．８トレンチの状況から、周辺では比較的浅い位

置で遺物包含層であるⅢ層に達する可能性が考えら

れ、一方で７．８トレンチでみられた状況との違いか

ら、その範囲を想定しかねた。

そこで、電線埋設による埋蔵文化財への影響がわず

かながらでも想定される区間についても、調査を実施

することとした。９トレンチは７－８トレンチ間の管

-07にあたる。なお、①層の一部下層には、黒褐色～

暗褐色粘質土の堆積が部分的に認められる（②．③

層)。いずれも北に向かって落ち込んでおり、流路南

岸近くの溜まりの堆積であると考えられる。

［６トレンチ］（図６，写真７）

課外活動第２共用施設南西角付近に設定されたトレ

ンチである。地表下約40cm以下、140cmまでⅡ層で、

下半は小石を多く含みしまりが非常に強い。以下、Ⅳ

層となる。Ⅱ層は数枚の水田層の堆積からなるが、そ

れぞれの時期に関しては不明である。

［７トレンチ］（図７，写真８）

学生部前の交差点北東角に設置される電灯基礎に伴

うトレンチである。トレンチの大半は、既設管路など

によって掘削深度まで撹乱がおよんでいたが、南端部

分では、道路舗装面から45cmの深さでⅢ層を確認でき

た。Ⅲ層は黒褐色砂質土で、径２～３cmの篠を少量含

む。以下80cmの深さまで続く。下層はやや多く砂篠が

！

図699901調査（文京遺跡19次Ｉ区）５．６トレンチ位置図、土層断面図（縮尺１／400,1／40）



[７トレンチ東壁］ [７トレンチ］

Ｉ：表土

Ⅲ：黒褐色（lOYR3/2)砂質土。径0.5mmの砂喋が多く混じる。

少量の径２～３cmの篠を含む。土器片出土。

Ⅳ：褐色（lOYR4/4）砂質シルト。径３～５ｍの砂篠がまばら

に混じる。

[８トレンチ］

Ｉ：表土。

①：黒褐色（lOYR3/2）砂層。径３～５cmの角のとれた篠をや
や多く含む。

②：灰黄褐色（lOYR4/2）砂層。やや粗い砂粒を多く含む。径

１cmの角のとれた操を少量含む。

③：灰黄褐色（l0YR4/2）砂層。ＳＲ－２の②層とほとんど同質
で、砂粒はやや細かい。

[１０トレンチ］

Ｉ：表土

Ⅱ－１：にぶい黄褐色（lOYR4/3）

砂質士。径３～５ｍの篠が

多く混じる。サラサラして

きめ細かい。

Ⅱ－２：にぶい黄褐色（l0YR5/3）

砂質士。砂喋はやや少な

く、きめ細かい。

Ⅱ－３：にぶい黄褐色（lOYR5/4）

砂質シルト。径３～５mmの

砂喋が少量混じる。

Ⅱ－４：Ⅱ．Ⅲ層が混合。

Ⅱ－５：にぶい黄褐色（l0YR5/3）

砂質士。砂篠を多く含み、

しまりあり。

Ⅲ－１：黒褐色(lOYR2/2)砂質士。

径２～５cmの角のとれた円

喋が多く混じる。やや粘性

あり。遺物出土。

Ⅲ－２：黒褐色(l0YR3/2)砂質士。

径１cmの角ばった炭化物片

や土器片が少量出土。

Ⅲ－３：暗褐色(lOYR3/3)砂質土。

径２～５mmの砂喋が多く混

じる。
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釘
⑥

）１ｍ

上戸戸用一一ヨ
④：にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂層。砂粒はやや粗いが、目立っ

た篠は含まない。

⑤：にぶい黄褐色（10YR4/3）砂牒層。径２～６cmの角のとれ

た際からなる。

⑥：褐色(10YR4/4)砂層。篠のほとんど見られない細かい砂層。

学生部
一一一一一

醒
帯
緋
紅

１０トレ

ンチ
[９トレンチ］

Ｉ：表土

Ⅲ：黒褐色（l0YR3/2）砂質土。径５

ｍｍの砂牒や、径５～10cmの角のと

れた円喋がごく少量混じる。Ｃ区

西端では径ｌ～２cmの蝶を多く含

み、遺物が集中して出土。

①：黒褐色（lOYR3/2）砂層。②層に

比べて、篠が少ない。

②：黒褐色（lOYR3/2）砂層。径ｌ～

２cmの篠をやや多く含む。

③：黒褐色（lOYR2/2）砂（質土)。

④：黒褐色（l0YR2/2）砂質士。８ト

レンチ①層に対応。

Ｂ区

７トレ
９トレンチ

チ

〆
８トレンチ

④

壷=琶塵選趣
Ｂ区

一
躯Ｃ区

A区

[１０トレンチＤ区］
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Ⅱ

Ｉ

トー--一

図799901調査（文京遺跡19次Ｉ区）７～１０トレンチ位置図、土層断面・柱状図

（縮尺１／400,1／100,1／40）
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写真899901調査（文京遺跡19次Ｉ区）

７トレンチ（西から）

写真1099901調査（文京遺跡19次Ｉ区）

９トレンチＡ区（西から）

写真1299901調査（文京遺跡19次Ｉ区）

１０トレンチＡ区北半部（南から）

写真999901調査（文京遺跡19次Ｉ区）

８トレンチ（南西から）

写真1199901調査（文京遺跡19次Ｉ区）

９トレンチＢ区（北東から）

写真1399901調査（文京遺跡19次Ｉ区）

１０トレンチＤ区（南西から）

■



路掘削部分で、縁石を残したままの工事のため、４区

画に分断され、西から東へとＡ～Ｄ区とした。

まず、Ａ区では、地表下50cmの掘削深度内では、Ⅲ

層に達していない。

道路舗装部分のＢ区では、計画された堀削深度も深

く、舗装面から約45cmでⅢ層に達し、地表下80cmまで

続くＯこの下層は、黒褐色砂層である。図８－２はＢ

区Ⅲ層出土である。

Ｃ区でも、やはり同様の深さで遺物包含層であるⅢ

層があらわれた。若干B区よりも厚さを減じるが、３０

cm以上の堆積をもち、Ｃ区西半においては、小石・操

に混じって多くの土器片が集中して出土した。図８－

１．５．８～１１．１３．１４，図９－１～６．８．９がＣ

区Ⅲ層出土である。

このようなⅢ層の堆積は、７トレンチから東に約１８

ｍほどにおよび、そこから東側は、８トレンチで検出

した流路内堆積層へと転換していく（C区東端．Ｄ

区)。なお、その土層の変化は必ずしも明瞭ではない。

むしろ包含層としたⅢ層自体が、包含層形成後の水流

によって若干の移動を伴っている可能性が高い。

［１０トレンチ］（図７，写真１２．１３）

７－８トレンチ間の東西方向の９トレンチに対し、

７トレンチを南北に貫く管路部分を１０トレンチとし

た。９トレンチ同様､縁石を残したままの工事のため、

南からＡ～Ｄ区の４区画に分けて調査を行った。

まず、７トレンチ以南のＡ区においても、道路舗装

面下30cmでⅢ層があらわれ、掘削深度の60cmまで続

く。しかし、Ⅲ層が広がる範囲は、東西道路の北側１

，幅のみで、道路中央部は既設管路によって撹乱され

ていた。撹乱部の幅は３ｍで、それ以南においては、

掘削深度内でⅢ層はみられない。

Ｂ区では、地表下40cmでⅢ層があらわれ、比較的多

くの遺物が出土した。ただし、工事に伴う掘削深度で

ある地表下55cmまでの掘り下げにとどめている。図８

－３．６が撹乱士層、図８－４．７．１２、図９－１０がⅢ

層から出土した。

Ｃ区では、地表下40cmでⅡ層とⅢ層の混合層があら

われるが、純粋なⅢ層は掘削深度内では検出されてい

ない。撹乱土層から結晶片岩製石器２点（図１０－１．

２）が出土している。

学生部建物西側のＤ区では、Ⅱ層を挟んで、Ⅲ層の

検出面が地表下50cmと深くなる。したがって、これよ

り以北については、管路掘削にあたって包含層に影響

Ⅱ1999年度の調査１５

のないことを確認した。

（２）出土遺物（図８～lO）

ｌ～６．８トレンチでは図化できるような遺物はみ

られず、７．９．１０トレンチにおいて比較的大形の土

器片が出土した。その中でも、９トレンチＣ区西半の

Ⅲ層では、まとまった出土状況をみせる。

図示した遺物は、図８－１４を除いていずれも弥生土

器である。壷は図９－１～１０と図８－１．広口壷（図

９－１）と複合口縁壷（図９－２～７）が出土してい

る。複合口縁壷は、一次口縁部径が20cm前後のもの(図

９－２～６）と、３０cmをこえる大型品（図９－７）が

みられる。図９－８～10は底部片。図８－１は口縁部

片で、頚部が直立し、口縁が短く外反する後期初頭の

壷である。混入品と判断した。

妻は図８－２～８．図８－２．３は口縁部片である。

図８－２は口縁端部に刻目を施す前期の莞で、混入品

である。図８－３は口縁屈曲部から強く外傾する。図

８－４．５は口縁屈曲部から胴部上半部の破片であ

る。図８－４の胴部外面にはタタキが施される。図８

－６～８は底部片で図８－６．７は平底、図８－８は丸

みをもった平底を呈する。図８－７は外面にタタキを

施す。

図８－９は鉢。わずかに上げ底の底部片で、胴部が

強く開く形状から、鉢の底部と判断した。図８－１０は

高杯脚上部片であり、裾部へ向かい緩やかに開く。図

８－１１～13は支脚。低く中実の図８－１１と、中空円筒

形の図８－１２．１３の２種がみられる。１３は端部を下方

につまみ出す。

図８－１４は近世の施粕陶器である。蓋破片であり、

外面には緑紬が施される。

以上の出土遺物は、若干の混入品が含まれるもの

の、弥生時代後期を中心としている。図８－７のタタ

キを施す底部や図８－８の丸みのある平底の婆底部か

ら判断して、弥生時代後期、後葉～終末、梅木謙一編

年の弥生後期Ｖ－３～４期に位置付けられる。

３調査のまとめと問題点

今回の調査は、狭い範囲のトレンチながら、１５次調

査１～３トレンチで把握していた城北団地東縁部の状

況について､さらに詳細を明らかにできた。とりわけ、

中世においては水田に利用されている１８次調査区から

１７次調査４トレンチで検出きれた東西方向の谷状の窪

地について、団地東端部での広がりを確認できた。す
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図999901調査（文京遺跡19次Ｉ区）出土遺物

実測図２（縮尺１／４）
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なわち、東西に並ぶ７－９－８トレンチがほぼこの流

路の北岸に相当し、一部周辺の包含層（Ⅲ層）も、そ

の影響を被っているようである。しかし、流路北側の

微高地上には、弥生時代後期中葉の居住域の広がりを

出土遺物から想定される。１５次調査３トレンチのSC－

０３．０４などは、その候補であろう。そして、この自然

流路の南岸は、今回の６トレンチ付近までおよび、６

トレンチのⅡ層の内一部は、中世段階まで棚る水田層

である可能性が高い。５トレンチで検出された流路内

堆積も、この低地部南縁に平行して走る流路群の可能

性が高い。したがって、学生部事務局・課外活動第２

共用施設周辺では、南北幅50ｍほどの谷状にのびる低

地部を復元できる。
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図1099901調査（文京遺跡19次Ｉ区）出土遺物

実測図３（縮尺１／２）
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さて、今回の調査にあたって、当初埋蔵文化財調査

室に提示された設置計画図と、工事発注後に作成され

た施工図との間に相違が生じていた。そのため、調査

当初、少なからぬ行き違いが生じ、調査の進行上に支

Ⅱ1999年度の調査〃

障をきたす結果を招いた。工事の過程で、現状に即し

た施工の変更はやむを得ないが、変更が生じた際の施

設部と埋蔵文化財調査室の速やかな連絡体制の強化が

必要である。（吉田・山村）

99902工学部等総合研究実験棟新営電気設備工事に伴う調査（２期）
（文京遺跡19次調査Ⅱ区）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地（図ｌ）

43㎡

平成１１年12月１日～12月１７日

全面調査

田崎博之・三吉秀充

施設課長発事務連絡

(平成11年８月５日付）

１調査にいたる経緯

工学部等総合研究実験棟新営に伴う電気設備工事に

よる２期目の発掘調査である。調査時には、l9B次と

していたが、今回の報告から19次調査Ⅱ区とする。

外灯基礎部分１７ケ所、電線管路埋設部分１ケ所で発

掘調査を行った。調査地点には、団地南側からｌ～１７

のトレンチ名を、法文学部本館北の電線管路埋設部分

は１－２－３間トレンチの名称を与えている。

２調査の記録

［１トレンチ］（図１１．１２、写真16）

法文学部本館北側に位置する外灯基礎部分である。

地表下55cmまでＩ層が続いた後、Ⅲ層があらわれた。

Ⅲ層上面では、ＳＣ－ｌと柱穴のＳＰ－２が確認できた。

ＳＣ－ｌは、北東一南西にほぼ直線的にのびる落ち込

みラインをもち、竪穴式住居跡と考えた。埋土は、暗

褐色砂質シルトで、丸い明黄褐色砂質土塊が少量混じ

る。砂喋をほとんど含まない。ＳＰ－２はＳＣ－ｌに切ら

れる小穴である。埋土は、暗褐色砂質土で、丸い明黄

褐色砂質土塊を少量含み、径ｌ～２ｍの砂粒が混じ

る。Ⅲ層下のⅣ層は、Ⅳ－１～Ⅳ－４層に分層できる。

Ⅳ－１層は、暗褐色砂質シルトで、砂喋がごく少量混

じる。Ⅳ－２層は、明黄褐色砂質土。Ⅳ－３層は、灰

白色砂喋層で、主に径２～３ｍ前後の襟からなる。Ⅳ

－４層は、灰白色砂喋層で、径１～２ｍの砂粒が主体

である。地表下1.3ｍで親指先大～拳大の円篠からな

るＶ層を確認した。

出土遺物には、当初Ⅲ層として掘り下げたＳＣ－ｌ上

面にあたる部分から、上げ底の尭底部片が出土。ＳＣ－

ｌ埋土中からは、脚台状に厚い底をもつミニチュアの

鉢が出土している（図１２－１～３)。いずれも弥生中

期中葉～後期初頭に位置付けられる土器である。これ

らの遺物から、ＳＣ－ｌおよびＳＰ－２は当該期に位置付

けられる。

［２トレンチ］（図１１、写真１７）

法文学部本館北側、ｌトレンチの東に位置する外灯

基礎部分である。地表下約70cmでⅣ層があらわれ、Ⅱ

層．Ⅲ層はみられない。南側に設定された１－２－３

間トレンチでは、地表下約40cmでⅢ層が確認されてい

ることから、建物建設などで削平されていると考えら

れる。Ⅳ層は、径ｌ～２ｍの砂粒が多く混じる灰白色

砂質士で、小指先大～親指先大の円喋を含む。遺物は

出土していない。

［３トレンチ］（図１１、写真18）

法文学部本館北側、２トレンチ東の外灯基礎部分で

ある。地表下80cmでⅣ層があらわれた。Ⅱ層．Ⅲ層は

みられない。２トレンチ同様、撹乱により削平きれた

ものと考えられる。Ⅳ層は、Ⅳ－１～Ⅳ－３層に分層

できる。Ⅳ－１層は、明黄褐色砂質士で、径１ｍ前後

の砂粒が混じる。Ⅳ－２層は、灰白色砂質土で、きめ

が細かく、砂喋は含まない。Ⅳ－３層は、径２～３ｍ

の砂喋が多く混じる褐灰色砂質土である。出土遺物は

ない。

［１－２－３間トレンチ］（図13、写真１４．１５）

法文学部本館北側、１．２．３トレンチの南側に設

置される電線管路部分である。東西約５６，，幅90cmを

測る。既存の管路により調査区の半分近くが撹乱を受

けていたが、トレンチ南半部で、地表下約40cmでⅢ層

があらわれた。
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写真1499902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

１－２－３間トレンチ全景（西から）

写真1799902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

２トレンチ南壁土層断面

今回の調査では、電気設備工事に伴う深度までで調

査を終えたが、可能な限り遺構検出に努めた。その結

果、竪穴式住居７棟（ＳＣ－１・４．１０．１２．１３．１４．

２１)、土壌９基（SK－２．５～９．１５．１８．２０)、溝３

条(SD-l6･'７．１９)、柱穴（ＳＰ－３）１基を確認した。

細長く狭い調査区ではあるが、竪穴式住居跡には、

Ⅱ1999年度の調査１９

写真1599902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）１－２－３間

トレンチ遺物出土状況（北西から）

写真1699902調査（文京遣跡19次Ⅱ区）

１トレンチ南壁十層断面

写真1899902調査（文京遣跡19次Ⅱ区）

３トレンチ南壁土層断面

平面形が円形のSC－１．１０．１２と、方形のＳＣ－４があ

る。竪穴式住居跡の中には、ＳＣ－４とSC-lOのように

切り合い関係もみられる。

Ⅲ層は茶色みを帯びた明るい暗褐色砂質シルトであ

るのに対して、遺構埋土はいずれも暗褐色砂質シルト

である。SC-l3埋土は黒褐色で、西に広がる暗灰色砂



０

の土師器皿もしくは坪である。

図１４－１～14は、調査区中央部やや東よりで確認し

た土器集中地点の出土土器である。１～５は、髪の口

縁部～胴部にかけての破片である。口径が１０数cmの小

型品（１）、２０～25cm程度の中型品（２～４)、３０cmを

こえる大型品（５）に分けることができる。ｌは口縁

部が強く屈曲し、胴部上半の張りは弱い。中・大型品

は口縁部が強く外傾し、胴部上半は張りをもつ。口縁

端部には凹線の巡らされないもの（２）と、巡らされ

るもの（３～５）がある。また、屈曲部外面には突帯

を貼付するもの(２．３．５）と､貼付しないもの（４）

がある。６．７は尭胴部片である。８～１０は胴部から

底部にかけての破片である。８は壷もしくは鉢、９．

１０は莞底部である。

１１は鉢の口縁部片である。口縁部は強く内傾し、口

縁端を水平方向へ拡張する。外面には刻目および稜の

明瞭な沈線状の凹線が３条施される。口縁端面Iこへラ

状工具で細い刻目と、凹線下倶りにへう状工具で細い斜

単線文を２条巡らせる。文京３次調査で類例が出土し

ており、外来系の鉢とされている。しかし、本例の胎

土は在地の土器と変わらない。

１２～14は高坪である。１２は口縁から杯部片であり、

水平口縁をなす。剥離面、断面の状況から焼成時に破

損したことが窺える。１３は円盤充填の坪部底の破片で

ある。１４は脚裾部の破片である。

これらの土器は、弥生時代中期後葉に比定できる。

以上、１－２－３間トレンチで検出した遺構は、出

土遺物と切り合い関係から、弥生時代中期後葉を中心

とするものと考えられる。

［４トレンチ］（図15、写真１９．２１）

共通教育棟東側に設けられる外灯基礎部分である。

トレンチ内の大部分では、掘削深度１ｍまでＩ層が続

くが、北壁に接して東西に約20cm幅で、Ⅱ層以下が残

存していることを確認できた。当該箇所では、地表下

約40cmでⅡ層となり、厚さ20cmほど堆積する。

以下、Ⅲ層が20cmほど堆積した後、Ⅳ層となる。Ⅲ

層は、暗褐色砂質シルトであるが、親指先大の円喋が

混じるⅢ－１層と、灰白色砂質土のⅢ－２層からなる。

Ⅲ－１層からは弥生土器片が出土している。Ⅳ層もⅣ

－１層とⅣ－２層に分層できる。Ⅳ－１層は明黄褐色砂

質士。Ⅳ－２層は灰白色の径２ｍ～拳大の円喋からな

る砂牒層である。出土遺物はない。

凶
‐
蝋

胆Ｌ』望ゴ４
○，○

20cｍ

2り

琵賎、－催凱

/－－零Ｆｒ－、

/繭－，．L燕亨
図1299902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

出士遺物実測図１（縮尺１／４）

喋層と明確な差が見られる。SC-l4埋土には、明黄褐

色のブロックが少量混じり、西側の遺構に比べて砂喋

の割合は少ない。

調査区東側では、北西から南東方向にのびる溝(SD

-l6）と、南北方向に走る溝２条（SD-l7・SD-l9）

を検出した｡SD-l6の溝幅は約40cm､SD-l7では65cm、

SD-l9では20cmを測る。他の遺構と同質である。ＳＤ－

ｌ７は、遺構検出時の平面プランから溝と考えたが、長

方形土塘の可能性も残る。

また、調査区中央やや東よりにおいて、土器が折り

重なって出土している（図13、写真15)。遺構として

把握することはできなかったが、遺物の出土状況から

何らかの遺構内に土器が廃棄されていることは明らか

である。

１－２－３間トレンチでは、比較的まとまって遺物

が出土している（図１２－４～９、図14)。

図１２－４は、Ⅲ層上部から出土した壷もしくは鉢の

底部片である。図１２－５～９は、Ⅱ～Ⅲ層出土遺物で

ある。５は壷頚部片、６は壷底部片、７．８は雲の口

縁屈曲部～胴部上半の破片である。７は屈曲部径が

25.8cmを測る大型品で、胴部上半が強く張る。８は屈

曲部径が復元で１１．８cmとなる小型品である。胴部上半

の張りは弱い。これらは、弥生時代中期後葉に比定で

きる。また、９は回転糸切り離し痕が外底に残る中世
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図1599902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）４．５トレンチ位置図、士層断面図（縮尺１／500,1／40）

［５トレンチ］（図１５、写真１９．２２）

共通教育棟東側、４トレンチの北の外灯基礎部分で

ある。地表下約１０cmで近世の耕作士であるⅡ層があら

われ、地表下40cmまで続いた後、Ⅳ層を検出した。Ⅲ

層はみられない。Ⅱ層は灰黄色シルトで、径１mm前後

の砂粒が多く混じる。城北団地造成以前の水田層で、

耕作土層のⅡ－１層と、その床土層であるⅡ－２層か

らなる。Ⅳ－１層は浅黄色砂質土で、砂喋や人頭大の

円牒が混じる。Ⅳ－２層は砂牒層で、握り拳大前後の

篠を多く含む。

出土遺物はない。

［６トレンチ］（図16、写真２０．２３）

共通教育棟東側、５トレンチのさらに北側の外灯基

礎部分である。地表下30～40cmで団地造成以前の耕作

土であるⅡ層となり、２０～50cm程の堆積がみられる。

その下層はⅣ層となる。Ⅳ層上面で、南東から北西方

向にのびる溝（ＳＤ－ｌ）を確認できた。

Ⅳ層は明黄褐色砂質シルトである。Ⅳ層の下部に

Iま、拳大の円喋からなるＶ層が地表下約１ｍであらわ

れる。

ＳＤ－ｌは､逆台形の断面をもつ｡調査区が狭いため、

溝幅は不明。埋土は１２層に分層できる。①層はにぶい

黄褐色砂質士で、径２mm未満の砂粒が多く混じる。②

層は灰白色砂質土で、きめが細かい。③層はにぶい黄

褐色砂質土と灰白色砂質土が混じった層である。④層

はにぶい黄褐色砂質士を主体として、丸い明黄褐色シ

ルト塊が少量混じる。小指先大の篠を含む。⑤層はに

ぶい黄褐色砂質土層と灰白色砂質土層からなる。③層

よりも砂粒が多く混じる。⑥層はにぶい黄燈色砂質土

で、しまりがある。⑦層はにぶい黄燈色砂質土を主体

としながら、明黄褐色砂質シルトのレンズ状ブロッ

ク、丸い黄灰色砂質土塊を含む。⑧層は黄灰色砂質土

に丸い明黄褐色砂質シルト塊が混じる。⑨層はにぶい

黄燈色砂質土で、灰黄色砂質土が少量混じる。⑩層は

黄灰色砂質士。⑪層はにぶい黄燈色砂質土で、灰黄色

砂質土が少量混じる。⑫層はにぶい黄燈色砂質士を主
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写真1999902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

４．５トレンチ全景（南から）

写真2199902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

４トレンチゴk壁十層断面

写真2299902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

５トレンチ南壁土層断面
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写真2499902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

７トレンチ北壁十層断面

写真2099902調査（文京遣跡19次Ⅱ区）

６．７トレンチ位置（北東から）

写真2399902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

６トレンチ西壁十層断面

写真2599902調査（文京遣跡19次Ⅱ区）

８トレンチ北壁十層断面
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れている。

［８トレンチ］（図１６、写真25）

共通教育棟東側、７トレンチ北に設けられる外灯基

礎部分である。トレンチ内の東半分は、地表下１．１ｍ

まで掘り下げたが、瓦牒を伴ったＩ層が続く。西半分

では、地表下約30cmで、城北団地が造成される以前の

水田層であるⅡ層が確認できた。Ⅱ層は、径ｌ～３ｍ

前後の砂喋が多く混じるにぶい黄色シルトのⅡ－１層

と、径２～３ｍの砂牒や小円篠が多く混じる黄褐色砂

質シルトのⅡ－２層に分層できる。Ⅱ－２層には、さ

らに丸い明黄褐色砂質土塊が混じる。

体とし、灰黄色砂質土や丸い明黄褐色砂質シルト塊が

混じる。

ＳＤ－１から出土した遺物はない。そのため、溝が機

能した時期は不明であるが、埋土には大量の砂喋や砂

質土が混じっており、水路として機能していたと考え

る。

［７トレンチ］（図16、写真24）

共通教育棟東側、６トレンチのさらに北側の外灯基

礎部分である。地表下１ｍまで掘り下げたが、瓦喋を

伴うＩ層が続く。トレンチ内中央には南北方向に走る

管路が埋設されており、その埋設工事に際して撹乱さ
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図1799902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）９．１０トレンチ位置図、士層断面図（縮尺１／500,1／40）
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本トレンチではⅢ層はみられず、地表下１ｍでⅣ層

があらわれた。Ⅳ層は、浅黄色砂質シルトで、径ｌ～

２ｍ前後の砂粒が混じる｡一部にマンガンが沈着する。

遺物は出土していない。

［９トレンチ］（図１７．１８、写真２６．２７）

共通教育講義棟北側の外灯基礎部分である。地表下

約40cmでⅢ層があらわれた。以下、Ⅲ層は約30cm堆積

し、地表下約70cmでⅣ層となる。

Ⅲ層は、径２～３cm大の花商岩の円喋が混じる暗黒

褐色砂質土のⅢ－１層と、径１～３cmの花商岩の円喋

が混じる暗褐色砂質土のⅢ－２層からなる。

Ⅳ層上面で、柱穴（ＳＰ－ｌ）と土壌（ＳＫ－２）を各

１基確認した。ＳＰ－ｌはＳＫ－２を切る円形の小穴であ

る。ＳＫ－２は、ほぼ東西に直線的にのびる浅い落ち込

みで、竪穴式住居跡の可能性も残る。埋土はⅢ－２層

と共通する。Ⅲ層下半から、弥生時代中期後葉に比定

できる平底の壷底部片と、小型の莞もしくは鉢の口縁

部片が出土している（図１８－１．２)。ＳＰ－ｌ、ＳＫ－２

は、当該期の遺構と考えられる。

Ⅳ層は、Ⅳ－１～Ⅳ－３層からなる。Ⅳ－１層は暗灰

褐色粗砂層、Ⅳ－２層はやや白みを帯びた黄灰色粗砂

層、Ⅳ－３層は黄褐色細砂層である。その下層のＶ層

は、径１cm～握り拳大の円喋から構成される牒層で、

黄褐色～灰黄色粗砂が混じる。

［１０トレンチ］（図１７、写真２８．２９）

共通教育講義棟北側、９トレンチの東に設けられる

外灯基礎部分である。地表下40cmでⅢ層があらわれ

た。３０～40cmほど堆積する。暗褐色砂質シルトで、径

２～４cmの花商岩の円喋が混じる。Ⅲ層中から弥生土

器片が出土した。

地表下70～80cmでⅣ層となる。Ⅳ層上面で、弧状を

呈する遺構（ＳＫ－ｌ）を検出した。埋土中には、径２

～５cmの花問岩の円喋が詰まる。竪穴式住居跡の可能

性も考えられる。

Ⅳ層は、小喋や粗砂からなる暗褐色砂牒層のⅣ－１

層と、暗灰色粗砂層のⅣ－２層からなる。Ｖ層は握り

拳大の花商岩円喋砂層で、暗灰色粗砂が混じる。

［１１トレンチ］（図１９、写真30）

教育学部本館東側に設けられるトレンチ中央には、

南北方向に走る管路に伴う撹乱がおよぶ。しかし、そ

の両側は撹乱を免れている。

地表下約40cmでⅡ層があらわれ、８０cmでⅢ層とな

る。Ⅱ層は、にぶい黄色シルトのⅡ－１層、径ｌ～３

、=二二'三三プ；

jＩ 職
０
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図1899902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

出土遺物実測図３（縮尺１／４，１／２）

｜』:淵ヒニ躯）
ｍの砂篠からなる灰白色砂喋ブロックのⅡ－２層、水

田床土層のⅡ－３層からなる。

Ⅲ層は、厚さ20cmほどの灰黄褐色砂質シルト層で、

丸い明黄褐色塊が多く混じる。また、Ⅲ層には本来な

ら混じらない小円篠がみられるので、遺構埋土である

可能性が考えられる。Ⅲ層中からは、弥生土器もしく

は土師器の小片が出土している。

Ⅲ層下の地表下1.1ｍでⅣ層があらわれる。にぶい

黄橿色シルトで、ｌ～２ｍの砂粒および円篠が多く混

じる。

［１２トレンチ］（図１９、写真31）

教育学部本館東側、１１トレンチの南に位置する外灯

基礎部分である。地表下1.2ｍまで掘り下げたが、瓦

牒が混じるＩ層が続く。トレンチ内を南北方向に走る

管路があり、その管路設置に伴い撹乱を受けたもの考

えられる。

［１３トレンチ］（図１８．２０、写真32）

教育学部本館南側の外灯基礎部分である。地表下約

80cmでⅣ層があらわれた。Ⅱ層．Ⅲ層はみられない。

その下層のⅣ層は、径１ｍ～小指先大の円喋が混じる

明黄褐色砂質シルトのⅣ－１層と、浅黄色砂質シルト

のⅣ－２層に分層できる。Ⅳ－２層は、Ⅳ－１層に比し

て､砂性が強い｡砂喋が混じるが､その割合は少ない。

Ⅳ層中からは縄文土器鉢の胴部片が出土している

（図１８－３．４)。小破片のため、傾きについては不

明であるが、３は調整等の特徴から縄文時代中期前半

の船元式土器である可能性が高い。
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写真2699902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

９トレンチＳＰ－１ｏＳＫ－２（北西から）

写真2899902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

１０トレンチSＫ－１（北から）

写真3099902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

１１トレンチ北匿十層断面

写真3299902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

１３トレンチ西壁十層断面

写真2799902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

９トレンチ東壁土層断面

写真2999902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

１０トレンチ南壁土層断面

写真3199902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

１２１､レンチ土層断面
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写真3399902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

１４トレンチ北壁土層断面
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１１トレンチ 石

１１トルンチ

［１４トレンチ］（図20、写真33）

教育学部本館南側、１３トレンチの東に位置する外灯

基礎部分である。地表下90cmでⅡ層となる。以下、工

事に伴う掘削深度の地表下1.7ｍまでⅡ層が続く。こ

のⅡ層は、一部上層の水田の影響で、にぶい黄燈色の

部分もあるが、基本的には灰黄褐色で、砂喋や小円篠

が大量に混じるシルト質土である。Ⅱ－１～Ⅱ－６層

に分層できる。Ⅱ－１層は、灰黄色砂質シルトで、砂

撰が多く混じる。Ⅱ－２層は、にぶい黄色砂質シルト

で、Ⅱ－１層の床土層である。Ⅱ－１層と比べて若干

粘性があり、径２～３mmの篠が多く混じる。Ⅱ－３層

は、にぶい黄燈色砂質シルトで、土質はⅡ－２と共通

するが、径ｌ～２ｍ前後の砂粒が多く含まれる。Ⅱ－

４層は、にぶい黄色砂質シルトとにぶい黄燈色砂質シ

ルトが混じりあった土層で、Ⅱ－２．３層に比べて砂

牒が圧倒的に多い｡Ⅱ－５層は､砂喋が多く混じる灰黄

Ｏ １０ｍＯ１ｍ
一一 一－

図1999902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）１１．１２トレンチ位置図、土層断面図（縮尺１／500,1／40）
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１３トレンチ

さらに、地表下1.4ｍでⅢ層があらわれる。灰黄褐

色シルトで、文京遺跡１２次調査でみられたⅢ層と比べ

て、淡い土色を呈する。１０cmほどの厚さである。その

下層の地表下1.5ｍでⅣ層を検出した。Ⅳ層上面で小

穴を確認できた。埋土はⅢ層を主体として、小指先大

の丸い明黄褐色シルト塊が混じる。

Ⅳ層を工事に伴う掘削深度の1.9ｍまでは掘り下げ

た。径１cm～親指先大の小円蝶が少量混じる明黄褐色

シルトであるⅣ－１層と、明黄褐色砂質シルトのⅣ－

２層からなる。Ⅳ層から縄文土器の細片が１点出土し

たが、図化できるほどの大きさではない。

］
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褐色シルトで、Ⅱ－５層と比べて若干淡い色調であ

る。Ⅱ－６層は、灰黄褐色シルトと灰白色砂喋が縞状

に互層堆積した土層で、小指先大の小円操も混じる。

以上のⅡ層は、遺物は出土していないが、古代・中

世～近世の水田層と考えられる。

［１５トレンチ］（図21、写真34）

教育学部本館北西部の外灯基礎部分である。地表下

1.1ｍでⅡ層があらわれた。Ⅱ層は、砂喋が多く混じ

るにぶい黄燈色シルトのⅡ－１層と、砂喋混じりの灰

黄色シルトであるⅡ－２層からなる。Ⅱ層は、団地造

成以前の水田耕作士である。

図2099902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）１３．１４トレンチ位置図、士層断面図（縮尺１／500,1／40）
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図2199902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）１５～１７トレンチ位置図、土層断面図（縮尺１／500,1／40）
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写真3499902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

１５トレンチ北壁土層断面

写真3599902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

１６トレンチ北壁十層断面

ゆ堀仏凸寺

［１６トレンチ］（図21、写真35）

教育学部本館北西部、１５トレンチ北側の外灯基礎部

分である。地表下１．１ｍでⅡ層があらわれた。Ⅱ層は、

砂喋が多く混じる灰黄褐色シルトのⅡ－１層と、灰白

色の径１～２ｍの砂篠層であるⅡ－２層に分層できる。

さらに、地表下1.5ｍでⅢ層となる。Ⅲ層は１５トレ

ンチでみられたものと同様に、灰黄褐色粘質土で、径

１，１m～小指先大の砂裸が少量混じる。地表下1.7ｍで

Ⅳ層があらわれ､工事に伴う掘削深度1.9ｍまで続く。

２層に分層できた。Ⅳ－１層は明黄褐色シルト。Ⅳ－

２層は明黄褐色シルトで若干粘性を帯びる。

［171､レンチ］（図21、写真36）

教育学部本館北西部、１６トレンチの東に位置する外

灯基礎部分である。地表下約85cmでⅡ層があらわれ

た。層厚50cmほどである。Ⅱ層は２層からなり、Ⅱ－１

層は、団地造成以前の水田層である。灰褐色砂質シル

トで、全体にマンガンの沈着が目立つ。Ⅱ－２層は、

淡暗褐色砂質シルトで、細砂や微細砂の薄いレンズ状

ブロックが、いくつもほぼ水平に堆積し、文京遺跡１８

次調査で確認されている古代後半の水田土壌に類似する。

溌選＝

≦蝿：蝿

蕊:蕊豊学，｡、

織 擬

,警

議
塵、藍

騨錨蕊鵜織需浄

写真3699902調査（文京遺跡19次Ⅱ区）

１７トレンチ北壁十層断面

Ⅲ層は暗褐色シルトで、下層のⅣ層とは不整合面を

なし凹凸がみられるが、遺構としては認識できない。

Ⅳ層上面で、北東から南西方向に続く流路（ＳＲ－１）

の肩部を検出した。ＳＲ－ｌの上層埋土である①層は、

灰白色～灰色の粗砂や細砂がほぼ水平に縞状に互層堆

積する。②層は、マンガンや鉄が沈着した灰白色～灰

色の粗・細砂層が縞状に互層状態で堆積する。①層と

比べて、しまってかたい。

Ⅳ層はⅣ－１層とⅣ－２層に分層できる。Ⅳ－１層

は、黄褐色粘質シルトである。Ⅳ－２層は、黄褐色粘

質シルトに灰褐色粗砂が多く混じり、全体に黄褐色砂

質シルトとなる。

ｖ層は握り拳大の花尚岩や砂岩の角のない丸い円喋

層で、篠間には黄褐色砂質シルトがつまる。Ⅲ層とⅣ

層、Ⅳ－１とⅣ－２層の層界については漸移的である。

Ⅱ－２層とⅢ層の層界から弥生土器．土師器片が出

土している。

３調査の成果と問題点

本調査では、発掘調査地点が城北地区の各所にちら



写真3799903調査地点（南から）

ばり、結果として調査と調査成果に様々な影響をおよ

ぼした。

まず､発掘調査着手直後､工事業者によって､工事工

程の都合から調査地点の調査順序変更の要望が出され

た｡しかし､調査室で計画していた発掘調査の順序と大

きく異なったため、大幅な調査計画の変更を伴うこと

となった｡先行して調査を実施したＩ区(調査番号：

99901)と同様､効率的な調査を進めるためにも､周到な

工事計画と発掘調査計画との連絡調整が必要である。

また、本調査は文京遺跡の実態把握に資することと

なった。とくに、１１､レンチ、１－２－３間トレンチ

では、弥生時代中期後葉から後期初頭にかけての文京

遺跡集落の密集状況を再確認できた。４トレンチでも

当該期と思われるⅢ層を確認しており、４トレンチ付

近まで集落の密集状況が続くことが明らかとなった。

また、１３トレンチでは、縄文時代中期前半の船元式

土器を１点ではあるが確認している。文京遺跡におけ

る既往の調査では、縄文時代後期以前の遺物が出土し

ていないことから、貴重な資料であると言える。今後

とも、文京遺跡における縄文時代の遺跡の有無やその

広がり等の実態把握が必要となってきた。

以上のような成果をもたらした今回の調査である

が、文京遺跡の実体が明らかになると同時に、文京遺

跡自身が切り刻まれていっているという側面も見逃し

てはならないことを最後に付け加えておきたい。

（三吉・山村）

99903農学部附属農業高等学校校舎新営電気。機械設備工事

に伴う立会調査（１期）

調査地点 松山市樽味３丁目５番７号

樽味団地（図２）

１．４㎡

1999年１０月６日

立会調査

吉田広

宮I奇直栄

施設課長発事務連絡

(平成１１年９月９日付）

１調査にいたる経緯

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機械設備工

事に伴って、埋蔵文化財調査が必要と判断された。本

体工事の進捗状況と整合させるために、これらすべて

を一気に行うことはできず、都合４回に分けて行うこ

ととなった。今回は、高等学校校舎西側道路部分から

建物に電気線を引き込む際のハンドホール設置に関わ

る調査である。

調査面積

調査 期 間

調査の種別

調査 担 当

調査補助

依頼文書

ファルト

‘００ｍ

99903調査位置図および土層柱状図

（縮尺１／400,1／40）

ｒ
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3４

２調査の記録（図22、写真37）

地表下約50cmまではアスファルト・砕喋・真砂土の

Ｉ層である。以下、Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ層が小塊となって混合

した層が地表下約120cmまで続く。一帯には、弥生時

代～中世の遺物を包含するⅢ層がかつては広がってい

たものの、樽味団地造成時に周辺が整地された際に削

平されたことが考えられる。なお、ハンドホール設置

に必要な地表下128cmまでは､造成時の砂牒層であった。

３調査後の対応

以降の慎重工事を依頼して調査を終えた。（吉田）

99904農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機械設備工事

に伴う立会調査（２期）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市樽味３丁目５番７号

樽味団地（図２）

25㎡

1999年１０月25日～１０月29日

立会調査

吉田広

宮崎直栄

施設課長発事務連絡

(平成１１年９月９日付）

１調査にいたる経緯

先の１期工事に引き続く農学部附属農業高等学校校

舎新営電気・機械設備工事のうちの、主に外灯設置に

伴う調査である。

２調査の記 録

調査地点は、外灯基礎の６ケ所、外灯用電線管路の

ハンドホール部分２ヶ所、上水道量水機を設置する１

ヶ所、そして先の１期工事の追加でもある高圧ケーブ

ルハンドホール１ヶ所の、計10ヶ所である。調査順に

ｌ～１０トレンチとした。

［１トレンチ］（図23、写真38）

外灯電源のために配管される弱電管のハンドホール

設置に伴うトレンチである。高等学校北中庭の南より

中央に位置する。現地表下80cmまでは撹乱を受けた表

土（１－１層）で、以下掘削深度の130cmまではⅡ．

Ⅲ．Ⅳ層が10cmをこえる塊となって混在する土層（１

－２層）である。

［２トレンチ］（図23、写真39）

１トレンチの西約５ｍ、外灯基礎設置に伴うトレン

チである。工事に伴って掘削される深度の地表下145

cmまで重機を用いて掘削したが、いずれも撹乱を受け

た表土層であった。

［３トレンチ］（図23、写真４０．４１）

本来計画になかったが、先の１期工事で設置したハ

ンドホールから直接建物内に高圧ケーブルの引き込み

ができず、新たなハンドホールが必要となり、高等学

校中校舎北西隅付近に設置されたトレンチである。現

地表下130cmまではＩ層であるが、以下は掘削必要深

度の145cmまでⅢ層が続く。その底面で平面精査を行

い、ＳＰ－ｌ～４とＳＤ－５を確認した。これらの遺構は

いずれも、Ⅲ－１層から掘り込まれている。ＳＰ－ｌ～

４の埋士は黒褐色粘質土で、小石は混じらない。ＳＤ－

５埋土も黒褐色粘質土で、黒色粘質土の径３～５cmの

不整形な塊が混じる。いずれも中世の遺構と推定され

る。これに対して、下層はやや黒みの強いⅢ－２層で

ある。図25は３トレンチⅢ層出土の粘土塊である。

［４トレンチ］（図23、写真40）

３トレンチ北西に接して、ｌトレンチと同じ弱電管

ハンドホールに対するトレンチである。やはり現地表

下125cmまでＩ層で、以下Ⅲ層となる。３トレンチ同

様、上部約７cmがⅢ－１層で、以下工事で掘削される

地表下135cmまで掘り下げたが、Ⅲ－２層が続く。Ⅲ－

１層から掘り込まれた遺構も認められなかったので、

Ⅲ－２層の堆積状況を確認するために、南壁際のみ掘

り下げた。Ⅲ－２層は25cmほどの層厚で堆積している

ことが確認できた。

［５トレンチ］（図23、写真42）

高等学校北校舎西に設置される外灯に伴うトレンチ

である。地表下90cmまでＩ層、以下llOcmまではⅡ層

となり、その下層には厚さ15cmほどのⅢ層が堆積す

る。Ⅲ層はきめの細かい粘質土で、ほとんど遺物を含

まない。以下は褐色シルトのⅣ層である。

［６トレンチ］（図24、写真43）
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Ｉ－ｌ：表土

１－２：Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ層が混じりあう。

[２トレンチ］

１－１：表土

１－２：Ⅱ．Ⅲ層が混じりあう。

１－３：褐色（l0YR4/6）シルト。小石はほとんど含まず、さく

さくした感がある。

１－４：褐色（l0YR4/6)砂層。粘性のあるシルト質の土を含む。

砂粒は細かく、小石などはほとんど見られない。

[３トレンチ］

Ｉ：表土

Ⅲ－１：黒褐色（10YR2/2）粘質土。しまりがある。遺物出土。

Ⅲ－２：黒色（lOYR2/l）粘質土。小石はほとんど見られない。

[４トレンチ］

Ｉ：表土

Ⅲ－１：黒褐色（lOYR2/2)粘質土。小石ばほとんど見られない。

Ⅲ－２：黒色（lOYR2/1）粘質士。Ⅲ－１層よりやや黒みが強い。

小石はほとんど見られない。

Ⅳ：暗褐色（lOYR3/3）粘質土に褐色（l0YR4/6）シルトの径３

ｍの粒状ブロックを多く含む。

図2399904調査１～５トレンチ位置図、遺構検出平面図、士層柱状図（縮尺１／400,1／40）
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写真3899904調査１トレンチ（北から）

写真4099904調査３．４トレンチ（北西から）

写真4299904調査５トレンチ（西から）

写真3999904調査２トレンチ（北から）

写真4199904調査３トレンチ中世遺構検出面

（北東から）

写真4399904調査６トレンチ（南西から）
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高等学校正門西脇に設置される外灯に伴うトレンチ

である。表土は地表下60cmまでで、以下100cmまでは

耕作土層のⅡ層がよく残る。その下層にⅢ層である黒

褐色粘質土が約10cm堆積し､Ⅳ層となる｡Ⅳ層上面で、

ＳＤ－６とＳＫ－７を検出した。ともに北東一南西方向の

落ち込みで、深さは１０cm前後。ＳＤ－６の埋土は、Ⅲ層

とほぼ同じ黒褐色粘質土であるが、やや粘性がある。

ＳＫ－７の埋土は､黒褐色粘質土で､下部は砂層になり、

（
）

４４‐Ⅱ

[６トレンチ］

Ｉ：表土

Ⅱ－１：灰黄褐色（lOYR4/2）砂質シルト。小石はほとんど含まない、きめ細かいシルト質。しまりがあるが、さくさくした感じの土質。
Ⅱ－２：褐色（lOYR4/4）砂質シルト。きめ細かいシルト質で、しまりあり。

Ⅱ－３：にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質シルト。きめ細かいシルト質で、しまりあり。

Ⅱ－４：暗褐色（lOYR3/3）砂質士。きめ細かいシルト質で、しまりあり。わずかに粘性あり。
Ⅲ：黒褐色（lOYR2/2）粘質士。

[７トレンチ］

Ｉ：表土

Ⅱ－１：オリーブ黒色（5Y3/l）粘質土。径１～２cmの小石が少量混じる。オリーブ黒色（5Y3/2）粘質土の径ｌ～４cmの楕円形ブロックを少
量含む。

Ⅱ－２：黒褐色（lOYR3/2）粘質士。l0YR2/2黒褐色シルトの径１cmの丸い塊が少量混じる。

Ⅳ－１：褐色（lOYR4/4）粘質シルト。粘性は強いが、下層よりやや細かい砂粒を含む。

Ⅳ－２：褐色（lOYR4/4）粘質土。粘’性は強く、べたつとした感がある。

Ⅳ－３：黄褐色（10YR5/6）粘質シルト。きめの細かいシルト質だが粘性は強い。

Ⅳ－４：黄褐色（lOYR5/6）砂質シルト。径１～５ｍの角ばった角喋が多く混じる。

Ⅳ－５：褐色（lOYR4/6）シルト。粘性は無い。触ると溶けるような感がある。

図2499904調査６～８トレンチ位置図、遺構検出平面図、土層柱状図（縮尺１／400,1／40）

黒みが薄くなる。

［７トレンチ］（図24、写真44）

高等学校前庭に設置される外灯に対するトレンチで

ある。地表下40cmまではＩ層が続く。以下70cmまでは

Ⅱ層で、そのままシルト質土のⅣ層へと移り、工事に

伴う掘削予定深度の150cmまでⅣ層が続く。

［８トレンチ］（図24、写真45）

上水道の量水機を設置するためのトレンチである。

－１
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工事の掘削深度の地表下110cmまで重機によって掘削

したが、撹乱のおよぶＩ層であった。

［９トレンチ］（図26、写真46）

高等学校南中庭の南より中央に位置する、外灯基礎

に伴うトレンチである。工事の掘削深度である地表下

１１０cmまで重機によって掘削したが、撹乱がおよぶＩ

層であった。

［１０トレンチ］（図26、写真47）

高等学校南校舎北西隅の外灯基礎に伴うトレンチで

ある。工事に伴う掘削深度の地表下140cmまで重機に

よって掘削したが、やはり撹乱がおよぶＩ層が続く。

卜の径２～４cmの丸い塊が混 1－２

３調査のまとめと調査後の対応

各トレンチは狭いが、附属農業高等学校各所にトレ

ンチを配する結果となった。既往の調査成果と併せ

て、農業高等学校周辺の遺跡の残存状況がおよそ推し

量れるようになった。それによれば、北側中庭から前

庭西半を中心として、弥生時代～中世の遺物包含層が

良好な状態で残っている。これに対して、南中庭より

１０cｍロ

じる。

図2599904調査出土遺物実測図（縮尺１／２）

[１０トレンチ］

１－１：表土

１－２：コンクリート

１－３：灰黄褐色(10Ｙ

しまりがある。

１－４：にぶい黄褐色

質土。わずか！

にぶい黄橿色

110トレンチ西壁Ｉ 191､レンチ東壁］

－１-三２

１－３

１－４

１－２：Ⅱ層とⅣ層が

Ｉ
附属農業高校校舎R4/2)砂質土〔

1－．１

１
（lOYR4/3）砂

こ粘性がある。

(10YR6/4)シル 1－１

ロ １ｍ 混じりあう。

､】

191､レンチ］

「
１
１
１
Ｊ
「

１－１：表土

図2699904調査９．１０トレンチ位置図、土層柱状図（縮尺１／400,1／40）

附属農業高校校舎
１０ｍ

一－－－－－－

函９トレンチ

附属農業高校

体育館

(②１０トレンチ
、



写真4499904調査７トレンチ（西から）

写真4699904調査９トレンチ（南から）

以南は遺物包含層が団地造成に伴って削られてしまっ

ている可能性が高い。また、前庭東半ではⅡ層直下で

Ⅳ層となるように、近世・近代の改変が著しいものと

Ⅱ1999年度の調査３９

写真4599904調査８トレンチ（北東から）

写真4799904調査１０トレンチ（東から）

考えられる。

調査終了後、以降の慎重工事を依頼して、現地を撤

収した。（吉田）

99905農学部附属農業高等学校校舎新営電気。機械設備工事

に伴う立会調査（３期）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

松山市樽味３丁目５番７号

樽味団地（図２）

31㎡

1999年11月24日～１１月28日

立会調査

吉田広

調査補助

依頼文書

宮崎直栄

施設課長発事務連絡

(平成11年９月９日付）

１調査にいたる経緯

先の１．２期工事に引き続いて、３期工事として弱
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面下35cmでⅡ層が、そして道路面下43～63cmの間にⅢ

層が堆積することを確認できた。この地点のⅢ層は、

砂粒を含まずきめの細かい黒色粘質シルトである。道

路面下63cmから140cmまではⅣ層が続く。

［２トレンチ］（図27、写真49）

ｌトレンチから西へ、南北道路との交差点北東隅、

温室の南西隅に位置する。表土層が45cmほどあり、道

路面下25cmでⅡ層があらわれた。Ⅱ層は厚さ12cmほど

で、道路面下36cm以下はⅣ層となり、工事に伴う掘削

深度まで続く。

［３トレンチ］（図27～29、写真50）

２トレンチから北に、南北道路を横断する前の析に

あたる部分である。それ以南の管路部分も、先の樽味

５次調査から予定掘削深度で遺構部分にあたると想定

された。しかし、実際には撹乱がおよんでおり、遺構

の確認された範囲は、析部分と５次調査区の間1.3ｍ

の間だけであった。その遺構も、Ｉ層直下のⅣ層上面

での検出で、小穴と土壌の一端ないしは柱穴である。

[２トレンチ］［１トレンチ］

Ｉ：表土Ｉ： 表 土

Ⅱ：灰黄褐色（l0YR4/2）砂質土。径５I11jlIの際を少量含む。ややさくさくした感がある。Ⅱ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）砂質土。しまりがあ

Ⅳ－１：褐色（lOYR4/6）粘質土。粘性が強い。砂牒はほとんど含まない。る。径２～３mmの篠が少量混じる。

Ⅳ－２：褐色（7.5YR4/4）粘質土。粘性が強い。砂際はほとんど含まない。下部ほど茶色みが強い。Ⅲ：黒色（lOYR1.7/1）粘質シルト。遺物が出土。き

Ⅳ－３：暗褐色（lOYR3/3）粘質シルト。きめ細かく砂っぽい。粘性はややある。め細かく、砂粒は含まない。しまりがある。

Ⅳ－４：褐色（lOYR4/4）粘質シルト。Ⅳ－３層と質はほとんど同じ。Ⅳ：褐色（lOYR4/6）粘質シルト。きめ細かく、砂粒

Ⅳ－５：黄褐色（lOYR5/6）砂質シルト。Ⅳ－３層と質はほとんど同じ。はほとんど含まない。しまりがある。下部がやや

Ⅳ－６：暗褐色（l0YR3/3）砂牒層。径１～３cmの角牒からなる。しまりはある。灰色みを帯びる。

図2799905調査１～５トレンチ位置図、±層柱状図、土層断面図（縮尺１／400,1／40）

２調査の記 録

ハンドホール設置部分はもちろん、先の樽味遺跡５

次調査で確認された深度に照らして、埋蔵文化財への

影響が想定される管路部分についても調査を行うこと

とし、ｌ～５トレンチを設定した。

（１）各トレンチの調査状況

［１トレンチ］（図27、写真48）

農学部新営校舎南西角から西に弱電管路をのばし、

その途中、温室南東角付近に設定される机部分に対応

したトレンチである。道路縁石から150cm北では、温

室建設あるいは管路に伴う撹乱が、道路面から130ｃｍ

は続く。また、道路縁石より北に30cm以南は、ガス管

の埋設に伴って、道路面から75cmの深さまで撹乱がお

よんでいる。このトレンチ内で破壊を免れている範囲

は、南北に20～30cmの幅に過ぎない。それでも、道路

電線を農学部校舎から引く必要が生じた。それに伴う

調査が３期調査である。
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[３トレンチ］

ＳＫ－ｌ：暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）粘質土。暗褐色（10YR3/4）

粘質土の径３～６cmのレンズ状ブロックを少量含む。径３

～５mmの角喋が多く混じる。下部にいくにつれて粘性が強

くなる。

ＳＫ－２：黒褐色（lOYR3/2）粘質士。褐色（10YR4/4）シルトの粒

状ブロックを少量含む。

ＳＫ－３：ＳＫ－２と同色だが、わずかに淡い土色である。

図2999905調査３トレンチ平面図、士層断面図

（縮尺１／40）
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検出面は、高い北側で地表下50cm、南側で65cmほどで

ある。

［４トレンチ］（図２７．２８．３０、写真５１．５２）

３トレンチと南北道路を挟んだ西側の析部分と管路

部分である。道路面下50cm前後でⅡ層があらわれ、７０

cm前後でⅢ層を検出した。Ⅲ層の上部１０cmほどは、砂

粒を含んだ暗褐色粘質土であるが、下部は砂粒を含ま

ない黒褐色から黒色の粘質土である。同様の土層は、

樽味５次調査でも確認されており、上層が中世、下層

が弥生時代～古墳時代の堆積と考えられる。上層を基

本的に埋士とする遺構としてはＳＤ－６などがある。

なお、Ⅲ層下層については、管路部分は既に埋設に

必要な深度に達しており、さらに掘削が必要な析部分

だけを掘り下げた。結果、道路面から95cmでⅣ層に達

し、上面で小穴・柱穴数基を検出した。

卜
八
△
坐
す

、

０ １ｍ
催声声一F－信一 Ｘ＝92874

図2899905調査３～５トレンチ平面図、±層断面図
（縮尺１／100,1／40）
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写真4899905調査１トレンチ（西から）

写真5099905調査３トレンチ（東から）

写真5299905調査４トレンチ西半部の完掘状況

（東から）

写真4999905調査２トレンチ（北から）

写真5199905調査４トレンチ西半部の

中世遺構の完掘状況（西から）

写真5399905調査５トレンチ（西から）
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Ｉ：表土

Ⅱ：褐灰色（lOYR4/1）砂質土。

Ⅲ－１－①：暗褐色（lOYR3/3）粘質土。砂っぽい。やや褐色を帯びる。

Ⅲ－１－②：灰黄褐色（l0YR4/2）粘質土。

Ⅲ－１－③：暗褐色（lOYR3/3）粘質土。径５ｍの角喋が少量混じる。

Ⅲ－２－①：黒色（lOYR2/l）粘質士。粘性が強く、砂粒は含まない。

Ⅲ－２－②：黒褐色（l0YR2/2）粘質土。粘性が強い。

図3099905調査４トレンチ平面図、

層／豆ミヨFフ'プロ

Jf萱二比二”
三三三にファ０‘６
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［ＳＤ－６］

①：褐灰色（lOYR4/l）粘質士。やや砂っぽい。

②：褐色（lOYR4/4）粘質士。やや砂っぽい。

③：黒褐色（10YR2/2）砂質士。砂っぽく粘性は弱い。土器

片が出土。

④：黒褐色（lOYR2/2）砂質土。③とほぼ同じ。土器片が出

土。

⑤：暗褐色（l0YR3/3）粘質土。粘性は強い。

土層断面図（縮尺１／40）
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図3199905調査出土遺物実測図１（縮尺１／４）

［５トレンチ］（図２５．２６．３０、写真53）

３－４トレンチ間の南北道路部分で、車両通行に支

障をきたすため、この部分のみ休日に調査を行った。

管埋設に必要な深度（道路面下45cm）まで重機掘削を

行ったが、トレンチ内全域において撹乱を受けてい

た。

（２）出土遺物（図３１．３２）

今回の調査では、３．４トレンチから遺物が出土し

ている。図３１－１～８は４トレンチⅢ層出土。ｌ～３

は土師質土器の坪または塊である。底部片には共通し

て回転糸切り痕が残る。７．８は三足付き羽釜であ

る。時期は口縁部とタガ部の形状的な特徴から１３世紀



－１’

後半～１４世紀に位置付けられる。９は４トレンチSP-

７出土の三足付き羽釜の脚部破片である。１０．１１は３

トレンチＳＫ－２出土の土師質土器の坪または碗であ

る。ともに胴部は強く外傾し、口縁部は上方へ立ち上

がる。図32は、３トレンチＳＫ－ｌ出土の砥石の破片。

二次的な火熱を受けている。

－一

4４

土層柱状図

１

99906調査地点位置図、

(縮尺１／400,1／40）

３調査後の対応

以降の慎重工事を依頼して調査を終えた。（吉田）
１０cｍ０

Ｌ一一----------

図3299905調査出土遺物実測図２（縮尺１／２）

99906農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機械設備工事

に伴う立会調査（４期）

うべき道路面であったことが窺える。松山市樽味３丁目５番７号

樽味団地（図２）

2.5㎡

2000年１月28日

立会調査

吉田広

宮崎直栄

施設課長発事務連絡

(平成１１年９月９日付）

調査地点

３調査後の対応

以降の慎重工事を依頼して調査を終えた。

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書 ‐ロー'一
正門ノ

附属農業高校校舎

０ １ ０ｍ

トーーーー

０

Ｉ１調査にいたる経緯

先のｌ～３期工事に引き続き、ガス管本管の一般道

路下から高等学校構内への引き込みが計画された。こ

れに伴い、既設水路・上水道管などのため、掘削深度

を下げることが必要となり、埋蔵文化財に対する影響

が考えられ、立会調査を実施することとなった。

に

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
」
ｒ

図3３

１ｍ

Ｆ－－－－－－一一一
２調査の記録

現地表下85cmまでは大きく撹乱を受けた表土である

が、以下は同じ表土ながら、Ⅱ層の褐灰色砂質シルト

とⅣ層の褐色シルトのｌ～５cm大の円形または不整形

な塊が細かく斑状に混在する。掘削深度の地表下140

cmまで続く。途中、人頭大の川原石が多く混在し、４０

cm四方に加工した花尚岩石材が現在の道路にほぼ並行

して検出された。以上のことから、この地点が大学建

設前の農地の地境に相当し、現行道路の前身とでも言



499903～99906調査の問題点

今回の調査で、４期にわたった農学部附属農業高等

学校校舎新営電気・機械設備工事に伴う立会調査を終

了することができた。ここでは、今後のためにも、調

査にあたっての問題点を整理しておきたい。

今回の調査の原因は、1997年度に発掘調査を行った

新営校舎に接続する電気・機械設備工事である。それ

以前に、1996年度に試掘を、そして今回の立会を要す

るような管路部分のデータを得るための試掘調査も

1997年度の発掘調査前に１０ヶ所にわたって行ってお

り、その結果は施設部に逐次報告している。

ところが、本体工事の進捗に伴って、数多くの設計

変更が生じ、４期にわたる立会調査が必要となってし

まった。建設工事では設計変更があるとは言え、それ

に伴う発掘調査を最小限にすることで、埋蔵文化財の

保存．保護に努めるべきと考える。そのためには、建

Ⅱ1999年度の調査４５

写真5499906調査±層断面（東から）

物建設の設計においては、関連する配管路を含めた検

討を行い、施設部と埋蔵文化財調査室での協議を進め

る必要がある。（吉田）

99907「大正天皇お手植えの松」移植に伴う立会調査

調 査 地 点

調査面積

調 査 期 間

調査の種別

調査担当

調 査 補 助

依頼文書

松山市文京町３番

城北団地（図１）

20㎡

2000年１月25日

立会調査

田崎博之・吉田広

宮崎直栄

工学部事務長発事務連絡

(平成12年１月７日付）

１調査にいたる経緯

工学部本館と工学部機械実習工場棟の間に、サテラ

イト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー建物が建

設されるのに伴い、緑地帯に植えられた「大正天皇お

手植えの松」を移植する計画がたてられた。移植作業

では、周囲を幅１ｍの環状に掘削することが必要で、

松の樹根しだいでは埋蔵文化財に影響をおよぼすこと

が考えられ、立会調査を実施することとなった。

調査を開始すると、松の樹根が予想以上に深くのび

ており、部分的にⅢ。Ⅳ層を破壊せざるをえないこと

になり、その範囲を最小限にとどめることを協議し

た。また、移植先については、施設部企画課と協議の

結果、工学部１号館北側棟建設に伴う発掘調査（文京

遺跡１４次調査）区域内に移植することになり、慎重工

事を依頼し、調査は行わなかった｡

２調査の記録（図３４．３５）

調査地点北半部では、表土下67cmでⅡ層の団地造成

以前の旧水田層が、地表下1.1ｍでⅢ層の黒褐色シル

ト層があらわれた。Ⅲ層の厚さは１０cm前後である。Ⅲ

層の下層では、地表下1.2ｍでⅣ層の黄褐色シルト層

を確認できた（図34)。

出土遺物には、Ⅲ層から出土した弥生土器の謡の胴

部破片、高坪の脚部破片（図３５－１）、杯蓋の天井部

破片（図３５－２）がある。Ⅳ層からは遺物は出土して

いない。

また、調査地点南半部は、近代以降の撹乱部分にあ

たり、すでにⅢ層とⅣ層上部は破壊されていた。撹乱

土中からは、近代以降の白磁瓶（図３５－３）、弥生土

器や古墳時代後期の土師器の小片が５～10片出土して

いる。

３ 調 査 後 の 対 応

慎重工事を依頼して調査を終了。 (吉田）
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図3499907調査±層柱状図（縮尺１／40）
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図3599907調査出土遺物実測図（縮尺１／４）

99908理工学部等総合実験棟新営電気設備工事（その２）に伴う立会調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市文京町３番

城北団地（図ｌ）

８㎡

2000年２月ｌ日

立会調査

田崎博之

宮崎直栄

施設部施設課長発事務連絡

(平成１１年12月24日付）

１調査にいたる経緯

工学部本館の南側にある講義棟の東側に電線管路を

敷設する計画が、埋蔵文化財調査室に提示された。で

きるだけ既設の電線管路やハンドホールを利用するこ

とを、施設部とともに協議した。その結果、講義棟西

側では既設の管路内に電線管を埋設することになった

が、工学部本館と講義棟間部分には既設管路がなく、

この部分のみを立会形式で調査することとなった。

２調査の記録

（１）層位

調査地点は、工学部本館と講義棟間の通路の東側に

位置する。アスファルト舗装を剥いで客土である表土

層のＩ層を掘り下げると、地表下25～30cmで、小喋を

多く含む灰褐色砂質シルト層があらわれた。部分的に

薄い帯状のマンガンの沈着部分が観察でき、団地造成

以前の水田層のⅡ層と判断した。さらに下層の地表下

45～50cmでは、Ⅲ層である黒褐色シルト層を、地表下

58～60cmでⅣ層を確認した。Ⅳ層の最上部は、Ⅲ層か

ら漸移的に変化する淡い褐色を呈するシルト層であ

る。

（２）遺構と遺物

Ⅳ層上面で遺構検出に努めた。工学部本館建物際と

既設ハンドホール周辺は溝状の撹乱部で乱されていた

が、管路部分では竪穴式住居跡１、土壌２，小穴１５を

検出できた。ただし、工事に伴う掘削深度が、地表下

60cmであり、これ以上遺構が破壊されることがないの

で、調査は遺構の上面の確認でとどめた。

検出した遺構には、ｌ～18までの連番の遺構番号を

付し、遺構の種別を表す略号を冠した。埋土の特徴を

観察すると、黒褐色シルトを埋土とする遺構(ＳＣ－ｌ、

SK－３．４、ＳＰ－５～１１）と、灰色みを帯びた褐色シ

ルト遺構（SP－２．１２～１８）の２者がある。出土遺物

と既往の調査成果から、黒褐色シルトを埋土とする遺

構は弥生時代～古墳時代、灰色みを帯びた褐色シルト

の遺構は古代～中世のものと考えられる。

［竪穴式住居跡］

ＳＣ－１一辺3.5ｍほどの隅丸方形の竪穴式住居跡

の一部と考えた。埋士は黒褐色シルトである。細片化

しているために図示できないが、Ⅲ層部分から弥生時

代中期の蕊や壷の胴部片が出土している。

［土壌］

ＳＫ－３ＳＫ－４に切られる土壌で、黒褐色シルトの

埋土をもつ。

ＳＫ－４ＳＫ－３を切る土壌で、埋土部分が崩落した

ため､この土壌だけは完掘した｡深さ30cm前後を測り、

埋士は黒褐色シルトである。
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写真5599908調査状況（西から）

鍵

図

写真5699908調査北半部の遺構検出状況（北から）

［小穴］

ＳＰ－２直径35cmほどの円形小穴で、撹乱渡の壁面

で深さ１０cmほどを確認できた。大部分が調査区外にの

びる。埋土は灰色みを帯びた褐色シルトで、土師器の

鍋口縁部片が出土した（図37-4)。内湾する口縁部

をもち、胴部外面は指頭による乱雑にナデた後に部分

的に刷毛目調整を施す。口縁部周辺と内面は横ナデ調

2、トーニジ'3

０１０ｃｍ

『IIIlI

図3799908調査出土遺物実測図（縮尺１／４）

整。

ＳＰ－５直径40cm前後と考えられる円形の小穴。埋

土は黒褐色シルト。

ＳＰ－６直径30～35cmの不整円形の小穴で、ＳＣ－１

を切り、SP-18に切られる。埋土は黒褐色シルト。

ＳＰ－７長辺50cm前後と考えられる隅丸方形の小穴

で、埋土は黒褐色シルト。

ＳＰ－８直径35cm前後と考えられる円形の小穴。ＳＰ

－６を切る。埋土は黒褐色シルト。

ＳＰ－９直径30cmほどの円形の小穴。ＳＣ－１を切

る。埋土は黒褐色シルト。

SP-10直径20cmほどの不整円形の小穴。埋土は小

指先大の炭化物片が多く混じる黒褐色シルト。

SP-11直径20～25cmほどの不整円形の小穴。ＳＣ－

ｌを切る。埋土は黒褐色シルト。

SP-12直径30×40cmほどの小穴。ＳＣ－１を切る。

埋土は灰色みをおびた褐色シルト。

SP-13直径25cmほどの円形の小穴。大半を撹乱で

破壊されている。埋土は灰色みを帯びた褐色シルト。

ＳＰ－１４直径20cmほどの円形の小穴。ＳＣ－１を切

る。埋土は灰色みを帯びた褐色シルト。

ＳＰ－１５直径25×35cmほどと考えられる長円形の小

穴｡ＳＣ－１を切る｡埋土は灰色みを帯びた褐色シルト。

SP-16直径15cm前後の円形の小穴。ＳＣ－ｌを切

る。埋土は灰色みを帯びた褐色シルト。

SP-17直径30cmほどの円形の小穴で、ＳＣ－ｌを切

る。埋土は灰色みを帯びた褐色シルト。

SP-18直径30cmほどの円形の小穴で、ＳＣ－ｌとＳＰ

－６を切る。埋土は灰色みを帯びた褐色シルト。

この他、撹乱部分から、弥生時代中期の莞の底部や

胴部片、中世の土師器皿の底部片、龍泉窯系青磁の碗



もしくは皿の口縁部破片、黒色土器碗の胴部片が出土

している（図３７－１～３)。１．２は、弥生時代中期

後葉の喪の底部片、３は中世の糸切り底の土師器皿で

ある。

Ⅱ1999年度の調査４９

３調査後の対応

施設部と工事担当者とともに、Ⅳ層検出面以下を掘

削しないことを確認し、慎重工事を依頼して調査を終

了した。（田崎）

99909総合情報処理センター新営電気設備工事に伴う立会調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査 担 当

依頼文書

松山市文京町３番

城北団地（図ｌ）

８㎡

2000年２月８日

立会調査

田崎博之・吉田広

施設部長発事務連絡

(平成11年８月５日付）

１調査にいたる経緯

総合情報処理センター新営工事に伴って外灯設備が

新設される計画がたてられたが、埋蔵文化財調査室に

連絡がないまま、工事が開始された。施設部と埋蔵文

化財調査室で行った事前の協議で工法変更などが図ら

れた箇所以外の４ヶ所について、改めて調査が必要と

判断し、立会調査を実施することとなった。

２調査の記録

調査地点は、外灯基礎部分４ケ所で、南から順に１

～４１､レンチとした。

［１トレンチ］（図ｌ）

総合情報処理センターへの道路取り付き部分の南側

に新設される外灯基礎部分である。埋蔵文化財に対す

る判断の前に工事が着手されており、既に外灯基礎・

支柱が設置されていた。設置にあたっては、地表下８０

cmまで掘削を行ったという。調査では、その位置を確

認したにとどまる。

［２トレンチ］（図ｌ）

ｌトレンチから北側約30ｍに位置する。このトレン

チもｌトレンチ同様、地表下80cmまで掘削したとされ

る外灯基礎が設置されており、調査では、その位置と

を確認したのみである。

［３トレンチ］（図１、写真57）

２トレンチから、さらに30ｍほど北側に位置する。

地表下80cmまでの掘削を終え、砕石が敷かれて基礎の

型枠が設置されていた。調査では、これらを除いて現

状の土層の確認を行った。その結果、掘削深度では表

土層にとどまっていることが確認できた。

［４トレンチ］（図ｌ、写真58）

３トレンチから30ｍほど北側の、テニスコート東入

写真5799909調査３トレンチ

P聾

瀞
舞

蕊
写真5899909調査４トレンチ
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口付近に位置する。設置位置の確認を行うとともに、

重機による掘削から立会い、掘削の根切り面は表土層

の中におきまることを確認した。

なお、基礎より浅い３－４トレンチ間の管路部分に

ついても、表土層にとどまっていることを確認した。

３調査後の対応と問題点

調査は、慎重工事を依頼して終えた。しかし、今回

の外灯設備工事は埋蔵文化財調査室に連絡のないまま

行われていたもので、これに対応するため急遼調査を

実施した。このようなことが生じた原因は、施設部と

埋蔵文化財調査室との緊密な連絡体制が欠如していた

ためである。今後、こうした体制を再整備する必要が

ある。 （吉田）

999１０愛媛大学サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

（S,Ｂ､ＢＬ.）新営工事に伴う調査

（文京遺跡2o次調査）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

城北団地（図ｌ）

588㎡

2000年２月14日～６月20日

全面調査

吉田広・三吉秀充

工学部事務長発事務連絡

(平成11年１２月15日付）

１調査にいたる経緯

愛媛大学では、地域共同研究センターの東側に隣接

して、サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラト

リー建物新営が計画された。地域共同研究センター新

営にあたっては文京遺跡１３次調査として全面調査を行

い､相当数の遺構・遺物が出土している。したがって、

その東隣の今回の新営地点も、事前に全面調査を行う

こととなった。

２調査の概要

２０次調査地点は、東から西へと緩やかに傾斜する微

高地上に位置し、旧地形が高くなる東半分では、地表

下約50cmで地山面に到達するＯそのため、遺構・遺物

とも東よりでとりわけ少ない。以下、時代ごとに検出

遺構・出土遺物を概観する。

（１）近世～近現代の遺構と遺物

（図38、写真５９．６１）

近現代の遺構としては、旧建物基礎の他、練兵場時

代の演習用蓮壕がある。青銅製銃弾・薬爽、軍刀用吊

り金具が出土している。

近世では、集石土壌５基がある。いずれも人頭大ほ

どの塊石の詰まった土壌（SX-13～１５．１９）である。

この時期の出土遺物には、幕末期の柄鏡破片や寛永通

宝、墓石などがある。

（２）中世の遺構と遺物

（図38、写真５９．６２～64）

中世では、調査区南端に接して東から西へと流れる

幅６ｍほどの水路群（ＳＤ－ｌ～４）を検出した。いず

れも、ほぼ東西方向の直線的な流れで、人工水路の可

能性が高い。埋士からは、弥生時代以降の遺物、とり

わけ中世の土師器・瓦器・陶磁器・獣骨等が出土して

いる。なお、この水路に北ないし北東から合流する溝

２条も確認されている（SD－５．６)。この他、若干

の土壌・柱穴などが検出されている。

（３）古墳時代の遺構と遺物

（図39、写真６０．６５～68）

古墳時代の遺構埋土は、弥生時代の遺構と同じ黒褐

色砂質土でありながら、ｌ～３皿大の砂粒を多く含み

しまりがあり、容易に見分けることができる。こうし

た埋土をもつ遺構には、竪穴式住居跡５棟と柱穴30基

前後があり、調査区内でも西よりに偏っている。

竪穴式住居跡５棟のうち２棟は、調査区北半部での

部分的な確認にとどまる。残る２棟がSC-27とSC-28

である。SC-27は、方形の竪穴式住居跡で、周辺への

広がりから、４×３，，２本柱穴構造の竪穴式住居跡

と推定される。SC-28は、Ｃ字状に残る周溝と主柱穴

１基を確認した竪穴式住居跡で、一辺４ｍ四方、柱間

２ｍ弱の４本柱穴構造が考えられる。これら住居跡は

いずれも、古墳時代後期である。



Ⅱ1999年度の調査５Ｚ

写真5999910調査（文京遺跡20次）中世～近世遺構の完掘状況（南東から）

写真6099910調査（文京遺跡20次）弥生時代～古墳時代遺構の完掘状況（南東から）
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写真6199910調査（文京遺跡20次）

SX-13（北から）

写真6399910調査（文京遺跡20次）

ＳＤ－２下層獣骨出土状況（西から）

柱穴については、西側の文京遺跡13次調査で検出し

た柱穴との検討から、２棟以上の掘立柱建物を確認し

ている。

特徴的な古墳時代遺物としては、包含層から大型の

鉄津や輪の羽口など出土している。とりわけ後者は、

６世紀前後の土師器（姿）と一括廃棄された状態で出

土している。

（４）弥生時代の遺構。遺物

（図39、写真６０．６９．７０）

弥生時代の遺構埋土は、古墳時代と異なり、細かい

砂質土からなる。このような遺構のほとんどは、明確

な掘り込みを見出しがたい溝状や窪地状の溜まりが多

写真6299910調査（文京遺跡20次）

ＳＤ－１～４検出状況（北西から）

写真6499910調査（文京遺跡20次）

ＳＤ－１～４完掘状況（西から）

い。出土遺物もほとんどない。柱穴以外の明確な遺構

は、竪穴式住居跡SC-35の１棟だけである。SC-35は

直径３ｍ弱と小型の円形住居跡。北東側を先の松移植

工事（調査番号：99901）に伴って破壊を受けていた

が､南西側は深さ20cmほどとよく残る｡埋土中に焼土・

炭化物が多く混じり、床面付近ではそれらが面的に広

がる。床面に置かれた台石上、あるいは床面には、屋

根材の一部と思われる炭化材が放射状に検出されてい

る。台石横には中央炉SK-48があり、その中から、炭

化物・焼土に混じり、赤色顔料やサヌカイトや赤色頁

岩の微細剥片などが出土している。



写真6599910調査（文京遺跡20次）
輪羽口出土状況（南から）

写真6799910調査（文京遺跡20次）弥生時代～

古墳時代遺構の検出状況（南東から）

写真6999910調査（文京遺跡20次）
ＳＣ－３５（北から）

帯､

Ⅱ1999年度の調査妬

写真6699910調査（文京遣跡20次）

SX-22（北西から）

写真6899910調査（文京遺跡20次）

ＳＣ－２７ｏ２８（西から）

写真7099910調査（文京遺跡20次）ＳＣ－３５

焼土。炭化物出土状況（東から）
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３調査のまとめ

２０次調査では、出土遺構・遺物ともに少なかったも

のの、特徴的な成果をあげることができた。まず、中

世の土地利用に関して、１８次調査で検出された水田と

も関連し、中世における文京遺跡周辺の土地利用の一

端を明らかにできる。また､包含層出土資料とは言え、

古墳時代の鉄器生産に関する貴重な出土品を得ること

もできた。今後の分析により、大型の皿状の鉄津の性

格が明らかにできようし、ほぼ全形を知りえる羽口と

ともに、文京遺跡の古墳時代集落像を考える上で、重

要な資料である。

弥生時代では、一般住居とは明確に異なる構造・出

土遺物をもつ建物跡として、工房跡と目される竪穴式

住居跡SC-35が検出できた。こういった工房跡が、同

時期の集住地区とは離れて、２０次調査地点に位置する

ことになり、改めて文京集落内の機能分担・計画的配

置を強く肯定することになる。（吉田）

99911大学会館改修工事に伴う試掘調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市文京町３番

城北団地（図ｌ）

９㎡

2000年２月１６日

試掘調査

田崎博之

宮崎直栄

施設部施設課長発事務連絡

(平成１２年２月29日付）

１調査にいたる経緯

城北団地の北東隅にある大学会館の改修に伴い、電

気・水道・ガス管などの配管工事が行われることと

なった。施設部と協議を重ねた結果、できるだけ配管

を大学会館建物が建設された際の余掘り範囲に入れ、

周囲の埋蔵文化財への影響を最小限にとどめることと

になった。

ところが、これまで、大学会館周辺では、北側で１

ケ所（調査番号：99305）と、東側で１ケ所（調査番

号：99202-2トレンチ）の調査が行われているだけ

で、面的に調査を行った例はない。そのため、大学会

館建物建設時の余掘り範囲は明確ではない。今回の調

査では、調査可能な建物東側と北側に試掘調査を行う

ことで、余掘り範囲を確定することとした。

２調査の記録

［１トレンチ］（図４０．４６、写真71）

１トレンチは、大学会館東側に設定した。大学会館

建物と団地囲障壁の間で、大学会館建物建設に伴う余

掘りの掘り込みラインを検出した。造成土であるＩ層

が地表下45cmまで続き、その下層に層厚25～30cmの団

地造成以前の旧水田層であるⅡ層があらわれた。地表

下55cmで小喋混じりの黒褐色砂質土層があらわれる。

当初、Ⅲ層と考えたが、砂牒が多く混じることや、部

分的にⅡ層の褐色シルトが混じることから、Ⅱ'層と

し、さらに掘り下げを進めることとした。その結果、

写真7199911調査１トレンチ土層断面

写真7299911調査４トレンチ土層断面



図4099911調査１～４トレンチ士層断面図（縮尺１／40）

地表下70cmで褐色シルトが

混じらず、かつⅡ'層と比

べて茶色みを帯びた黒褐色

砂質土層を確認できた。こ

の層がⅢ層にあたる。この

Ⅲ層の上面を確認して、調

査を終了することとした。

出土遺物はない。

［２トレンチ］

（図４０．４６）

２トレンチは、大学会館

北側中央の建物際に設定し

た。地表下75cmまで、造成

土層であるＩ層がつづく。

道路側で東西方向に埋設さ

れた配管があらわれた。２

トレンチ北端まで、大学会

館建物建設に伴う余掘り部

分が広がっていると判断

し、調査を終了した。

［３トレンチ］

（図４０．４６）

３トレンチは、大学会館

北側、道路を挟み２トレン

チの北側の延長線上に設定

した。地表下1.2ｍまで造

成土が続き、Ⅳ層のにぶい

黄褐色砂質土層があらわれ

た。１．Ⅳ層ともに遺物は

出土していない。

［４トレンチ］

（図４０．４６、写真72）

４トレンチは、２．３ト

レンチの西側、大学会館と

教育学部課外活動施設の間

に位置する。造成土である

Ｉ層を除去すると、地表下

60cm前後で、造成以前の旧

水田層であるⅡ層があらわ

れる。Ｉ層とⅡ層の層界部

には、厚さ２～３cmの薄い

明黄色細砂層が挟まる。Ⅱ

層は、厚さ20～30cmを測

[１トレンチ東壁］

囲障壁

大
学
会

Ⅱ1999年度の調査５７

[２トレンチ西壁］

[４トレンチ西壁］

大
学
会
館
建
物
壁

[３トレンチ西壁］
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２ｍ

道路縁石

道路縁石

29.00ｍ

29.50ｍ

い Ⅱ
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29.00ｍ

フ
細
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難墨

り、上部の耕作土部分にあたる灰黄褐色粘質土層（Ⅱ

－１層）と、下部の床土部分にあたるにぶい黄褐色粘

質土層（Ⅱ－２層）に分層できる。Ⅱ層下では、地表

下70cm前後でⅢ層があらわれた。この地点のⅢ層は、

粘性が強い黒褐色粘質土で、小石や小牒が混じる。層

厚は12～１５cm。さらに下層の地表下１．１ｍで黄褐色砂

質土層を検出した。Ⅳ層である。Ⅲ層からⅣ層への変

化は漸移的である。Ⅲ層を含めて､遺物は出土しなかっ

た。

３ 調 査 の ま と め

今次調査では、建物から東側では2.35ｍ，北側では

３ｍまで、建物建設時の余掘り範囲が広がっているこ

とを確認した。調査後、施設部へ調査成果を報告する

とともに、改修工事にあたって余掘り範囲または造成

土部分に配管を埋設することを要望した。（田崎）

99912城北団地外灯移設に伴う立会調査

き、その下位で厚さ25cmほどの黒褐色シルト層を確認

した。文京遺跡全域での基本層序Ⅲ層である。移設す

る外灯の基礎を設置する範囲で、Ｉ層をバック．ホー

で掘り下げ、Ⅲ層部分を精査したが、遺物は出土しな

かった。また、地表下87cmで黄褐色シルト層のⅣ層が

あらわれたが、やはり出土遺物はない。（田崎）

調査地点 松山市文京町３番

城北団地（図１）

１㎡

2000年２月l6日

立会調査

田崎博之

宮崎直栄

施設部施設課長発事務連絡

(平成12年１２月１日付）

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

図4199912調杏士層柱状図（縮尺１／40）
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ｆ

溌蕊蕊

一
一

写真7399912調査地点（東から）

1ｍ

5８

１調査にいたる経緯

愛媛大学理工学部等総合実験棟新営電気設備工事と

ともに、法文学部講義棟北西角に設置されている旧式

の外灯を、共通教育棟西側の外灯と取り替えることと

なった。移設元の共通教育棟西側の外灯は、設置時に

調査が行われている（調査番号：99208)。

その際の調査データから、移設元の外灯は周囲を地

表下70cmまで掘り下げて引き抜くという工法を採っ

て、埋蔵文化財に影響がないようにすることを施設部

と協議した。しかし、法文学部講義棟北西角の移設先

では、設置されている旧式の外灯基礎を引き抜いて周

囲を掘り広げることが必要であり、この移設先のみ工

事に立ち会って調査を実施することとなった。

蕊蕊

鍵鍵鍵鍵議舞溌

Ⅲ
’
Ⅳ

２調査の記録

まず、既設の外灯および基礎部分を引き抜いて土層

断面を観察した。地表下63cmまで造成土のＩ層が続

29.00ｍ

Ｉ

ロ
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99913農学部生態観察実験のための水田設置に伴う調査

調査地点 松山市樽味町３丁目５番地

樽味団地（図２）

１㎡

2000年３月１０日

確認調査

田崎博之

宮崎直栄

農学部事務長発事務連絡

(平成12年３月６日付）

地表面から50cmほど掘り込まれ、樽味遺跡全域におけ

る基本層序Ⅳ層を確認できた。

工事は、農学部による冬期間における水田の貯水状

態での生態観察実験のためのもので、埋蔵文化財に対

する配慮のないまま行われたものであった。急遼、調

査を実施することとなった。

調査面積

調査期間

調査の種別

調 査 担 当

調査補助

依頼文書 ２調査の記録

田面の中央に逆｢T｣字形に東西16.5ｍ、南北10ｍ、

西辺に沿って南北７ｍの溝が掘られていた。調査で

は、まず、すでに西辺に沿って掘られた溝の壁面を清

掃して土層の観察を行った。現水田面下の地表下50ｃｍ

で、樽味遺跡における基本層序Ⅳ層の黄褐色砂質シル

ト層があらわれた。また、中央に逆「T」字形に掘ら

れた溝は水が溜まっているため、田面北東部に１×１

１調査にいたる経緯

樽味遺跡団地内で農学部附属農業高等学校校舎新営

電気．機械設備工事(３期)に伴う調査中の１１月24日、

実‘験農場の一角に幅50cmほどの溝が掘削されているこ

とを知った。溝は半ば埋まりかけていたが、部分的に

写真7499913調査地点（北東から）

綴

写真7599913調査地点西側溝部分の±層断面

図4299913調査地点位置図、土層柱状図

（縮尺１／500,1／40）
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３調査にかかわる問題点

平成１１年１２月９日付で、施設部長へ「埋蔵文化財の

周知徹底について（依頼)」を提出するとともに、構

内各所で行われる諸工事を把握し、埋蔵文化財調査室

との協議を行い、埋蔵文化財の保護・保存に努めるこ

とを確認した。 （田崎）

ｍの調査区を設定して土層の観察を行ったが、やは

り、地表下50cmでⅣ層にあたる黄褐色砂質シルト層を

確認できた。周辺では、Ⅱ．Ⅲ層を削って水田が造成

されたと考えられる（図42、写真７４．７５)。

今回の調査では、弥生土器もしくは土師器の胴部片

が２点出土したのみである。小片で図示できなかっ

た。

99914埋蔵文化財調査室情報通信設備工事に伴う立会調査

依頼文書施設部施設課長発事務連絡

（平成１２年３月ｌ付）

松山市道後樋又１０番１３号

城北団地（図１）

19㎡

2000年３月13日

立会調査

田崎博之

宮崎直栄

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

１調査にいたる経緯

城北団地北東部にある事務局管理棟１階の保健管理

センターから情報通信ケーブルを埋蔵文化財調査室ま

で敷設することとなった。施設部と協議し、埋蔵文化

、
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財に影響がないように、できるだけ管路を浅くする設

計を行い、工事にあたって立会調査を実施することと

した。

２調査の記録

情報通信ケーブル埋設用の幅70cm、長さ35ｍ、深さ

60cmの溝を掘削したが、いずれの地点でも造成土であ

Ⅱ1999年度の調査６ｺ

るＩ層の中におさまっている（図43)。

出土遺物には、備前焼の播鉢、白磁碗の胴部片、近

世の施和陶器片、弥生時代後期と考えられる尭の口縁

部の破片が出土した。いずれも細片である。

３調査後の対応

慎重工事を依頼して調査を終了。 (田崎）

99915法文学部講義棟空調電源工事に伴う立会調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市文京町３番

城北団地（図１）

１㎡

2000年３月13日

立会調査

田崎博之

宮崎直栄

施設部施設課長発事務連絡

(平成12年３月ｌ付）

１調査にいたる経緯

法文学部講義棟の南西角で空調電源工事が行われる

こととなり、工事に立ち会って調査を実施した。

２調査の記録

調査区は法文学部講義棟の壁面に接した箇所にあ

り、工事に際して地表下85cmまで掘り下げたが、造成

土であるＩ層が確認されたにすぎない（写真76)。調

査地点は、講義棟建設のための余掘り部分の中にある

ものと考えられる。遺物は出土していない。

３調査後の対応

電源工事に伴って掘削される地点は、法文学部講義

棟の建設時の余掘り部分と考えられる。範囲以外の掘

削を行わないように依頼して、調査を終了した。

（田''1奇）
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写真7699915調査地点土居断面

99916農学部附属農業高等学校校舎新営工事に伴う立会調査

調査地点

調査 期 間

調査の種別

調査担当

調査 補 助

松山市樽味町３丁目５番地

樽味団地（図２）

1999年５月７日

立会調査

吉田広

宮崎直栄

１調査にいたる経緯

樽味遺跡５次調査中に、先に行った樽味遺跡４次調

査地点の、農学部附属農業高等学校校舎新営工事に際

して、調査中に既設管路で調査できなかった部分の掘

削が行われることが連絡された。そこで、樽味遺跡４

次調査に追加する形で立会調査を実施することとした。



6２

２調査の記録

調査地点は、樽味遺跡４次調査の本調査区北東隅部

にあたる。調査時には、側溝と排水管路の存在のため

調査できなかった部分である。調査は、掘削後の土層

観察として、側溝下部において行った。

側溝

Ｌ 」

栗石

②

42.00ｍ

41.00,

0 １ｍ

ー －

図4499916調査±層柱状図（縮尺１／40）

側溝は、地表から70cmの深さで、その下に約25cmの

厚さの基礎栗石が敷かれていた。それ以下は撹乱がお

よんでいない土層である（図44)。

まず、粘’性が高く、下部には砂層をラミナ状に混じ

える黒褐色シルト質士層（①層）が約30cmの厚さで堆

積し、その下は、0.5ｍ以下の均質なしまりの弱い黄

灰色砂層（②層）を15cmの厚さで確認された。これら

は、樽味遺跡４次調査で確認したＳＲ－ｌの埋土の一部

である。

なお、今回の調査では遺物は出土していない。

３調査後の対応

翌日、続いて東側斜道の掘削が行われる予定であっ

たが、計画掘削深度も浅く、遺跡に影響がおよばない

と判断できたため、以後の慎重工事を依頼して調査を

終えた。 (吉田）



Ⅲ2000年度の調査〃

Ⅲ2000年度の調査

OOOOl大学会館改修工事に伴う立会調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市文京町３番

城北団地（図ｌ）

９㎡

2000年８月２９．３０日

立会調査

田崎博之

宮崎直栄

施設部施設課長発事務連絡

(平成１２年８月２日付）

１調査にいたる経緯

大学会館の改修工事が着手されることとなったが、

昨年度実施した試掘調査（調査番号：99911）と周辺

での既往調査の成果を踏まえ、埋蔵文化財への影響を

最小限にとどめるため、施設部との協議を行った。し

かし、大学会館西側の排水管路の粉設置部分３ヶ所に

ついては、掘削面を表土層中にとどめることが技術的

にできないため、立会調査を実施することとなった。

２調査の記録

大学会館西側の排水管路の析設置部分３ヶ所を北か

ら１．２．３トレンチとして調査を進めることとした

（写真77)。

［１トレンチ］（図45、写真78）

工事に伴う掘削深度である地表下95cmまで掘り下げ

たが、造成士層がつづく。２．３トレンチでは、建物

から2.5～2.75ｍで大学会館建設工事に伴う余掘りラ

インを確認できている。周辺を含めて大きく撹乱され

ている可能性が高い。

［２トレンチ］（図45、写真79）

建物から2.5ｍまでは、大学会館建設工事に伴う余

掘り範囲である。トレンチ西側の約70cmほどに、城北

団地全域で設定しているⅢ層が残存していた。地表下

35～70cmまで黄褐色砂質シルト層がみられる。マンガ

ンが縞状に水平に沈着しており、水田層と考えられ

る。しかし、城北団地全域で設定している基本層序Ⅱ

層と比べて、黄色みの強い土色で、土質も砂質分が強

い。同様な堆積物は、大学会館周辺の調査地点や、文

京遺跡15次調査（調査番号：99602）４トレンチでも

知られている。また、文京遺跡18次調査（調査番号：

99802）Ａ区の中世の水田層の上層にみられる。近世

以降の水田層と考え、Ⅱ'層とした。

地表下70cmで暗褐色砂質シルト層があらわれた。基

本層序のⅢ層にあたる。Ⅳ層の小指先大の小塊がごく

少量混じる。Ⅲ層下には、Ⅳ層にあたる砂喋混じりの

オリーブ褐色砂質シルトが堆積している。Ⅲ．Ⅳ層か

ら遺物は出土していない。

［３トレンチ］（図45、写真80）

建物から2.75ｍまでは、大学会館建設工事に伴う余

掘り範囲である。トレンチ西側の約１ｍほどにⅢ層が

[３トレンチ西壁］ [２トレンチ西壁］ [１トレンチ柱状図］

I層（

造成土

Ⅱ'層

暗褐鰯冒Ｆ二

アスフアノ

撹乱部分 撹乱部

０ １ｍ
－－

－２９．００ｍ

28.00ｍ

図4500001調査１．２．３トレンチ士層断面図、土層柱状図（縮尺１／40）
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写真7700001調査全景（北西から）

写真7900001調査２トレンチ西壁十層断面

残存していた。地表下45cmで、２トレンチでも確認で

きたⅡ'層がみられ、その下層地表下75cm前後でⅢ層

にあたる暗褐色砂質シルト層があらわれた。さらに下

層には、小喋と細砂が混じる暗褐色砂喋層が堆積して

いる。ただし、この地点のⅢ層は､他地点とは異なり、

小喋や粗砂がとくに多く混じる。下層に堆積する暗褐

色砂喋層とⅢ層との混合層である。３トレンチでは遺

物は出土していない。

３調査のまとめ

今回の調査では、これまで調査されていなかった大

学会館西側の土層データを得ることができた。ここで

は、既往の発掘調査データも含め、大学会館周辺の遺

跡分布の状況を考えてみたい。

まず、文京遺跡１５次調査（調査番号：99602）３卜

写真7800001調査１トレンチ（南東から）

写真8000001調査３トレンチ西壁十層断面

レンチ、今次調査１～３トレンチ、99911調査４トレ

ンチ、そして団地北側で松山市埋蔵文化財センターが

実施した道後樋又遺跡２次調査区をつなぐ南北方向の

地形断面図を作成した。これに土層データを加えたの

が図46である。

これをみると、団地内に設定された１５次調査３トレ

ンチから99911調査４トレンチまでは、比較的良好に

Ⅲ層が残存するが、団地北側の道後樋又遺跡２次調査

区では、自然流路が確認されているとともに、Ⅲ層は

自然流路によって削られ、Ⅳ層の検出面も低い。これ

らは、古代（８世紀代、ＳR－２．３）と中世(ＳＲ－ｌ）

に埋没する自然流路である。埋没時期から考えると、

文京遺跡１８次調査で確認されている自然流路へとつな

がるものと考えられる。また、１５次調査３トレンチ北

端では北側へ向い、今次調査２トレンチでは南側へ、
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Ⅳ層が緩やかに落ち込んでいく。その間の今次調査ｌ

トレンチでは、暗褐色砂喋層がみられ、幅１５～20ｍの

自然流路を想定できる。この流路は、文京遺跡８次調

査で確認されているＳＲ－ｌもしくはSＲ－２（縄文晩期

後葉に埋没する）に連なる自然流路と考えられる。

このように、大学会館の北側には、幾筋もの自然流

路が流れている。さらに、道後樋又遺跡２次調査区で

Iま、自然流路下に残されていたⅣ層に相当する黄褐色

粘質士から、縄文時代後期～晩期前半の土器が出土し

ている。そのため、大学会館周辺でも、当該期の遺跡

が分布している可能性が高い｡今後とも､工事にあたっ

ては、埋蔵文化財への対応を講じていく必要がある。

（田崎）

OOOO2教育学部クレイテニスコート改修工事に伴う試掘調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

城北団地（図ｌ）

2.2㎡

2000年９月１３日

試掘調査

吉田広・三吉秀充

教育学部長発事務連絡

(平成１２年９月５日付）

１調査の経緯

城北キャンパス内のクレイテニスコート西側２面を

全天候型テニスコートへ改修することが計画された。

その改修にあたって、現状コート面から20cmの掘削が

必要となった。ところが、テニスコート一帯は、その

[１トレンチ南壁］［２トレンチ北壁］［３トレンチ北壁］［４トレンチ北壁］［５トレンチ東壁］

可一ＩⅡ

－ －

[ｌトレンチ］

Ｉ：握り拳よりやや小さめの円篠を含んだ造成土。

[２トレンチ］

１－１：円喋を含んだ造成土。

１－２：握り拳大の円喋からなる造成土。

Ⅱ：灰オリーブ色（5Y5/2）砂質土。直径１mmの砂喋を多

く含む。しまりなし。土師質小破片あり。

[３トレンチ］

Ｉ：真砂土十握り拳大の円喋。

Ⅱ：灰黄褐色（l0YR5/2）砂質士主体。鉄分の沈着による

明黄褐色砂質土がラミナ状に入る。径ｌ～２cmの砂篠

が多く混じる。

[４トレンチ］

Ｉ：真砂士。

Ⅱ－１：暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土に明黄褐色砂質土ブロッ

クが混じり、少量の砂喋を含む。

Ⅱ－２：黄褐色（2.5Y5/3）砂質シルト。しまりあり。径１

ｍｍ前後の砂喋が混じる。

Ⅱ－３：明黄褐色（2.5Y6/6）砂質シルト。しまりあり。径

１mm前後の砂篠が混じる。

図4700002調査１～５

Ⅱ－４：暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質シルト。しまりあり。径１ｍ～小指先大

の円喋・砂喋を含む◎土師質土器の破片が出土。

Ⅱ－５：暗灰黄色（2.5Y5/2）砂質シルト。しまりあり。砂喋はほとんど混

じらない。

Ⅱ－６：暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト主体で、浅黄色（2.5Y7/4）砂質土の不

定形の塊が混じる。

Ⅳ：浅黄色（2.5Y7/4）砂質土。地山層で、上層にマンガンの沈着あり。

[５トレンチ］

Ｉ：真砂土。

Ⅱ－７：黄褐色（2.5Y5/3）シルト。径１mmの砂喋が混じる。

Ⅱ－８：暗緑灰色（7.5GY3/l）シルト。径１ｍの砂喋が混じる。

Ⅱ－９：灰オリーブ色（5Y5/2）砂質シルト。径１mmの砂篠が混じる。

Ⅱ－１０：灰オリーブ色（5Y5/2）砂質シルト。明黄褐色砂質土がラミナ状に

混じる。

Ⅱ－１１：明黄褐色（2.5Y6/6）砂質シルト。径１mmの砂喋を含む。

Ⅱ－１２：灰オリーブ色（5Y5/2）砂質シルト。径１mmの砂篠を含む。

Ⅱ－１３：灰オリーブ色（5Y5/2）砂質シルト。径１ｍの砂喋を含む。明黄褐

色砂質土がラミナ状に混じる。

Ⅱ－１４：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト。砂質弱く、しまりあり。

トレンチ士層柱状図（縮尺１／40）



利用状況から、これまで埋蔵文化財の状況は確認され

ていないままであった。したがって、掘削深度は浅い

が、改修に先立って確認を行うこととした。

調査では、改修２面の四隅にトレンチを設定し、掘

削にかかった。ところが、ネット支柱部分や排水析設

置部分は更なる掘削深度を必要とするとの連絡と、今

後予定される残る東側４面のコートに関する情報提供

の依頼が担当職員から現場であり、時間・労力などを

考慮・協議した結果、６面あるテニスコートの四隅

に、深度１ｍを目安に土層確認を行うこととした。

２ 調査の記録

［１トレンチ］（図47）

西側から２面目の南東隅に設定したトレンチであ

る。コート面から35cmまで人力で掘り下げたが、造成

写真8100002調査２トレンチ北壁十層断面

写真8300002調査４トレンチ北壁十層断面

Ⅲ2000年度の調査６７

土が続く。排水用砕石の敷設も認められなかった。

［２トレンチ］（図47、写真81）

最も西側のコート南西隅に設定したトレンチであ

る。コート面から55cmまでは造成土で、以下95cmまで

Ⅱ層が続く。

［３トレンチ］（図47、写真82）

最も西側のコート北西隅に設定したトレンチであ

る。コート面から70cmまでは造成土で、以下115cmま

でⅡ層が続く。

［４トレンチ］（図47、写真83）

最も東側のコート北東隅に設定したトレンチであ

る。コート面下１０cmまでは真砂土層で、以下80cmまで

Ⅱ層が続く。それ以下はⅣ層となるが、トレンチ内で

東側に傾斜する落ち込みが認められ、遺構の可能性も

ある。なお、Ⅱ層は幾枚かの水田層に分離できるが、

写真8200002調査３トレンチ北壁十層断面

写真8400002調査５トレンチ東壁土層断面
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この地点でのⅣ層の検出と、後記する５トレンチでの

所見から、Ⅱ－３層以上は近世・近代の水田層である

可能性が高い。

［５トレンチ］（図47、写真84）

最も東側のコート南東隅に設定したトレンチであ

る。コート面下15cmまでが真砂士および造成士で、以

下90cmまで造成以前の水田層が続く。幾枚かの水田層

に分離でき、周辺既往調査で確認されたⅡ層との比較

から、Ⅱ－１１層以上に関しては近世以降の水田層であ

る可能性が高い。

３調査後の対応

今回の調査で、とりあえず当初埋蔵文化財調査室に

提示された西側コート２面の20cmの掘削は、造成土内

でおさまることが推測できることとなった。ただし、

55cmをこえての掘削に際しては、中世の水田層に影響

がおよぶ可能性がある。したがって、新設の排水析や

支柱の設置には、立会調査が必要である。

さらに、今後予定される東側コート４面に関して

は、４．５トレンチで表土層が１０～20cmと浅く、砕石

等の敷設もなく、直下でⅡ層に達する。ただし、周辺

既往調査との対応から、４トレンチで現コート面下４０

cm，５トレンチでコート面下50cmまでは近世以降の水

田層である可能性が高い。したがって、現コート面下

40cmまでの範囲ならば、中世以前の水田層への影響は

ほとんどないものと推定できる。（吉田）

OOOO3基礎科学総合研究棟新営工事（Ｉ期）に伴う調査

（文京遺跡21次調査）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市文京町２番５号

城北団地（図１）

1,644㎡

2001年１月１５日～９月９日

事前全面調査

田崎博之・吉田広・三吉秀充

宮崎直栄

理学部事務長発事務連絡

(平成１２年１０月25日付）

１調査にいたる経緯

2000年９月20日、施設部との連絡会議で、理学部構

内で基礎科学総合研究棟の新設工事に伴う発掘調査が

必要となる可能性が高くなってきたとの報告があっ

た。その調査面積は、これまでにない2,500㎡近い大

規模なもので、施設部からは単年度での調査が可能な

のかの検討を要望された。その後、調査期間や体制、

調査費用の問題などを施設部と協議していった。

１０月23日の連絡会議で、建設が２期にわたることが

報告され､まずは１期分の1,870㎡の調査が必要になっ

た。とは言っても、これまでにない大面積である。田

崎．宮崎が調査にあたるが、調査最終段階の多忙期に

は、吉田・三吉を加えた２パーテイで進めることとし

た。しかし、本来なら報告書刊行に向けて整理作業を

行っていた吉田・三吉を動員することは、整理作業に

大きな支障をきたすこととなった。

２調査の方法

（１）調査区割りと調査区（図48）

今回の調査範囲は、基礎科学総合研究棟本体に加え

て、これに接続される管路部分を含む。城北団地全体

で平面直角座標系Ｘ＝93900,Ｙ＝-66800を基点とし

て設定している調査区割りでは、ＡＢ～AS-57～75区

にあたる。ただし、電線管･給水管･通信管などを埋設

する管路部分が点在するので､以下のＩ～Ⅳ区を設定し、

城北地区調査区割りと併用して調査を進めた(図48)。

Ｉ区：ＡＨ～ＡＰ-57～66区の建物本体部分と、東に

のびるＡＣ～ＡＨ－５７．５８区、西にのびるＡＯ

～AS-58区、北にのびるAH-66～68区の各

管路部分。

Ⅱ区：理学部敷地の東辺に沿ってＡＣ-58～68区の

南北にのびる管路部分。

Ⅲ区：理学部敷地の東辺に沿いⅡ区の北側のＡＢ・

ＡＣ-69～75区にあたる管路部分。

Ⅳ区：理学部本館東端を取り巻くＡＧ～AJ-69～７４

区の管路部分。

また、建物本体部分はできるだけ早く建設工事に入

りたいとの施設部側からの要望があり、協議の上で建

物本体部分にあたるＩ区を最初に調査し、その後、管

路部分であるⅡ～Ⅳ区を調査することとした。
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Ⅲ2000年度の調査”

加えて、Ｉ区東北隅のSR-17下層で確認した縄文晩

期終末～弥生前期初頭の土器溜りには、Ⅳ層の上層に

形成された遺構として、SX-400の遺構番号を与えて

いる。

また、③Ⅳ層上半部の遺構は縄文後期と考えられる

もので、401から416まで遺構番号を与えながら調査を

進めた。④Ⅳ層下半部の遺構については、Ⅳ層中の遺

構ということで、③Ⅳ層上半部の遺構の最終遺構番号

に続けて、417の番号を付した。

Ⅱ区では調査順に501～508,Ⅲ区では601～603の遺

構番号を付した｡Ⅳ区では､遺構は確認されていない。

整理すると、以下のようになる。

①Ⅲ層上面およびⅢ層掘り下げ中で確認できた遺

構②Ⅳ層上面で検出した遺構

ｌ～３８３．４００．５０１～508.601～603を付与。ただ

し、７０．７１．７３．７４．９５．１０１・１０７．１１６．１４０．

１４５．１８１，’8６．２１７．２１８．２３２．２７７．２８３．

２８４．２８５．３００．３０１．３０８．３０９．３１０．３１３．

３１４．３２１．３２２．３２８．３３５．３５９，363.384～３９９

は欠番。

=94300

bｏｒｎ

=94200

（２）遺構の表記

今次調査でもっとも広いＩ区で出土した遺構には、

検出．確認面ごとにみると、

①Ⅲ層上面およびⅢ層掘り下げ中に確認した遺構

②Ⅳ層上面で検出した遺構

③Ⅳ層上半部の遺構

④Ⅳ層下半部の遺構

がある。この中で、①Ⅲ層上面およびⅢ層掘り下げ中

で確認できた遺構は、出土遺物や切り合い関係から古

代末～中世のものと判断される。これに対して、②Ⅳ

層上面で検出した遺構には、弥生時代前期から中世に

わたる時期のものが含まれている。検出した層序面ご

とに時代．時期差を把握できているわけではない。こ

うしたことが生じるのは、遺構埋土がⅢ層と類似する

ため､本来Ⅲ層上面での検出が困難で､Ⅳ層上面でやっ

と確認できた場合があるからである。

この点に関しては発掘調査中から気付いており、遺

構番号を付与するにあたっては、Ⅲ層上面～Ⅳ層上面

で検出した遺構については、検出面を問わずに、検出

順にｌ～383の連番で遺構番号を付与していった。

-lFNl8II6Ll8Kl8Jl8,|鮒'8‘'8F|雛'8,l80l8Bl8川AZl州MXl州川WlAUl肺MSl脈lA0lAPMOl棚|A川ALlAKlAJlAllAHlA6lAFlAElADlAcIA81爪FLX雲"'0,

図4800003調査（文京遺跡21次）調査区配置図（縮尺１／2000）
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③Ⅳ層上半部の遺構：401～416を付与。ただし、

４０５．４０６は欠番。

④Ⅳ層下半部の遺構：417を付与。

この中で、竪穴式住居跡や掘立柱建物は複数の土壌

や柱穴から構成される。これらについても個々に遺構

の登録番号を与えている。そのために、１軒の竪穴式

住居跡が複数の登録番号をもつ遺構から構成されてい

ることとなっている。以上の遺構番号に遺構略号を冠

して遺構の種別を表している。

３調査の概要

（１）基本層序

今回の調査でも、城北団地全域で設定されている基

本層序のＩ～Ｖ層が確認されている（図50)。

Ｉ層：表土層にあたる瓦牒を含む造成士部分。

Ⅱ層：造成以前の灰色系の近世～近代の水田層。調

査範囲のほぼ全域に広がっているが、Ｉ区西

半部のＡＬ～AO-58～65区では、Ⅱ層はみら

れず、Ｉ層とⅢ層の間には、マンガンが薄い

縞状に何枚も沈着する黒褐色砂質シルト層が

堆積している。水田層と考えられ、層序関係

からは、古代～中世のＳＤ－ｌ～４が伴う。Ⅱ′

層とした。

Ⅲ層：弥生時代～古墳時代の遺構・遺物を包含する

黒色～暗褐色系の士層である。調査区全域で

確認される｡ＳＤ－ｌ～４．５０２．５０３､ＳＤ－５、

ＳＤ-6.501、ＳＤ－７、SD-50の古代～中世の

溝はⅢ層上面で検出できたが、他の遺構は、

Ⅲ層を掘り下げた後にⅣ層上面で検出した。

Ⅳ層：黄褐色系のシルトー砂質土層である。今次調

査では、撹乱部の壁面や、先行トレンチでⅣ

層中にも、遺構が営まれていることが確認で

きた。そのため、Ｖ層最上部まで掘り下げ、

Ⅳ層の堆積状況を把握することとした。その

観察結果を撹乱部の壁面土層とも対応させ、

Ⅳ層が大きく７層の土層群から構成されるこ

とを把握した。

Ⅳ－１層：明黄褐色砂質シルト。Ⅲ層との層界は

漸移的で、上半部にはⅢ層のしみ込み

がみられる。

Ⅳ－２層：にぶい黄褐色砂質シルトで、Ⅳ－１層

とは砂牒・細砂が多く混じる点が大き

く異なる。

Ⅳ－３層：明黄褐色や黄灰色の細砂・粗砂・小牒

からなるレンズ状ブロックで構成され

る土居。

Ⅳ－４層：にぶい黄褐色砂質シルトで、部分的に

細砂・粗砂・小篠からなるレンズ状ブ

ロックが含まれる。しかし、Ⅳ－３層ほ

ど多くない。

Ⅳ－５層：にぶい黄色や浅黄色のシルト。

Ⅳ－６層：Ｖ層直上に堆積するにぶい黄色や浅黄

色の砂質シルトで､細砂が多く混じる。

Ⅳ－７層：Ｉ区北東部に分布する細砂・粗砂のレ

ンズ状ブロックが多くみられるにぶい

黄褐色砂質シルト。

この中で、Ⅳ－１層～Ⅳ－４層は調査区のほ

ぼ全域に分布し、Ⅳ－５．６層はＶ層が低く窪

む部分に堆積する。Ⅳ－１．２層、一部Ⅳ－３

層に焼土塊や炭化物片が含まれることから、Ⅳ

層上半部に掘り込まれた遺構であることを確認

できた。また、Ⅳ－５層では縄文前期の遺物溜

りを検出できた。

Ｖ層：Ⅳ層下の花商岩を主体とする砂篠ないし牒層

である。

（２）調査の概要

以下、Ｉ区とⅡ区を一括し、Ⅲ層～Ⅳ層上面で検出

した遺構（縄文晩期終末～中世の遺構と遺物)、Ⅳ層

上半部の遺構（縄文後期？)、Ⅳ層下半部の遺構（縄

文前期）の３時期に構成し、これにⅢ区とⅣ区をまと

めて、出土した遺構と遺物の概要報告を行う。

ただし、Ⅱ～Ⅳ区は､管路部分で､調査区幅が狭く、

Ⅳ層部の遺構の調査は深度が深くなるため不可能で、

工事に伴う掘削深度までの調査を行ったにすぎない。

（ａ）Ｉ。Ⅱ区の概要

［Ⅲ層～Ⅳ層上面の調査（縄文晩期終末～中世)］

Ｉ区とⅡ区では、竪穴式住居跡３棟、土塘50基、溝

10条、自然河道１条、土器溜り１，立柱痕跡や杭痕跡

をもつものを含む数多くの小穴が出土した（図49.

51、写真85)。

Ⅲ層上面とⅣ層上面で検出した遺構があり、弥生時

代前期から中世にわたる時期のものが含まれる。その

中で、遺構を埋土の質や色調を類型化し、遺構の時期

を判断する手がかりとした。こうした埋土の各類型を

一覧として表３に整理しているので、参照されたい。

竪穴式住居跡は、ＳC－２８．３０．３４の３棟を調査し
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図49 00003調査 (文京遺跡21次)111層-IV層上面の弥生時代~中世遺構配置図 (縮尺 1/250) 
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表300003調査（文京遺跡21次）における埋土の類型と遺構一覧

３１．３３．３５．４５は比較的大型の土壌であるが、他は直

径あるいは一辺が１ｍ以下の小型土壌である。いずれ

もⅣ層上面で検出したが、ＳＫ-23.130は古代～中世

の土壌、ＳK－３１．３３．３５は弥生前期の貯蔵穴で、ＳＫ－

８．２６．４７も弥生前期の土器が少量ながら出土してい

るので、当該期の遺構と考えられる。また、ＳK－２０．

４２．４６．３０４．３３９からは、弥生土器の破片が出土して

いるが、細片のため詳細な時期は不明である。以外の

土壌は、時期を判断できる遺物は出土しておらず、埋

土の特徴から弥生時代～古墳時代の時期幅で捉えるし

かない。

た。いずれもⅣ層上面で検出。SC-28は不整な隅丸方

形で、古墳時代の竪穴式住居跡と考えられる（写真

91)。SC-30は、径6.5～6.7ｍの円形もしくは楕円形

の平面形をもつ。SC-34は、SC-30の下層で確認でき

た円形の竪穴式住居跡である。ＳC－３０．３４の覆土中に

は､弥生前期の遺物が大量に廃棄されている。ともに、

当該期の竪穴式住居跡である（写真92)。

土塘は､ＳＫ－８～１０．１３．２０．２２～２７．２９．３１～33.

35～４９．１０４．１１０．１３０．１４７．１５０．’５４．１６０．１６１．

１６３．１６８．１７１．１７２．１９４．１９６．２０１．２０４．２１６．

２７６．２９０．３０４の計50基の土壌が出土。ＳＫ-２０．２６．

Ⅲ2000年度の調査刀

埋土の特徴 竪穴式住居跡（SC）・土塘（SK）・溝（SD）・小穴（SP）

Ａ：Ⅲ層上面で検出し
た砂喋に褐灰色シ
ルトが混じる

ＳＤ－ｌ～４．５０２．５０３、ＳＤ－５、ＳＤ－６．５０１、ＳＤ－７・ＳＤ－５０、ＳＲ－ｌ７
SR-601～603

、

Ｂ：燈色および褐灰色
のシルトが混じる
埋土をもつ

SＫ-２３．１３０

SＰ－５３．５４．５５．５９．６２．７６．８３．８４．８６．１０８．１１５．１２６．２１９．２２１．２６０．
３１１．３３０．３４５．３４６．３４９．３５２．３５６．３５７

Ｃ：暗褐色シルトや黒
褐色シルトを主体
とする

－ － －ー一一ー一一一一一一一一一一－一一一一一ーーーーニー

C－１：部分的に褐色
シルトや黒褐

色シルトの塊
が混じる

Ｃ 一 一 一一一ー一一一ー－－－－－－－－一一一一一丘＝号一エー

C－２：褐色シルトな

いしは黒褐色
シルトの埋士

Ｂー一一一ーーー一一一一一一－一一一一一一一■■■＝言■■■＝－一一三二二－.

C－３：部分的にⅣ層

の黄褐色シル
ﾄ塊が混じる

SＣ-２８．３０．３４

SK-31
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SＫ－１３．２０．２５．３６．１４７．１６０．１９４．１９６．２０１．２７６
ＳＤ－ｌ２・’６．１８．２１

SＰ－５７．６３．７８．１６６．１８２．１８５．’８７．１８８．１８９．１９０．１９１．１９３．１９５．１９７．１９８．
１９９．２００．２０２．２０７．２１１．２１２．２１３．２１４．２６１．２６２．２６３．２６４．２６５．２６７
２６９．２７０．２７１．２７２．２７３．２７４．２７５．２７８．２７９．２８０．２８１．２８２．３５８．３６５

●
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SＫ－３５．４８．４９．３０４

SＤ－１１．５０６、ＳＤ－１５

SＰ－６５．９９．１０２．１０９．１１２．’１３．１１８．１２２．１２４．１３７．１３８．１４１．１４２．１４９
１５１．１５２．１５５．２０５．２２８．２２９．２３０．２３１．２３３．２３５．２４１．２４２．２４６．２４７
２５８．２９８．３０５．３３４．３４７．３６４．３７２

●
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SＤ－ｌ９
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3８１．３８２．３８３

●
●
●
●
●
●
●

Ｄ：褐色シルトを主体
とするが黄燈色シ
ルトが混じる

SK-37
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３０２．３２３．３３７．３４０．３４２．３５４.３７１．３７８

Ｅ：にぶい黄褐色シル

ﾄの中に黒褐色シ
ルトや褐色シルト
の塊が含まれる
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写真8500003調査（文京遺跡21次）Ｉ区弥生時代～中世の遺構完掘状況（北西から）

写真8600003調査（文京遺跡21次）ＳＤ－１～４写真8700003調査(文京遺跡21次)ＳＤ－１ｏ２および、

検出状況（西から） 合流地点±層断面（西から）



写真8800003調査（文京遺跡21次）

ＳＤ－５ｏ６完掘状況（西から）

Ⅲ2000年度の調査万

写真8900003調査（文京遣跡21次）

SD-11完掘状況（西から）

写真9000003調査（文京遺跡21次）ＳＤ－１１土層断面

写真9100003調査（文京遺跡21次）

ＳＣ－２８完掘状況（北から）

写真9200003調査（文京遺跡21次）

ＳＣ－３０．３４、SK-31完掘状況（西から）



写真9500003調査（文京遺跡21次）

ＳＫ－４０１ｏ４０２検出状況（西から）
写真9800003調査（文京遣跡21次）

SX-414検出状況（東から）
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写真9600003調査（文京遺跡21次）ＳＫ－４０１（西から）

写真9400003調査（文京遣跡21次）Ｉ区南西部Ⅳ層

完掘状況、土居断面（西から）

Z４

，篭識

写真9300003調査（文京遺跡21次）Ⅳ層上半部

および下半部の完掘状況（北西から）

写真9700003調査（文京遣跡21次）SK-407、

ＳＰ－４０８°409、SX-412検出状況（南から）

鍾蕊識錘 蕊

霞勤

写真9900003調査（文京遣跡21次）

SX-415検出状況（東から）



Ｉ．Ⅱ区で検出した溝は、最近の撹乱が著しいため

個々に遺構番号を与えたが、調査終了後、配置と埋土

の特徴から、ＳＤ－１～４．５０２．５０３､ＳＤ－５、ＳＤ－６．

５０１、ＳＤ－７、SD-50、ＳＤ－１２・’６．１８．２１，ＳＤ-11.

506、SD-15、SD-l9、SD-14の１０条に整理した。こ

の中で、ＳＤ－ｌ～４．５０２．５０３（写真８６．８７)、ＳＤ－

５（写真88)、ＳＤ－６．５０１（写真88)、ＳＤ－７、ＳＤ－

５０は、古代～中世の溝である。SD-l5は古墳中期、SD

-l9は弥生時代～古墳時代の時期幅で捉えられる。

その中で､SD-llは弥生前期に比定できる(写真89.

90)。Ｉ区のＡＨ～ＡN－６０．６１区､Ａ０－６１．６２区で東西

方向にほぼ直線的にのびる幅3.1～4.8ｍの大溝で、東

側は隣接する21次調査区へものび、Ⅱ区で検出したSD

-506に繋がる｡２１．２４次調査区で65ｍを測る｡SＤ－１２．

１６．１８．２１、SD-l4は、ＳＤ－ｌ１．５０６に伴う可能'性が

ある。

Ｉ区北東隅のＡＨ－６３．６４区ではＩ層下、ＡＨ-65.

66区では撹乱部の底面、ＡＨ－６７．６８区ではⅡ層下で、

SR-17を確認した。Ⅱ区でも、同様な砂喋層を確認で

き、SR-508とした。一連の自然河道である。2001年

度に実施された東側に隣接する24次調査で、SR-l7と

SR-508は15ｍほどの河道幅で北側から湾入すること

を確認でき、ＳR－１７．５０８として一括した。出土遺物

から、SR-17の埋没時期は弥生後期終末を前後する時

期と考えられる。

SR-l7下層では、縄文晩期終末～弥生前期初頭の遺

物が包含されるSX-400を確認できた（図51)。基本層

序Ｖ層の喋層が北に向かって急激に落ち込み、その上

位を砂喋混じりのⅣ層が埋める結果、緩やかな浅い谷

状の窪地が形成され、そこに褐色砂質シルト層や黒褐

色シルト層が堆積する過程で形成された土器溜りであ

る。遺物は、Ⅳ層の落ち際に沿うように集中する。谷

状の窪地の落ち際に生活残津として投棄された遺物と

判断した。縄文晩期終末～弥生前期初頭の土器がほと

んどで、他にサヌカイト小片や炭化物片がある。土器

は細片化したものもあるが、比較的大形の破片に接

合・復元できるものが多い。当該期の良好な資料であ

る。

小穴は、Ｉ区全域で数多く検出された。その中で、

SＰ－５３．５４．５５．５９．６２．７６．８３．８４．８６．１０８．

１１５．１２６．２１９．２２１．２６０．３１１．３３０．３４５．３４６．

３４９．３５２．３５６．３５７は、古代～中世の埋土をもつが、

掘立柱建物を構成するような配置はみあたらない。以

Ⅲ2000年度の調査応

外の小穴には、立柱痕跡や杭痕跡をもつものや、遺物

が比較的良好な状況で出土している例もあるが、いず

れも弥生時代～古墳時代のものである。

［Ⅳ層上半部の調査（縄文後期？)］

調査に着手した当初から、撹乱部の壁面でⅣ層上面

～上半部から掘り込まれた遺構を確認できた(図51)。

調査では、Ⅳ－２層上面まで掘り下げ、遺構検出に努

めた。土壌としてSK-401～４０３．４０７，小穴としてSＰ

－４０６．４０８．４０９があり、SX-410～416は遺構の輪郭線

が判然としないもの、当初遺構として判断したものの

輪郭線の外側まで焼土や炭化物片の分布が広がるもの

である（写真９３．９５～99)。

これらの遺構に確実に伴う遺物は、焼土塊・炭化物

ばかりで、土器・石器・自然篠などはほとんどみられ

ない。そのため、Ⅳ層上半部の遺構の所属時期は明ら

かではない。１℃年代測定を測定する資料を採集して

いるが、まだ測定結果はでていない。しかし、これま

での文京遺跡でⅣ層上半部から出土した遺物は、縄文

後期のものであり、今回発見された遺構も当該期と考

えておきたい。

［Ⅳ層下半部の調査（縄文前期)］

これまで、文京遺跡では、基本層序のⅣ層下部から

は遺構や遺物は出土していなかった。ところが、今回

の調査では、Ｉ区南西部にあたるＡＫ～AO-58～61区

ではＶ層上面までの調査を行い、縄文前期の遺物溜り

であるSX-417を確認することができた（図52)。この

SX-417は、Ｉ区南西部で南東から北西にのびるＶ層

の高まりの南西側に形成された谷状の窪地内に堆積し

たⅣ－５層に包含される（写真94)。Ⅳ－５層が堆積す

る過程で、土器片、焼土や炭化物の小片、円牒が埋積

する。出土土器は、縄文前期に比定でき、細片化した

ものもあるが、比較的大きな破片に接合できる。しか

し、２～３個体分にすぎず、焼土や炭化物の小片や円

牒も比較的まとまった出士状況であり、短時期に谷状

の窪地へ投棄されている可能性が高い。

この他、Ｉ区南西部のＶ層の高まりの北東側も調査

を行った。Ｖ層の傾斜が緩やかで、上層には、黄褐色

細砂や灰白色粗砂・小牒などのレンズ状ブロックが多

く混じる砂質土主体のⅣ－３．４層が堆積する。しか

し、焼土塊や炭化物片はほとんどみられず、Ⅳ－４層

を中心として縄文土器と考えられる非常に小さな土器

片が数点出土したにすぎなかった（図52)。
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図5200003言月査（文京遺跡21次）ＳＸ－４１７（縄文時代前期)、Ｖ層上面測量図（縮尺１／150）

（ｂ）ⅢﾟⅣ区の概要

Ⅱ区北端のＡＣ－６６．６７区～Ⅲ区南端のＡＢ・ＡＣ-69

区で、Ｖ層の高まりを確認できた。Ⅲ区は、その北側

にあたる。Ｖ区の落ち際には、径２～５cmの花問岩円

喋が混じる黒褐色砂質シルトが堆積し、弥生土器片が

出土する。Ⅲ区南半のＡＢＡＣ-69～73区部分では、

上層を黄灰色細砂土が覆い、これを切り込むSR-601

～603の３条の自然河道を検出できた。また、SR-603

の上層には基本層序Ⅱ層の旧水田層が堆積するが、Ⅲ

区北端部ではⅡ層に伴う水路のSD-604と畦畔を調査

区壁面の土層観察時に確認した（図49)。

Ⅳ区では、調査範囲が狭い上に、撹乱が著しく、遺

構は検出できなかった。調査では、主として調査区の

壁面の土層観察を行い、Ｉ区との層序関係の整理に努

めた。その結果、Ｉ区北東隅で出土したSR-l7とSX-

400が包含される土居群に対応する土層を、部分的で

はあるが確認できた（図50)。

４調査のまとめ

今回の最大の調査成果は、これまで知られていな

かった縄文前期の遺物溜りを確認できたことである。

今後は、Ｖ層上面までの調査が必要となってきた。ま

た、Ⅳ層上半部で検出した遺構は、時期比定に決定的

な手がかりはないものの、Ⅳ層の堆積状況から考えて

縄文後期のものと考えられる。その性格については、

理化学的な分析を通じて検討を加えて行きたい。

さらに、縄文晩期終末～弥生前期の土器溜り、竪穴

式住居跡も、これまで文京遺跡では、調査例がほとん



沼

どなかった時代の遺構である。とくに、SD-l１．５０６

は弥生前期に比定されるとともに、幅3.1～4.8ｍ、総

延長65ｍ以上の直線的な大溝である。溝内の堆積物の

状況から、かなりの流水が恒常的にあったことが考え

られる。周辺に想定できる水田域に用水を導く大型水

路である可能性が高い。 （田崎）

OOOO4山越運動場上水管改修工事に伴う立会調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市山越４丁目11番10号

山越団地（図３）

７㎡

2001年１月15日

立会調査

吉田広・三吉秀充

施設課長発事務連絡

(平成13年１月１５日付）

１調査の経緯

山越団地において、計水器の異常から、上水の遺漏

が推測されるとの連絡があり、その遺漏箇所を特定し

て改修工事を行うこととなった。しかし、上水管敷設

に関わる施工図面などはなく、敷設位置・深度はまっ

たく特定できない状況にあった。やみくもに掘削を行

うことによって埋蔵文化財への影響が憂慮されたた

め、掘削工事にあたって、立会調査を実施することと

した。

17.00ｍ

厚T了丁
０ １
同一

０１０ｍ
ト戸下一一一

図5300004調査１卜Ｌ

（縮尺１／400、

I査１トレンチ位置図、

1／400,1／40）

Ｉ

ii暑］
士層柱状図

場

２調査の記録

［１トレンチ］（図53）

まず、厩舎南東側の洗い場脇で、管路の埋設深度を

探るために掘り下げた。その結果、グラウンド表面か

ら25～30cmの深度で上水管があらわれ、グラウンド表

層の真砂土の深さにおさまっていることが確認きれ

た。

［２トレンチ］（図54）

合宿研修所東側で、管路の埋設深度を探るための掘

り下げを行った。ここでも埋設深度は、現地表下50ｃｍ

で、表土層内にとどまっていた。

３調査のまとめと対応

１．２トレンチの所見から、上水管の敷設が、地表

下50cm程度でおさまっていること、いずれも表土層．

真砂土居内でとどまっていることが確認きれ、周辺の

既往調査（調査番号：99205）からも、調査地周辺で

（

Ｉ

０１０ ｍ
一一

図5400004調査２トレンチ位置図、土層柱状図

（縮尺１／400,1／40）



Iま、上水管敷設深度では埋蔵文化財に関して影響がお

よんでいないと判断できた。

以上の調査結果から、既存の上水管を掘り返しての

Ⅲ2000年度の調査７１９

改修工事にあたっては、埋蔵文化財への影響はないも

のと判断し、以後の慎重工事を依頼して、調査を終了

した。 （吉田）

OOOO52000年度遺跡範囲確認調査

（文京遺跡22次調査）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

松山市文京町３番

城北団地（図ｌ）

33㎡

2001年１月２３．２４日

確認調査

吉田広・三吉秀充

１調査の経緯

城北キャンパス内のクレイテニスコート西側２面の

改修工事が計画され、埋蔵文化財調査室は事前試掘調

査を行った（調査番号：00002)。この機会に、これま

で様相のまったく分かっていないテニスコート付近の

状況を確認することを目的に、平成１２年度の構内遺跡

範囲確認調査を行うこととした。とりわけ、南側の文

京遺跡18次調査（調査番号：99802）で確認された古

代末から中世の水田層がどの程度広がるのか、水田層

下の基本層序Ⅳ層の起伏がどのようになっているのか

を把握することを主目的とした。

２調査の記録

（１）層位と遺構

トレンチは、改修するテニスコート内側は避け、そ

の間に幅約３ｍ（トレンチ下端では約１ｍ）・長さ約

33ｍの南北方向に設定した（写真100)。重機による掘

削によって、中世水田層を断ち割り、Ⅳ層まで掘り下

げを試みた（図55、写真１０１．１０２)。

表土層はいずれの地点でも比較的厚く、１ｍ前後を

測る。表土層の下は水田層があらわれるが、水田層は

近世・近代と推定される文京遺跡全域に広がるⅡ層

と、文京遺跡１８次調査(調査番号：99802）でみつかっ

た中世水田層に対応する土層の２者がある。

前者に相当するのが、②～⑧層で、後者が⑨～⑮層

である。ともに灰黄色から暗灰黄色を呈する。②～⑧

層は、シルト質土を基本とし、やや粘性が高く、しま

りは弱い。これに対して、⑨～⑮層は、やや粘性士の

塊が混じる砂質士で、しまりはやや弱い。⑬層上面で

は耕作に伴うとみられる凹凸を確認している。

水田層の下の⑯～⑭層は、砂質土層・砂層・砂撰

層・シルト層と変化に富むが、いずれも水流に伴う堆

積である。ただし、そのような砂質土を中心とした変

化に富む堆積物は、灰色砂喋混じりのシルト層とその

下層で砂喋層を検出した文京遺跡１８次調査（調査番

号：99802）の古代末から中世の水田層下層とは異な

る。同じ中世の水田層が形成されながらも、その水田

が営まれた窪地の形成過程は若干の異同があるらし

い。

これに対応して、今回の調査区で検出したⅣ層上面

のレベルも南から北へと単純に傾斜するものではな

い。調査区南端ではⅣ層まで達しておらず、Ｘ＝94164

付近の断割りでは、標高25.65ｍでも依然として流路

内堆積が続く。ところが、Ｘ＝94170付近の断割では、

北上がりの傾斜のⅣ層（⑮層）があらわれ、以北のＸ

＝94186付近まで馬の背状に高まり、最高所で標高

25.45ｍを測る。そして、Ｘ＝94186以北で再びⅣ層が

確認できなくなり、流路内堆積へと変わる。調査区北

端では標高24.15ｍまで掘り下げたが、流路底には達

しておらず､シルト層である⑳層が認められた｡なお、

この落ち込みの南岸には、Ⅲ層の一種とみられる粘'性

の高い暗褐色シルトの⑯層がわずかながらあり、ここ

から縄文晩期終末の突帯文土器（図５６－１）が出土し

ている（写真103)。

（２）出土遺物（図56）

ｌは⑯層出土で、刻目突帯文深鉢の外反する口縁部

の破片である｡口縁端部を欠くが､口縁から少し下がっ

てやや低平な突帯を貼り付け、Ｄ字形より米粒状と言

える刻目を施す。道後今市遺跡10次調査や南海放送遺

跡出土刻目突帯文士器に類似する。

２～４は、近世・近代の水田層である⑥層から出土

した。２は、須恵器の坪底部で、本来あった貼付高台

が剥落している。８世紀後半と推定される。３は、備
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jｉ

写真10000005調査（文京遺跡22次）全景（南から）

写真10100005調査（文京遺跡22次）土層断面（南から）
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写真10200005調査（文京遺跡22次）西壁土層断面写真10300005調査（文京遺跡22次）東壁遺物
（南 から）出土状況（北西から）

３調査のまとめ

今回の調査では、テニスコート付近の旧地形の復元

と、それに対応した中世水田層の広がりを確認するこ

とが主目的であった。中世水田層については、⑨～⑮

層として、近世・近代水田層に切られながらも、ほぼ

調査区全域で認めることができた。一方、その水田が

Ｏ

巨

図5600005調査（文京遺跡22次）出土遺物実狽I図（縮尺１／４）

１０cｍ

万

灘

３

灘
醤

鶴
織

前焼の大喪の屈曲部で、内面の屈曲はやや弱い。口縁

部は直立気味に立ち上がり、胴部は大きく張るものと

考えられる。１３世紀中頃～14世紀初頭のものである。

４は､白磁の菊皿である｡内外面に蓮弁文が施される。

16世紀後半のものと思われる。

５～７は表土層の出土遺物である。５は、須恵器の

蓋である。天井部外面に回転へラケズリが施される。

６世紀後半のものと思われる。６は、須恵器の壷の胴

部である。胴中位に１条の浅い沈線文が施される。７

世紀前半のものと思われる。７は、土師器のj不もしく

は皿の底部である。底面には板状工具による板目の痕

跡が残る。

形成されるための旧流路の埋没については、周辺の文

京遺跡17次調査（調査番号：99602）や文京遺跡１８次

調査（調査番号：99802）と比較しても同一とは言え

ず、わずかな微細地形の相違とそれに伴う埋没過程の

異同が想定されることになった。

すなわち、本調査地点では、１８次調査地点から単純

にそのまま北下がりに傾斜･するのではなく、一旦低位

の微高地とでもいえる高まりを形成して再び北側に深

く落ち込んでいる。この微高地に関しては、文京遺跡

17次調査（調査番号：99602）トレンチ北端でのⅣ層

の高まりに対応するものとみられる。一方、流路内堆

積物も、１８次調査地点とは様相が大きく異なり、同一

の埋没環境であったとは考え難い。このように、古代

末から中世の水田層が営まれる東西方向の窪地・自然

流路は、その微細地形の起伏や流路の単位が複雑に形

成されており、その埋没過程も一様でなかったことが

考えられる。

したがって、弥生時代中期後葉から後期中葉の文京

遺跡集落の盛期を支えた生産墓無と目される一帯では

Ⅲ2000年度の調査８１

二ｔ
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あるが、現時点で、その当時に進んでいた自然流路の

埋没状況と水田層自身の存在はいまだ確認されていな

い。あるいは、この一帯に弥生時代水田層を想定する

ことに無理があるのかも知れない。いずれにせよ、よ

り詳細な窪地・自然流路の埋没過程が明らかにされた

上で、詳細を検討すべき課題であろう。なお、本調査

の低位微高地落ち際で出土した縄文時代晩期終末の突

帯文士器の存在は、その埋没時期を特定するのに有効

な指標となろう。また、北西方向の南海放送遺跡や、

道後今市遺跡まで含めて、当時の生活域を考える上で

重要な資料である。 （吉田）

OOOO6教育学部クレイテニスコート改修工事に伴う立会調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

城北団地（図１）

１㎡

2001年１月２３．２４日

立会調査

吉田広・三吉秀充

施設課長発事務連絡

(平成１２年１２月27日付）

１調査にいたる経緯

［４トレンチ］｜Y=-67330

Ｘ＝94177

27.00ｍ

26.50ｍ

[１トレ

Ｌ

城北キャンパス内のクレイテニスコート西側２面の

改修工事が計画された。埋蔵文化財調査室では事前試

掘調査（調査番号：00002）を行い、テニスコート表

面の掘削深度では埋蔵文化財への影響はないことが確

認されている｡ただし､ネット用ポールの埋設にあたっ

ては、既設のポールを撤去し、新たにコート面から９０

cmを掘削するため、埋蔵文化財への影響が考慮され

た。この地点に関してのみ、立会調査を実施すること

とした。

２調査の記録

調査地点は、テニスコート２面分のネット用ポール

０ ２ｍ
上－－－一一一一斗

.００ｍ

､５０ｍ

２

０ １ｍ
一一

Ｙ＝-67300

図5700006調査１．４トレンチ平面図、土層柱状図（縮尺１／40）



１
１
１
１

Ⅲ2000年度の調査認

L，

写真10400006調査１トレンチ（南から） 写真10500006調査４トレンチ（南から）

写真10600007調査区全景（西から）

Ｉへ

－」
／

Ｉ
１

／

／

,鍵 １トレンチ「－

1ｍ

図 ２トレンチ
ｌ
Ｌ
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ

法
文
学
部
本
館

識
識
穆唾ｉ３トレンチ

一
・

ﾛ

|《

２０ｍ６

法文学部

２号館

写真10700007調査１トレンチ（南から）

０ｍ

／

１１２８．５

／

Ｉ Ｉ

29.00ｍ

図5800007調査１～３トレンチ位置図、±層柱状図

（縮尺１／400,1／40）

、

ｉｌトレンチ］［２トレンチ］［３１､レンチＩ
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４基の地点である。東側から１～４トレンチとした。

ただし、２．３トレンチは、同時平行で行った2000年

度構内遺跡範囲確認調査（調査番号：00005）と隣接

し、掘削深度で埋蔵文化財に影響のないことが推測さ

れたので、これらの立会調査は行わなかった。

［１トレンチ］（図57、写真104）

地表下約50cmまでは、テニスコート真砂土および表

土層が続き、それ以下はⅡ層である。さらに、上層か

ら、にぶい黄色砂質シルトで径ｌ～２ｍの砂粒が多く

混じるⅡ－１層、鉄分やマンガンが沈着する明黄褐砂

質シルトのⅡ－２層、にぶい黄色砂質シルトで径ｌ～

２ｍの砂喋が多く混じるⅡ－３層に分層できる。

［４トレンチ］（図57、写真105）

地表下約30cmまでは、テニスコート真砂土および表

土層で、以下はⅡ層が続く。この地点のⅡ層は、径ｌ

～２ｍの白色砂粒が多く混じるにぶい黄色砂質シルト

で、小指先大の明黄褐砂質土塊を斑状に多数含む。水

田層の可能性が高い。

３調査後の対応

以後の慎重工事を依頼して調査を終えた。（吉田）

OOOO7法文学部掲示板設置工事に伴う立会調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

城北団地（図ｌ）

５㎡

2001年３月l5日

立会調査

吉田広・三吉秀充

法文学部長発事務連絡

(平成１３年２月８日付）

１調査にいたる経緯

法文学部が２号館西側に掲示板を新設する計画を立

案した。埋蔵文化財への影響を考慮して、建物本体に

近接した場所が選ばれたが、明確な余掘り幅に関する

データがないため、立会調査を実施することとした。

２調査の記録

掲示板設置に伴う掘削地点は、その基礎部分３ヶ所

であり、建物北西隅に接する１トレンチから南へ２．

３トレンチとした（図58、写真106)。いずれのトレン

チでも、建物壁から約1.8ｍの範囲で、地表下約60～

70cmまで掘削したが、埋め戻しの真砂土が続く（写真

107)。この範囲は、建物建設時の余掘り内と推定でき

る。

３調査後の対応

以後の慎重工事を依頼して調査を終えた。（吉田）

OOOO8御幸寮外灯設備改修その他工事に伴う立会調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市御幸町２丁目３番１５号

御幸団地（図４）

３㎡

2001年３月16日

立会調査

吉田広・三吉秀充

施設課長発事務連絡

(平成１３年３月５日付）

１調査にいたる経緯

御幸寮の外灯設備が改修されることとなった。御幸

寮のある御幸団地については、これまで調査は行われ

ておらず、団地内の埋蔵文化財の状況については把握

できていなかった。そこで、改修工事に併せて、立会

調査を実施し、御幸団地における埋蔵文化財状況の把

握を試みることとした。

２調査の記録

新たに設置される外灯は４基で、その基礎部分の調

査を行った。南側の御幸団地入り口から１～４トレン

チとした。

［１トレンチ］（図５９．６０、写真１０８）
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Ⅲ2000年度の調査８５

ｌＩＬ－－

Ｌ－ｌ

｢~1「可
Ｉ。

Ｌ－ｌＬ－ｌ

御幸寮

[３トレンチ南壁］

－－－

－－－－
－－－

－－－－

－－－－

－－‐-‐‐_‐－」

Ｉ

／

豆

Ｉ

４トレンチ

鰯

一一－－

－－－－一

３トレンチ

蝿 ２トレンチ

風 １トレンチ

山二三三三三三三三二j砦
一
一

一
一

一
一

一
一

一
Ｉ
Ｉ
Ｌ 一－－ー－－１

一一一一一一一一-－－１－

０ 20ｍ

Ⅱ-①
Ⅱ-①

Ⅱ-⑨

[４トレンチ東壁］

Ⅱ-③

[２トレンチ東壁］ [１トレンチ東壁］

現地表下75cmまで造成土が続く（Ｉ層)。以下には、

1.3ｍまで灰黄色系土であるⅡ層が堆積する。

Ⅱ層は、ｌトレンチで３層に分層できる。Ⅱ-①層

は、砂篠が多く混じる黄灰色砂質シルトで、近・現代

の陶磁器が出土。当該期の水田層と考えられる。Ⅱ－

③層は明黄褐色粘質土である。上下の層に比して粘性

が強く、鉄分・マンガンが沈着する。Ⅱ-④層は、砂

喋が多く混じる暗灰黄色シルトで、水田層の可能性が

高い。同層から、土師器の三足付き羽釜の脚片が出土

（図６０－１)。１３～14世紀のものと思われる。

［２トレンチ］（図59、写真lO9）

現地表下85cmまで造成土のＩ層が続く。Ⅱ層は４層

に分層できる。Ⅱ‐①層は、土質などは１トレンチの

０１ｍ

ヒー戸一一一一一

図5900008調査１～４トレンチ位置図、土層柱状図（縮尺１／500,1／40）

Ⅱ-⑤

Ｉ 21.00ｍ
Ｉ

Ⅱ-④
20.00ｍ

Ⅱ-①層と同じであるが、炭化物が少量出土。Ⅱ-②

層は､灰黄色砂質士で､径１～３cmの蝶を主体とする。

Ⅱ-③層は、明黄褐色シルトと黄灰色シルトの塊が混

合し、灰白色砂篠が混じる。Ⅱ-④層は、灰黄褐色シ

ルトの塊と灰黄色砂質士からなる。上部に、丸い明黄

褐色シルト塊が混じる。遺物は出土していない。

［３トレンチ］（図５９．６０、写真110）

現地表下105cmまで瓦牒を伴った造成士であるＩ層

が続く。Ⅱ層は４層に分層が可能である。Ⅱ-⑤層は、

暗灰黄色砂質シルトで、径ｌ～２ｍの砂粒が混じる。

Ⅱ-⑥層は、Ⅱ-⑤層と土質は同じだが、やや粘性が

強く、径２～３ｍの篠が多く含まれる。上部は明黄褐

色を呈する。Ⅱ-⑦層は、明黄褐色シルト。Ⅱ-③層

②
③

一
一

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ-③
Ⅱ-⑥

Ⅱ-④

Ⅱ-⑦Ⅱ-⑩
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勘

写真10800008調査１トレンチ（西から）

写真11000008調査３トレンチ（北から）

Iま、灰黄色シルトを主体として、丸い灰黄褐色シルト

塊が混じる。砂喋はあまりみられない。同層中から、

龍泉窯系青磁碗の口縁部が出土した（図60-2)。幅

広の蓮弁文が描かれ、１３世紀代のものと考えられる。

［４トレンチ］（図59、写真111）

現地表下65cmまで瓦牒を伴った造成土のＩ層が続

く。Ⅱ層は２分できる。Ⅱ-⑨層は、黄灰色砂質シル

トで、径ｌ～２mmの砂粒が多く混じる。Ⅱ_⑩層は、

暗灰黄色砂質シルトで、丸い灰黄褐色シルト塊を含

む。径１～３mmの砂牒が多く混じる。調査区内の壁面

に立ち上がりはみられないものの、砂牒の多寡などか

ら、溝の埋土である可能性が高い。上部は鉄分．マン

ガンが沈着して明黄褐色を呈する。

３調査のまとめ

今回の調査では、各所で水田層と考えられる堆積物

を確認でき、水田に伴う水路の可能性が高い溝を４卜

写真10900008調査２トレンチ（西から）
』坤 錘,鷲尋

写真11100008調査４トレンチ（西から）

Ｗｖ

H１ １０cｍ

図6000008調査出土遺物実測図（縮尺１／４）

レンチで検出した。出土遺物は少ないが、１１､レンチ

Ⅱ-④層で13～14世紀の羽釜、３トレンチⅡ一③層で

も13世紀に位置付けられる龍泉窯系青磁碗が出土して

いる。これらより新しく遺物はみられないので、現段

階では13～１４世紀代の水田層と考えておく。

今回の調査によって、御幸寮周辺に１３～14世紀代前

後の水田が広がっている可能性が高くなった。今後、

御幸団地内において造成土であるＩ層以下の層に掘削

がおよぶ際には、事前に調査が必要である。

（三吉・上山）



表４愛媛大学構内における調査一覧（2003年３月現在まで）

Ⅲ2000年度の調査８７

調査番号
遺跡名
次 数

団地 工事 名
調査

種別
調杏相当

面積

(㎡）
調査期間

文
献

EU-97501

EU-98001

EU-98101

EU-98301

98302

EU-98401

EU-98601

98602

98603

98604

98605

EU-98701

98702

98703

EU-98704

98705

98706

EU-98801

98802

98803

98804

98805

98806

EU-98901

98902

EU-99001

EU-99101

99102

99103

ＥＵ－９９２０１

99202

99203

99204

99205

99206

99207

99208

99209

99210

99211

99212

99213

文京遺跡１次

文京遺跡２次

文京遺跡３次

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡５次

文京遺跡６次

文京遺跡７次

文京遺跡８次

樽味遺跡

隠子遺跡

膳子遺跡１次

樽味遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡１次

文京遺跡

文京遺跡９次

文京遺跡１０次

跡
跡
跡
跡
跡

遣
遣
遣
遺
遣

｛
泉
一
泉
一
足
｛
泉
一
足

文
文
文
文
文

文京遺跡11次

文京遺跡
Ｐーーーーーーーーーー■

文京遺跡

樽味遺跡２次

文京遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡

城北

城北

城北

北
北

城
城

城北

城北

城北

城北

樽味

膳子

聡子

樽味

樽味

樽味

城北

城北

ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ

ー
１
１
１
１
ｊ

城
城
城
城
城
城

城北

城北

城北

樽味

津田山

城北

味
北
味
信
越
味
味
北
田
信
信
北
信

樽
城
樽
重
山
樽
樽
城
持
重
重
城
重

工学部海洋工学科校舎新営工事

工学部資源化学科校舎新営工事

法文学部校舎新営工事

雨水管・汚水管・ガス管埋設工事

教育学部校舎建設工事

工学部危険物貯蔵庫新営工事

城北地区基幹整備事業

法文学部校舎増築工事

城北団地基幹整備事業

連合農学研究科校舎新営工事

国際交流会館新営工事

国際交流会館新営工事

連合農学研究科校舎新営工事

附属高等学校課外活動施設新営工事

連合農学研究科校舎新営工事

城北地区プール廻り浄化装置増設工事

城北地区プール廻り浄化装置増設工事

工学部情報工学科校舎新営工事

城北地区基準点等設置工事

工学部講義棟高圧ケーブル埋設工事(その１）

工学部講義棟高圧ケーブル埋設工事(その２）

工学部情報工学科校舎排水施設取設工事

工学部情報工学科校舎給水施設取設工事

法文学部講義棟身障者用昇高機取設工事

城北団地電波障害用の外線工事

城北団地囲障･教育学部自転車置場新設工事

農学部研究実験棟新営工事

教育学部附属養護学校日常生活訓練施設建設

城北団地囲障(Ⅱ期)改修及び外灯改修工事

農学部屋外ガス本管改修工事

城北地区東側囲障改修工事

附属図書館農学部分館新営工事

医学部附属病院病歴室新営工事（その１）

1992年度構内遺跡確認調査（その１）

農学部拓翠寮他自転車置場新設工事(その１）

農学部拓翠寮他自転車置場新設工事(その２）

城北団地外灯設備改修工事

教育学部附属小学校給水設備工事

医学部附属病院駐車場取設工事

1992年度構内遺跡確認調査（その２）

城北団地情報通信設備工事

医学部附属病院病歴室新営工事（その２）

全面

全面

全面

〈
云
今
云

一
ユ
ー
ユ

全面

面
面
面
掘
掘

全
全
全
試
試

全面

試掘

試掘

全面

試掘

全面

面
掘
掘
掘
会
会

全
試
試
試
立
立

面
会

全
立

試掘

全面

試掘

試掘

会
掘
掘
掘
認
会
会
会
会
掘
認
会
掘

立
試
試
試
確
立
立
立
立
試
確
立
試

長井数秋(誰'）

西尾幸則淑）

西尾

西尾

西尾

西尾

下候信行

候
篠
僚
候

下
下
下
下

(厳2）

宮本一夫

下篠信行

下僚

本
本
本

宮
宮
宮

本
本
本
本
本
本

宮
宮
宮
宮
宮
宮

宮本

宮本

宮本

田崎博之

下僚

下僚

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

750

600

800

1,374

1８

9９

142

854

５

4７

962

1８

６

684

２

6２

１，０７５

５
２
１
６
３

8５

２

３

506

1３

３６

６
３
１
３
5７

３
２
２

1１

４０

54.6

11.8

6.8

19750801～19750824

19800708～19800930

19820110～19820325

19841026～19841028

19861000

19860800～'9860900

19861125～19870218

19870109

19870116

19870720～'9870920

19870820～19870821

19870820

19871028～19871217

19871113

19880111～19880129

19880919～19890303

19881013

19881208

19881212

1989020７

19890209～19890210

19890801～19890829

19900303

19900808

19920107～19920228

'9910608

19910821

19920526

19920730

19920826

19920826

19920828

19920921

19920921

19930126

19931026

19921027

19930120～'9930121

19930308～19930309

19930322

１

５

５

一

一
一
一
一

５

３

２
７
７

２
７
３

４
７
７
７
７
７

３
７

７

６
７
７

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７



認

調査番号
遺跡名

次数
団地 工事名

調査
種別

調査担当
面積

(㎡）
調査期間

文
献

EU-99214

99215

EU-99301

99302

99303

99304

99305

99306

99307

EU-99308

99309

99310

99311

99312

99313

99314

EU-99401

99402

99403

99404

99405

99406

99407

99408

99409

99410

99411

EU-99501

99502

99503

99504

99505

99506

99507

99508

99509

99510

99511

99512

EU-99601

99602

99603

99604

99605

99606

EU-99701

99702

99703

99704

樽味遺跡

文京遺跡

樽味遣跡

樽味遺跡

樽味遺跡３次

鋤
鋤
鋤
一
鋤

京
味
味
一
京

文
樽
樽
一
文

文京遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡

桑原西稲葉遺跡

3次

跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡

遣
遣
遺
遣
遣
遣
遺

味
京
京
京
京
京
京

樽
文
文
文
文
文
文
文京遺跡12次

跡
跡
跡
跡

遣
遣
遣
遣

一
足
一
泉
一
泉
一
泉

文
文
文
文

文京遺跡１３次

樽味遺跡

桑原西稲葉遺跡

跡
跡
跡
跡

遣
遣
遺
遣

一
泉
一
泉
一
泉
一
泉

文
文
文
文

文京遺跡14次

文京遺跡１５次

樽味遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

文京遺跡16Ａ次

文京遺跡l6B次

樽味遺跡

文京遺跡

樽味

城北

信
味
味
味
北
味
味

重
樽
樽
樽
城
樽
樽

城北

持田

城北

樽味

樽味

城北

城北

北吉井

東長戸

樽味

城北

城北

城北

城北

城北

城北

城北

津田山

井

城北

城北

城北

城北

山越

城北

樽味

北吉

城北

城北

城北

城北

城北

城北

樽味

樽味

樽味

持田

城北

城北

樽味

城北

樽味団地自転車置場取設その他工事

城北団地交通規制遮断機取設工事

医学部看護学科校舎新営工事

附属図書館農学部分館新営工事（樹木移植）

農学部自転車置場取設工事

附属図書館農学部分館新営工事

城北団地大学会館廻り道路整備(樹木移植）

工事

附属図書館農学部分館新営(外灯設備管路）

工事

城北団地他情報通信電気設備工事

城北団地他情報通信電気設備工事(2)

1993年度構内遺跡確認調査（その１）

城北団地情報機器更新電源容量増設工事

農学部附属図書館新営（排水管埋設）工事

農学部附属図書館新営(自転車置場)工事(2)

城北団地基幹整備（屋外環境）工事

1993年度構内遺跡確認調査（その２）

東長戸他環境整備工事（そのｌ）

東長戸他環境整備工事（その２）

環境整備(附属高等学校他自転車置場)工事

城北団地他環境整備（単車置場整備）工事

城北団地他環境整備(自転車置場設置)工事

城北団地他環境整備(自転車置場･排水管設置)工事

城北団地他環境整備(排水析及び管路取設)工事

城北団地他環境整備(電気配管路取設)工事

工学部岩盤切削試験機設置工事

工学部校舎新営［Ｉ期］工事

教育学部附属養護学校野外施設（東屋）設

置工事

教育学部運動場内鉄棒移設工事

教養部テニスコート(事務局北側)改修工事

工学部南側囲障工事

理学部構内井戸工事

山越団地防球ネット取設工事

地域共同研究センター新営工事

公共下水道析設置工事

北吉井宿舎公共下水道析設置工事

城北団地北西通用門改修工事

埋蔵文化財調査室改修工事

城北団地基幹整備（電線管等）工事

城北団地事務局ガス管改修工事

工学部校舎新営［Ⅱ期］工事

1996年度構内遺跡確認調査

附属農業高等学校校舎新営工事

附属農業高等学校温室新営工事

農学部構内光ケーブル敷設工事

教育学部附属中学校プール改修その他工事

工学部校舎新営（Ⅲ期）工事

工学部校舎新営（Ⅲ期）工事

ＡＴＭネットワークエ事

事務局案内板取設工事

今
云
△
云

一
辿
一
坐

掘
会
掘
面
会
掘
会

試
立
試
全
立
試
立

会
認
会
会
会
掘
掘

立
確
立
立
立
試
試

会
会
掘
会
掘
会
掘
掘
会
面
掘

立
立
試
立
試
立
試
試
立
全
試

会
掘
会
掘
掘
面
掘
掘
会
会
掘
会

立
試
立
試
試
全
試
試
立
立
試
立

面
認
掘
掘
掘
会

全
確
試
試
試
立

面
面
会
会

全
全
立
立

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

広
充秀

田
吉

士
ロ
一
一
一

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

●

士
ロ
士
ロ

一
一
一
一
一
一

崎
田
崎
田

田
吉
田
吉

３
２
一
別
ｕ
８
５
２
３
７
一
刈
羽
卯
Ⅲ
加
川
剛
一
師
９
８
４
３
３
９
２
１
３
３
－
８
９
３
４
７
０
２
２
３
１
４
２
－
粉
筋
７
５
１
６
一
別
〃
釦
３

．
．
．
．
．
・
・
８
３
－
４

19930323

19930324

19930524

19930624～19930625

19930827

19930823～19931006

19931109

19931124

１９９３１１２４
－－－－－－ーｰ--

19931125

19931224～19931225

19940118

19940208.19940215

19940208

19940209～19940216

19940329

19940510～19940518

19940517

19940524

19940607

19940608

19940610

19940801

19940801

19940927

19941110～19950726

19950127

19950411～19950412

19950801

19950801

19950802

1995080２

19951017～19960412

19951114

19951115

19951116

1996013１

19960213～19960220

19960311

19960520～19970331

19961113～'9961209

19961128～19961211

'9961129

19961129

19970204

19970428～'9971222

19970409～'9970729

19970414～19970417

19970804

７
７

７
７
７
８
７
７
７

７
７
７
７
７
７
７

ｕ
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１

lｌ

ｌｌ

ｌｌ

ｌｌ



Ⅲ2000年度の調査８９

調査番号
遺跡名

次数
団地 工事名

調査

種別
調査担当

面積

(㎡）
調査期間

文
献

EU-99705

99706

99707

99708

99709

99710

99711

99712

99713

99714

99715

99716

99717

EU-99801

99802

99803

99804

99805

99806

99807

99808

99809

EU-99901

99902

99903

99904

99905

99906

99907

99908

99909

99910

99911

99912

99913

99914

99915

99916

EU-00001

00002

00003

00004

樽味遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

桑原西稲葉遺跡

４次

桑原遺跡５次

樽味遺跡４次

樽味遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡１８次

文京遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡

樽味遺跡５次

文京遺跡

文京遺跡１９次Ｉ区

文京遺跡１９次Ⅱ区

樽味遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡20次

文京遺跡

文京遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡21次

文京遺跡

井
井

持田

持田

樽味

樽味

城北

北吉

北吉

樽味

樽味

樽味

城北

樽味

城北

城北

城北

城北

樽味

城北

城北

樽味

重信

城北

城北

城北

樽味

樽味

樽味

樽味

城北

城北

城北

城北

城北

城北

樽味

城北

城北

樽味

城北

城北

城北

山越

持田団地構内光ケーブル布設工事

持田団地北側囲障改修その他工事

農学部附属農業高等学校校舎新営工事

樽味団地(拓翠寮)の公共下水道柵設置工事

工学部校舎新営電気設備工事（その２）

北吉井宿舎屋外排水管改修工事

北吉井宿舎屋外配水管改修工事

農学部附属農業高等学校校舎新営工事

附属農業高等学校運動場東側防護ネット及

び第３棟東側フェンス増設工事

附属農業高等学校校舎埋蔵文化財調査に伴

う支障建物整備工事（農機舎及び車庫）

1997年度構内遺跡確認調査

附属農業高等学校運動場東側防護ネット及

ぴ第３棟東側フェンス増設工事

工学部校舎新営に伴う外表施設整備工事

｢大正天皇お手植えの松」移植工事

総合情報処理センター新営工事

工学部本館等事務室改修機械設備工事

遺伝子実験施設新営その他工事

教育学部２号館南消火用水漏れ改修工事

理学部本館南消火栓管路改修工事

遺伝子実験施設新営その他工事

医学部附属病院病棟建設工事

学生会館ガス管改修工事

理工学等総合研究実験棟新営電気設備工事

理工学等総合研究実験棟新営電気設備工事

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機

械設備工事（１期）

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機

械設備工事（２期）

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機

械設備工事（３期）

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機

械設備工事（４期）

｢大正天皇お手植えの松｣移植工事に伴う調査

理工学等総合実験棟新営電気設備工事

(その２）

総合情報処理センター新営電気設備工事

サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボ

フ トリー新営工事

大学会館改修工事

電灯移設工事

農学部冬期間における水田の貯水状態での

生態観察実験のための仮説水田の設置

埋蔵文化財調査室情報通信設備工事

法文学部講義棟空調電源工事

農学部附属農業高等学校校舎新営工事

大学会館改修機械設備工事

教育学部クレイテニスコート改修工事

基礎科学総合研究棟新営工事（工期）

山越運動場上水管改修工事

会
掘
掘
会
会
面
会
面
掘
会
認
会
会

立
試
試
立
立
全
立
全
試
立
確
立
立

会
格
会
掘
会
会
格
掘
会

立
本
立
試
立
立
本
試
立

面
面
会
会
会
会
会
会
会
面
掘
会
会
会
会
会

全
全
立
立
立
立
立
立
立
全
試
立
立
立
立
立

会
掘
面
会

立
試
全
立

吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
田
吉
吉

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
士
ロ
一
一
一
一
一
一

田
田
田
田
田
田
田
田
田
田
崎
吉
田
田

吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
田
三
吉
吉

田崎・吉田

崎
田
田

田
吉
吉

田崎・吉田

田崎

吉田

田崎・三吉

吉田

吉
田
吉

一
一
一
士
ロ
一
一
一

田
崎
田
田
田
田
崎
崎
崎
田
崎
崎
崎
崎
崎
田

吉
田
吉
吉
吉
吉
田
田
田
吉
田
田
田
田
田
吉

田崎

吉田・三吉

田崎･吉田．
士
ロ

一
一
一

吉田・三吉

５
６

１２

２
２
０
２
８
６
７
４
１
－
１
２
１
２
３

刃
一
団
肌
１
５
１
３
０
８
８
８
９
１
１
旧
１
一
一

１
０
３
６
８
５
２

－
９
２

２
３
２
８

１

１

１
１

１

９
－

５

，

，

１

１

９
２
ｍ
７

1,8

19970804

19970805～'9970806

19970806～19970807

19970807

19970818～'9970821

19971008～19971031

19971112～'9971118

19971125～19980204

19971218

19980204～19980206

19980302～19980310

19970311～19970312

19980217

19981104

19981214～19990802

19981214

19990128～19990129

19990311

19990316

19990316～'9990721

19990331～19990401

19980631

19990907～'9990913

19991201～19991217

19991006

19991025～19991029

19991124～19991128

20000128

20000125

20000201

20000208

20000214～20000620

20000216

20000216

20000310

20000313

20000313

19990507

20000829～20000830

20000913

20010115～20000909

20010115

１
１
１
１
１
２
２
２
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

lｌ

ｌｌ

ｌｌ

ｌｌ

ｌｌ

ｌｌ

ｌ２

１１

１１

圭
日
圭
白
室
臼
圭
臼
室
臼
圭
日
圭
国
窒
臼
室
日
室
臼
圭
日
垂
国
垂
国
窒
臼
室
日
室
日
一

幸
傘
十
牛
十
小
十
牛
十
傘
十
牛
十
恥
十
小
十
牛
十
傘
十
牛
十
牛
十
恥
十
牛
十
牛
十
牛
一

惑
言
審
言
圭
臼
垂
日

十
公
‐
＋
公
‐
＋
鰹
‐
＋
心
‐



Ⅶ
Ⅷ

1975～1984年までに行われたEU-97501～EU-98401の調査は、松山市教育委員会が担当◎

1986年に行われたEU-98601～EU-98605の調査は、法文学部人類考古学研究室による。

１
２

註
註

［文献］

１．森光晴・大山正風ほか’976：文京遺跡．松山市文化財報告書，１１

２．宮本一夫編１９８９：膳子・樽味遺跡．愛媛大学埋蔵文化財調査報告，１

３．宮本一夫編１９９０：文京遺跡第８．９．１１次調査．愛媛大学埋蔵文化財調査報告，Ⅱ

４．宮本一夫編１９９１：文京遺跡第10次調査．愛媛大学埋蔵文化財調査報告，Ⅲ

５．栗田茂敏編１９９２：文京遺跡一第２．３．５次調査．松山市文化財報告，２８

６．田崎博之編１９９３：樽味遺跡Ⅱ、愛媛大学埋蔵文化財調査報，Ⅳ

７．田崎博之編１９９６：愛媛大学構内遺跡調査集報Ｉ・愛媛大学埋蔵文化財調査報告，Ｖ

８．田崎博之編１９９６：樽味遺跡Ⅲ愛媛大学埋蔵文化財調査報告，Ⅵ

９．愛媛大学埋蔵文化財調査室編１９９８：文京遺跡シンポジウム一弥生大集落の解明－

１０．吉田広編２００１：愛媛大学埋蔵文化財調査室年報－１９９５．１９９６年度一．愛媛大学埋蔵文化財調査報告，

11．田崎博之編２００２：愛媛大学埋蔵文化財調査室年報－１９９７．１９９８年度一．愛媛大学埋蔵文化財調査報告，

12．吉田広編２００３：樽味遺跡Ⅳ、愛媛大学埋蔵文化財調査報告，Ⅸ
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調査番号
遺 跡 名

次数
団地 工事名

調査

種別
調杏担当

面積

(㎡）
調査期間

文
献

ＥＵ－００００５

00006

00007

00008

EU-00101

00102

00103

00104

00105

00106

00107

00108

EU-00201

00202

00203

00204

00205

00206

00207

00208

00209

00210

00211

文京遺跡22次

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

樽味遺跡

文京遺跡23次

文京遺跡

文京遺跡24次

樽味遺跡６次

文京遺跡

文京遺跡

樽味遺跡７次

文京遺跡25次

文京遺跡

文京遺跡26次

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

城北

城北

城北

御幸

城北

樽味

城北

城北

城北

樽味

城北

城北

樽味

城北

城北

城北

城北

城北

城北

山越

城北

城北

城北

2000年度構内遺跡確認調査

教育学部クレイテニスコート改修工事

法文学部掲示板設置工事

御幸寮外灯設備改修その他工事

同窓会連合会による五葉松移植に伴う掘削

工事

農学部寄附建物新営予定

四国電力による城北団地構内高圧線敷設工事

工学部屋外給水管布設替工事

基礎科学総合研究棟新営工事（Ⅱ期）

環境産業研究施設新営工事

事務局構内外灯設備移設工事

教育学部４号館便所改修電気設備工事

農学部２号館改修工事

情報教育棟新営工事

情報教育棟用地埋蔵文化財調査に伴う土木

工事

総合研究棟（旧工学部本館）等改修工事

総合研究棟等改修電気設備工事

城北団地情報教育棟・放送大学愛媛学習セ

ンター新営その他工事（その２）

総合研究棟新営電気設備工事

山越ラグビー場防球ネット取設工事

総合研究棟（理学部構内）新営電気設備．

機械設備工事

情報教育棟・放送大学愛媛学習センター新

営電気設備工事

総合研究棟改修電気設備工事
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一
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１
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５
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１

6５

22.6

１．３

１．９

20010123～20010124

20010123～20010124

20010315

20010316

20010509

20010607

20010626～20010709

20010801

20011001～20020326

20011115～20020206

20011121～20011127

20020326

20020403～20020523

20020601～20021218

20020515～20020517

20020719～20020809

20021021

20021127

20021129

20021225～20021226

20030123～20030129

20030115

20030303～20030304

本書

本書

本書

本書
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